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第 1 章 外部評価の概要  

１ 評価の目的と対象 

今年度の外部評価では、以下の２点を目的として、札幌市が平成28年度に実施した予算小事業とそ

の上位目的である施策に関する評価を実施した。 

① 市の行政評価に行政外部の専門的な立場からの視点を取り入れ、その透明性及び客観性を確保

するとともに、業務改善の更なる取組につなげること。 

② 市の施策・事業等に関する評価を一体的に行い、評価結果を市の施策・事業の効率性・有効性

の更なる発揮の取組につなげること。 

 

２ 市民参加の取組 

この取組では、行政評価委員会（以下「委員会」という。）における評価対象事項のうち、市民生

活への密着性が高い事業など、特に市民目線や市民感覚を踏まえる必要性が高いと判断したテーマに

ついて、市民参加型のワークショップ※を実施することとし、その取組結果も踏まえて、委員会として

の評価結果をまとめた。 

ワークショップの詳細は、巻末参考資料「市民参加の取組（ワークショップ）報告書」のとおり。 

  

※ワークショップ：いろいろな立場、考えの人が集まり、お互いの意見を理解し合いながら、課題や方向性を見出す「参加

型の会議」。 

 

３ 評価対象施策・事業の選定 

委員会での議論の熟度を高め、評価を通じた取組課題等の抽出を行うため、委員会の合議により、

以下の視点から、２施策18事業を評価対象に選定した。評価対象と選定理由は表１のとおり。 

 

① 特定の分野に偏ることなく、多様な分野から政策的なバランスを考慮して施策・事業を

選定するため、近年（直近3か年）、行政評価の対象となっていない施策に着目し、優先

的に今回の評価対象として検討を行う。 

② 重点課題・施策の目的を踏まえ、その実現に関わりが深い事業の中から、事業規模や事

業数、事業の性質、事業成果の達成状況等を考慮の上、対象事業を選定する。 

③ より効果的な評価とするために、選定は関連する複数の事業のまとまり（事業群）での

評価も可能とする。 

④ 行政評価委員会と連携した市民参加の取組（ワークショップ）を行うことから、市民生

活と関わりの深い事業や市民との協働の要素が大きい事業等、市民目線・市民感覚で議論

することが特に有意義と考えられる事業を含む分野（施策）にも配慮して選定する。 
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【表１】評価対象施策・事業と選定理由 

評価対象 選定理由 

施策：「施策１－２ 地域に密着した保健福祉サー

ビスを提供する環境づくり」 

事業：地域の保健福祉課題への取組、認知症施策推

進、在宅医療の普及や介護人材の確保促進に関する 

13事業 

今後、団塊の世代が後期高齢者となり、介護や

支援を必要とする高齢者が増加する超高齢社会

を迎え、札幌市の高齢者福祉施策の有効性等につ

いて確認する必要があるため。 

施策：「施策９－１０ 都市基盤の維持・保全と防

災力の強化」 

事業：公共施設の維持更新、長寿命化に関する 5 事

業 

今後、多くの公共施設等が更新時期を迎えるこ

とから、長寿命化等の取組について確認する必要

があるため。 

また、今後の人口減少を見据えて、公共施設の

維持更新をどのように行っていくのか、事業の持

続可能性を確認する必要があるため。 

 

４ 活動の経過 

委員会は、評価対象事業を選定した後、市が行った自己評価の評価調書等に基づき、事業所管局へ

のヒアリング（聞き取り調査）を実施し、取組状況を確認した。さらに、市民参加の取組（ワークシ

ョップ）の結果から、市民ニーズの傾向を把握した。 

ヒアリングにおいて論点となった事項やワークショップで出た市民意見等を基に、事業所管局への

確認を経て、委員会の合議により最終的な評価結果をまとめた。 

≪行政評価委員会の活動経過≫ 

平成29年6月13日 

 

6月30日 

 

7月 24日 

 

 

 

8月26日 

 

9月9日 

 

10月20日 

 

11月30日 

 

 

 

第1回行政評価委員会（評価対象施策の選定等） 

 

第2回行政評価委員会（評価対象事業及び市民参加の取組の対象テーマの選定等） 

 

ヒアリング 

「施策１－２ 地域に密着した保健福祉サービスを提供する環境づくり」 

「施策９－１０ 都市基盤の維持・保全と防災力の強化」 

 

（参考）第1回市民参加ワークショップ（アイデアの抽出） 

 

（参考）第2回市民参加ワークショップ（アイデア実現に向けた方策の検討） 

 

第3回行政評価委員会（仮指摘事項等の協議） 

 

第4回行政評価委員会（仮指摘事項及び所管局意見に基づく指摘事項案の協議、報告書

の検討、外部評価報告書のとりまとめ） 
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第 2 章 市民参加の取組（市民参加ワークショップ）  

１ 取組の概要 

委員会における評価対象項目のうち、特に市民目線や市民感覚を踏まえる必要性が高いと判断し、

委員会が選定したテーマ（下記のとおり）について、市民参加型のワークショップが実施され、市民

意見の聴取が行われた。 

ワークショップの実施にあたっては、参加者の対象テーマに関連する現在の市の取組について理解

を深めた上で、話し合いの時間を長く取り活発な議論を行うことが求められる。その手段として、参

加者に事前に対象テーマに関連する市の取組内容について資料を確認していただき、あらかじめ「ど

のような取組・アイデアがあるか」を検討していただいた上で、ワークショップにご参加いただいた。 

ワークショップにおける議論の結果については、委員会として報告を受け、その内容を踏まえて、

委員会の提言をまとめている。 

 

【参考：行政評価委員会と市民参加の取組の関係図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 対象テーマの設定 

対象テーマは、委員会の合議により、今年度の評価対象の中から主に以下の視点に照らして、次の

とおり設定した。 

① 委員会で選定した施策・事業の中から、市民生活への密着度が高いテーマなど、委員会として

特に市民意見を聞く必要性が高いと判断した項目 

② 専門的な視点や細かな視点にとらわれず、施策目的の実現のためには事業はどうあるべきか（市

民ニーズから見た事業の改善の方向性等）という観点からご意見をいただきやすいもの。 

 

テーマ：「地域で支える介護～私たちにできること～」 

（施策「１－２ 地域に密着した保健福祉サービスを提供する環境づくり」関係） 

 

設定理由： 平成29年７月１日現在、札幌市の高齢化率は25.8％となり、平成37年には30.5％に

なると予測されている。 

      このような超高齢社会において、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けていくため、

札幌市を含む全国の自治体では、住まい・医療・介護・予防・生活支援を包括的に確保

する体制である「地域包括ケアシステム」の構築に取り組んでいる。「地域包括ケアシ

市役所内での事業の進め方 外部評価 

行政評価委員会 

市民参加ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

②検討ﾃ ﾏーの設定、 

検討依頼 ③検討結果（市民 
意見）の報告 

見直し 

実施 

評価 計画 ①検討依頼 

④市民意見も踏まえ
た審議結果を答申 
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ステム」構築のためには、介護・医療などの専門職によるサービスと地域住民同士での

支え合い＝互助が両輪となる。 

      委員会では、「地域住民同士での支え合い＝互助」の取組としてどのようなことが考

えられるか、また、行政がどのような支援を行うことが必要かという観点を踏まえ、市

民参加ワークショップで検討いただくテーマとして「地域で支える介護～私たちにでき

ること～」を設定した。 

 

３ 開催日程 

日時 議論の目的 

平成29年8月26日（土） 

13：30～17：15 

互助の取組として、「地域においてどのような取組が考

えられるか（アイデアの抽出）」についてご意見をいた

だき、整理する。 

平成29年9月9日（土） 

13：30～17：15 

第１回の市民ワークショップで提案いただいたアイデ

ア実現に向け、「どのような方策が考えられるか」ご

意見をいただく。 

 

４ 参加者 

参加者の募集にあたっては、無作為抽出の18歳以上の市民3,000名に参加案内を送付したほか、例

年、比較的若い世代の参加が少ないことから、専門学校等の協力を得て、学生の参加を募り、45名の

市民に参加（いずれかの回に参加いただいた方）いただいた。性別・年代別の内訳は、下表のとおり。 

 

【ワークショップ参加者内訳（性別・年代別）】 （単位：人） 

 

年  代 

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 合 計 

第１回目         

 男性 0 3 3 4 5 3 5 23 

 女性 4 3 2 4 4 2 3 22 

 合計 4 6 5 8 9 5 8 45 

第２回目         

 男性 0 3 3 3 4 3 5 21 

 女性 3 3 2 3 4 2 3 20 

 合計 3 6 5 6 8 5 8 41 

 

５ 実施方法 

ワークショップでは、地域住民同士での支え合いについて意見を出してもらうため、参加者の居住

区によってグループ分けを行った。また、メインファシリテーター（全体の司会進行を行うまとめ役）

を１名、市民議論を円滑に進めるためのテーブルファシリテーター（進行役）を各テーブルに１名ず
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つ配置した。 

なお、初対面の市民同士が意見交換しやすくなるような議論の場づくりや議事の中立性を高めるた

め、ファシリテーター業務等については、市外部の専門事業者に委託した。 

 

６ 実施結果とその活用 

各テーブルにおける議論の結果からは、市民目線からの多様な意見や提案が導き出された。 

前述したとおり、本ワークショップにおけるグループワークは、参加者の居住区ごとに、中央区、

北区、東・白石区、厚別・清田区、豊平・南区、西・手稲区の6チームに分かれて行った。各チーム

からは独自の取組が挙げられる一方で、共通の課題が多く出された。 

ワークショップにおける各グループの議論の経過及び結果の詳細については、巻末参考資料「市民

参加の取組（ワークショップ）報告書」にまとめられているので参照されたい。 

委員会としては、これらの市民意見を踏まえて、指摘の検討を行った。 

 

【ワークショップにおける主な市民意見の内容】 

分 類 内  容 

戦略的な広報活動 

 自分たちも介護の実態を知る必要がある。 

 地域で高齢者を支えていくためには、「要望・情報の収集」が必要。 

 支援制度はいろいろあっても利用につながらないことから、介護制度の勉強会など

を開く必要がある。行政にはバックアップしてほしい。 

 行政は、本人・家族がサービスを利用する心構えをどう育てるか。 

 札幌で行われている活動を知らない人が多い。 

地域でつながる

仕組みづくり 

 自分たちが「人とのつながり」づくりをする際には、ＩＴを積極的に活用する。 

 つながりづくりとして、日ごろの挨拶や地域の行事への参加が必要である。 

 自分たちで地域のつながりを作っていくためには、コーディネートする人が必要である。 

 安否確認のため、自分たちも困っている高齢者がどこにいるか把握するべき。 

 ワークショップなどに参加し、地域の人たちと意識を共有するなどして、「自分ごと」にする。 

 地域の交流拠点として、近隣の既存施設・空きスペースを活用する。 

 互助のためには、気軽に参加しやすい仕組みづくりが必要。 

 地域でボランティア活動の取組を行うためには、担い手であるボランティアの確保が必要。大

学や専門学校でボランティア募集や、市の広報誌を活用して広報を行う。 

 地域と企業がつながることで地域コミュニティが活性化し高齢者を支えることにもつながっ

ていくのではないか。 

 遠方の親族より、近所の他人の方が助かる場合が多い。 

 孤独、引きこもりにならないためにも、つながりが重要。 

 ネットワークが広がれば、孤立、孤独死を防げるかもしれない。 

 行政は、多世代が交流できるような取組や場所づくりが必要。 
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第３章 外部評価 ～各施策及び関連事業の評価結果                           

● 総括コメント 

個別の評価や指摘事項に共通している課題などについて総括コメントとしてまとめた。 

(１) 施策「1-2 地域に密着した保健福祉サービスを提供する環境づくり」 

 

～現状把握や原因分析を踏まえた事業展開について～ 

 

＜広報の効果を高めるために＞ 

札幌市では、各事業の実施にあたっては、事業効果を高めるため、セミナーや広報誌等の広報・啓

発活動を行っている。しかし、事業所管部局へのヒアリングにおいて、広報等の前提となる現状把握

や原因分析が十分になされているとは感じられないものが見受けられた。 

どれほど広報を行っても、対象者のニーズに沿ったものでなければ、受け取る側には、意義ある情

報とは判断されない。広報の前提として、どのような市民が対象となるのか、そして、対象者が何を

求めているのかを的確に分析することが必要である。こうした分析が、効果的な広報につながってい

くのではないか。 

＜利用者目線に立った業務の遂行＞ 

また、福祉サービスの分野においては、申請主義が基本であることから、より利用者目線に立って、

まずは、職員一人ひとりが、支援を要する市民に行政サービスがきちんと届いているかという意識を

持って業務にあたることが重要である。 

＜地域のつながりを機能させる＞ 

さらに、自ら支援にたどり着けない市民をなくすためには、地域住民同士の支え合いも必要となる。

行政には、こうした支え合いを促す地域のネットワークを包括的かつ有機的に機能させる役割が求め

られると考える。今回、指摘となった事業に限らず、評価対象となった事業全体に共通している課題

として、このような役割を十分に認識し、事業を進めていく必要がある。 

 

以上の課題については、市民参加の取組（ワークショップ）においても、実態を踏まえた戦略的な

広報活動や地域でつながる仕組みづくりを求める声が多かった。 

今後は、これまで以上に現状把握や原因分析を踏まえて事業に取り組んでいくべきである。 

 

(２) 施策「9-10 都市基盤の維持・保全と防災力の強化」 

 

～市民との課題認識の共有について～ 

 

今回の外部評価は、人口減少という社会構造の大きな変化に適切に対応していくために、公共施設

等をどのように持続させていくかという中長期的な視点を持って、事業そのものだけではなく、その

目的としている施策をより意識した評価を行った。 

人口減少による税収減や施設の老朽化対策を考えると、今の施設の総量を現状のまま維持していく

には限界があると思う。 

市の市有建築物の配置基本方針においても総量抑制の考え方が示されているが、今後、公共施設等

の総量抑制を進めていく上では、市民理解が不可欠となる。しかしながら、市民には、人口減少が将

来どのような影響をもたらすのかという課題が、十分に伝わっていない面があるように思慮される。 

例えば、人口が減少する中で現在の施設の総量を維持しようとすると、市民一人当たりの負担は増

えていく、などといった課題を市民に分かりやすく伝えていく必要がある。 

今後は、市として課題にどのように取り組んでいくのかといったことをはじめ、施策の方向性を示

すためにも、市民と課題認識をより一層共有していくことが何よりも重要である。 
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１ 施策「1-2 地域に密着した保健福祉サービスを提供する環境づくり」                          
※本章に掲載の事業等の情報は、平成28年度事業評価調書から抜粋している。 

  (1) 施策の概要  

札幌市まちづくり戦略ビジョンに掲げる政策分野「暮らし・コミュニティ」では、人口減少や少子高

齢化の進行に伴う高齢単身世帯の増加や、貧困等の様々な要因による社会的孤立の顕在化などに対応す

るため、地域でのつながりや支え合いによる共助の意識の醸成と、これらを補完する地域社会の仕組み

づくりに取り組むこととしている。また、複雑・多様化する地域課題の解決に向けて、まちづくり活動

の担い手の育成や活動主体同士の連携などによる地域資源の活用を通じて、地域マネジメントの推進に

も取り組むこととしている。 

「暮らし・コミュニティ」の施策の一つである「地域に密着した保健福祉サービスを提供する環境づ

くり」のうち、今年度の外部評価の対象とした事項は、有償ボランティアに関わる１事業、在宅老人福

祉に関わる１事業、介護人材の確保促進に関する２事業、介護予防や認知症対策に関わる５事業、在宅

医療に関わる１事業、地域の保健福祉課題に関する１事業、高齢者向け住宅に関する１事業、健康寿命

延伸に関わる１事業のあわせて13事業で、平成28年度の決算総額で170,200千円である。 

 

【a.施策情報】 

政 策 分 野 暮らし・コミュニティ 

政 策 目 標 1 互いに支え合う地域福祉が息づく街 

施 策 2地域に密着した保健福祉サービスを提供する環境づくり 

施 策 の 考 え 

 自ら支援にたどり着けない市民の増加に対応するため、支援を必要とする市民を適

切に把握する体制を構築する。また、一人一人の状況やライフステージに応じたきめ

細やかな支援を行うため、保健・福祉・医療の関係機関の公助による実効性のあるネ

ットワークを強化することで、相談・支援体制の充実を図り、地域で必要な保健福祉

サービスが受けられる環境づくりを推進する。 

成 果 指 標 

指 標 現状値(H26) 目標値(H31) 目標値(H34) 

生活や健康福祉に関して困っている

ことや相談したいことの相談先がな

い高齢者の割合 
13.6％ 11.4％ 10％ 

障がいのある人にとって地域で暮ら

しやすいまちであると思う人の割合 
22.7％ 54.0％ 60％ 

評 価 対 象 事 業 の 

予 算 ・ 決 算 額 
平成28年度予算額 232,266 千円 平成28年度決算額 170,200 千円 

【b.評価対象事業】 

事業名 事業の概要 28年度予算 28年度決算 

地域支え合い有償ボランティア補助
事業 

日常生活で支援を必要とする高齢者・障がい者等にボ
ランティアを派遣し、低廉な料金で家事援助等の在宅
福祉サービスを提供する。 

20,500千円 20,500千円 

在宅老人福祉事業 
在宅のねたきり高齢者に対し、介護の充実、保健衛生
の向上を図るため、理容師、美容師が自宅を訪問し理
美容サービスを行う。 

1,400千円 2,942千円 
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事業名 事業の概要 28年度予算 28年度決算 

介護人材確保促進事業 

介護保険サービス事業者が求める人材を適切に確保
できるよう、セミナーなどの開催により自らの事業所
の魅力をうまく伝え、求職者の心をつかむ手法の習得
を支援するとともに、実践の場として合同就職相談説
明会などを開催する。 

4,000千円 3,997千円 

介護職員人材定着化事業 

介護従事者の労働環境向上を図り人材定着を促すた
め、介護サービス事業所の職員・管理者等を対象とし
た業務知識・雇用管理等の研修及び能力や経験等に応
じた賃金体系等の仕組み（キャリアパス制度）の導入
支援を実施する。 

7,700千円 7,576千円 

生活支援体制整備事業 

地域のニーズに応じた社会資源の開発、サービス提供
主体や担い手の養成・発掘などを行う生活支援コーデ
ィネーター と、関係団体などの協議の場を設置し、
地域における生活支援の取組を推進する。 

11,386千円 11,266千円 

地域ケア会議の拡充 

個別、地域、区、市の階層的な会議を通じて高齢者の
課題解決を行う「地域ケア会議」について、それぞれ
の会議に専門職を派遣することにより、住民組織や関
係機関の課題解決力を高め、機能強化を図ります。 

7,500千円 1,759千円 

在宅医療・介護連携推進事業 

医療と介護の両方を必要とする状態になっても地域
で安心して暮らせる体制を構築するため、在宅医療機
関と介護サービス事業者などの関係者の連携を推進
する。 

15,248千円 8,166千円 

認知症施策推進事業 

認知症になっても本人の意志が尊重され、できる限り
住み慣れた地域で暮らし続けることができる社会の
実現を目指し、関係者の連携などを進めながら、認知
症の早期診断・早期対応のための支援体制を構築す
る。 

47,233千円 16,517千円 

認知症に関する市民及び家族介護者
支援事業 

認知症の方を地域全体で支える体制を整備するため、
認知症の方を支えるボランティアの育成や家族介護
者等への支援を行う。 

22,489千円 16,027千円 

地域の保健福祉課題に応じた健康な
まちづくりの推進事業 

複雑多様化する地域の保健福祉課題に対応するため、
区の保健師が、関係機関との連携･協働による支援の
ネットワーク強化を図るとともに、住民主体の健康づ
くり、介護予防の取組などを支援する。 

5,600千円 3,756千円 

高齢者等の在宅医療ネットワーク推
進事業 

超高齢社会や医療系・介護系施設の不足などに備え、
誰もが住み慣れた地域で「もれ」や「きれめ」なく、
安心して療養できるよう在宅医療体制を構築する。 

28,100千円 20,018千円 

高齢者向け住宅支援事業 

高齢者が安心して生活できる良質な住宅の確保を目
的とし、高齢者向け優良賃貸住宅（高優賃）の家賃減
額補助及びサービス付き高齢者向け住宅（サ付き住
宅）登録事務を実施する。 

60,100千円 57,001千円 

健康寿命延伸事業 

健康寿命の延伸を図るため、健康阻害要因となってい
る病気などの分析を進めるとともに、健康や福祉に関
するイベントの実施を通じて、分析結果や具体的な予
防法などを地域住民に広く周知する。 

1,020千円 675千円 
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事業名 事業の概要 28年度予算 28年度決算 

 
（参考） 
介護予防・日常生活支援総合事業 
 
※ 当事業は、平成29年度から開始
している事業であるため、評価対象
とせず、ヒアリングのみ実施した。 
 

要支援者の生活支援と全ての高齢者の介護予防を総
合的に推進するため、民間事業者や地域の多様な主体
を活用してサービスを提供する。 

― ― 

 

 (2) ヒアリングの結果  

当施策に対して行ったヒアリングの結果によって得られた論点・視点は、以下のとおり。 

■市民に分かりやすい周知 

 これから人材不足になる中で、有償ボランティアは戦力になるが、自分の得意分野がボランティア

とどう結びつくか、分かっていない人が多いのではないか。 

 同居のご家族の生の声もあわせて届けることによって、プラスの意味も含めて在宅のイメージを周

知しやすくなるのではないか。 

■現状把握と原因分析 

 申請につながる啓発の視点も大事だと思う。そして、効果的な啓発活動を検討するためにニーズや

状況の把握が必要になるのではないか。 

 

№1  ボランティア発掘のための効果的な広報 

日常生活で支援を必要とする高齢者、心身障がい者等を支えるボランティアの新たな発掘にあたっては、

事業の実施主体である札幌市社会福祉協議会が、各種ボランティア研修等において、事業のＰＲを行って

いる。また、市としても、広報さっぽろを活用し、ボランティア募集の広報を行っているとのことであっ

た。しかし、近年、協力会員、利用会員ともに減少傾向にある。 

高齢者等を支援する人材が不足する中で、有償ボランティアは重要な戦力になると思われるが、市民の

中には、自分の得意分野がボランティアとどう結びつくか、分かっていない人が多いのではないかと考え

られる。 

ついては、地域支え合い有償ボランティア補助事業に関して、以下の事項に取り組むこと。 

No 指摘対象 指摘内容 所管部 

1 

地域支え合い

有償ボランテ

ィア補助事業 

ボランティア参加を検討している市民にとって、自らの得意分野が

ボランティアになり得ることをイメージできるような効果的な広報の

あり方を検討すること。 

保）総務部 
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№2  介護人材不足の解消に向けた取組 

市では、介護事業者が必要な人材を適切に確保することができるよう、介護事業者向けのセミナーを実

施するほか、合同就職相談説明会を開催するなどして、事業者の人材確保の取組を支援している。また、

介護職員等の離職を防ぎ、定着を図るための取組として研修等を実施している。 

しかし、介護人材の確保や定着について、主に事業者の努力に委ねるだけでは課題解決に限界があるの

ではないかと考える。 

セミナーや研修等の実施とともに、その一歩先の取組が、介護人材不足の解消のためには必要であり、

人材不足の原因分析を通して、市として、より良い支援制度の提供スタイルを作っていくことが大切では

ないかと思われる。 

また、介護人材不足の原因の一つとして、介護従事者の賃金等の処遇のあり方が考えられ、国の介護保

険制度全体の問題ともなっている。市では、これまでも大都市会議等を通して国に要望書を提出するなど、

働きかけを行っているところである。 

こうした要望活動にあたっては、まずは介護従事者の処遇についての実態把握を行い、それを国に伝え

ていくことも市の役割であると考える。 

ついては、介護人材確保促進事業、介護職員人材定着化事業に関して、以下の事項に取り組むこと。 

No 指摘対象 指摘内容 所管部 

2 

介護人材確保

促進事業 

 

介護職員人材

定着化事業 

介護人材不足の原因を分析した上で、単に事業者の努力に期待する

のではなく、札幌市として人材不足解消のための取組をより一層推進

すること。 

 また、処遇を含めた介護職の現状分析を基に、介護事業所運営の実

態を国に伝え、人材確保に向けた対策を講じるよう働きかけていくこ

と。 

保）高齢保

健福祉部 

 

№3  認知症に関する戦略的な取組 

急激な高齢化を見据えて、市では、高齢者が住み慣れた地域で可能な限り自立して暮らし続けていける

よう、住まい・医療・介護・予防・生活支援を包括的に提供する体制として「地域包括ケアシステム」の

構築に取り組んでいる。 

地域住民と協働で行う取組として、各区に「生活支援コーディネーター」を置き、町内会やボランティ

ア、民間企業など地域と連携を図り、高齢者に対する地域の支え合い体制づくりを行うほか、認知症サポ

ーター養成や認知症コールセンター開設等の取組を行っているという市の説明があった。 

介護保険を含む日本の福祉サービスは、申請主義が基本である。そのため、行政サービスの利用要件を

満たしていても、申請がなければ利用につながらないという側面がある。行政サービスを市民に等しく受

けてもらうためには、制度を市民によく知ってもらうことが必要であり、自ら支援にたどり着けない市民

をなくすためには、市として広報や啓発の取組を行うことが重要であると考える。 

さらには、市が取り組んでいる地域の支え合いの体制を包括的かつ有機的につなげていくことも大切で

あると考える。 

この点については以下のとおり、市民参加ワークショップにおいても多くの意見が出されている。 

・ 支援制度はいろいろあっても利用につながらないことから、介護制度の勉強会などを開く必要があ

る。 

・ 札幌で行われている活動を知らない人が多い。 
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・ 互助のためには、気軽に参加しやすい仕組みづくりが必要である。 

・ 安否確認のため、自分たちも困っている高齢者がどこにいるか把握するべき。 

・ ネットワークが広がれば、孤立、孤独死を防げるかもしれない。 

ついては、認知症に関する市民及び家族介護者支援事業に関して、以下の事項に取り組むこと。 

No 指摘対象 指摘内容 所管部 

3 

認知症に関す

る市民及び家

族介護者支援

事業 

認知症の心配がある場合の相談先や支援制度についての認識不足に

より、必要な支援を受けられない市民をなくすため、認知症に関する

啓発活動や地域において住民同士がつながる仕組みづくりなど、戦略

的な取組をより一層推進していくこと。 

保）高齢保

健福祉部 

 

№4  在宅医療の市民への周知 

市民意識調査から、最期のときを自宅で迎えたいという意向が多かった一方で、同居家族の負担が増え

ることを懸念して、在宅ではなく入院を選択する市民も多いことが分かった。また、在宅医療を受けてい

ない市民にとって在宅医療の具体的なイメージが湧かないことが課題となっているとの市の説明があった。 

在宅医療を進めていくためには、まずは、同居の家族や主たる介護者の負担等についての現状把握が必

要と考える。また、在宅医療に対する市民の理解が必要となるが、市民への周知の際には、例えば、同居

のご家族の生の声が伝わるような工夫をしていくことが効果的である。 

ついては、高齢者等の在宅医療ネットワーク推進事業に関して、以下の事項に取り組むこと。 

No 指摘対象 指摘内容 所管部 

4 

高齢者等の在

宅医療ネット

ワーク推進事

業 

在宅医療における介護者の負担について、その現状を把握するとと

もに、介護者の生の声が伝わるような工夫をすること。 

保）医療政

策担当部 

 

№5  在宅医療の推進 

札幌市は、大都市の中でも入院病床が多く、在宅医療が進みにくい地域だと考えられる。また、寒冷地

であることや北海道特有の家族観等も在宅医療が進まない一因であると思われる。在宅医療を推進するた

めには、札幌の特徴を踏まえた原因分析が必要である。 

一方で、今後、回復期のリハビリに係る病床の需要は増えていくことが見込まれており、在宅医療の需

要は高まることも予想されるという市の説明があった。 

在宅医療のニーズに対応していくため、医療機関とも連携・協力しながら、それに関わる医療従事者の

確保等、バランスのとれた医療提供体制を構築していくことが、より一層求められる。 

ついては、高齢者等の在宅医療ネットワーク推進事業に関して、以下の事項に取り組むこと。 

No 指摘対象 指摘内容 所管部 

5 

高齢者等の在

宅医療ネット

ワーク推進事

業 

寒冷地あるいは大都市としての札幌の特徴を踏まえて、在宅医療が

定着していない原因分析を行うとともに、他都市の事例も参考にしな

がら、在宅医療をより一層推進するための対策を講じること。 

保）医療政

策担当部 
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№6  札幌市のモデル化を意識した取組の推進 

南区役所では、要介護の原因疾病の分析結果をもとに、疾病予防に資する各種取組を実施し、地域住民

とともに、健康寿命の延伸に取り組んでいる。 

当事業は、札幌市内で高齢化率の最も高い南区での先駆的な取組であるが、成果指標である主観的健康

度は、区民からのアンケートによる意識調査により把握しているものであり、その客観性には限界がある。

例えば、医療機関との連携等によって区民の健康度をより客観的に把握できるような仕組みが作られるの

であれば、区の取組が札幌市のモデル事業として市民全体に広げていけるレベルにまで成熟できるのでは

ないかと考える。 

高齢化率の高い南区は、これからの札幌市の縮図でもあり、南区の課題及び取組は参考となるようなモ

デルを提示していると考えられる。 

客観的な分析を通して、広く市全体に普及させていくことによって札幌市のモデルとしていくことがで

きるのではないかと考える。本庁部局においても区の事業を支援していくことが必要である。 

ついては、健康寿命延伸事業に関して、以下の事項に取り組むこと。 

No 指摘対象 指摘内容 所管部 

6 
健康寿命延伸

事業 

客観的データに基づいた区民の健康度を把握するなど、当事業が、

札幌市のモデルとなることを目指し、取組を進めていくこと。 

また、札幌市のモデル化として取り組む際には、本庁部局のバック

アップも得ながら進めていくこと。 

南）保健福

祉部 

保）保健所 
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２ 施策「9-10 都市基盤の維持・保全と防災力の強化」                 
※本章に掲載の事業等の情報は、平成28年度事業評価調書から抜粋している。 

  (1) 施策の概要  

札幌市まちづくり戦略ビジョンに掲げる政策分野「戦略を支える都市空間」では、これまで増加を続

けてきた札幌の人口が市制施行後、初めて減少に転じることが見込まれる中、社会構造の変化に適切に

対応しながら、都市の魅力や活力を維持・向上していくため、都市基盤の効率的かつ計画的な維持・保

全や機能の見直し・複合化、耐震化等に取り組むこととしている。 

「戦略を支える都市空間」の施策の一つである「都市基盤の維持・保全と防災力の強化」のうち、今

年度の外部評価の対象とした事項は、道路、橋りょうの補修に関わる２事業、下水道施設再構築に関わ

る１事業、市営住宅の維持更新に関わる１事業、市有建築物の保全に関わる１事業のあわせて５事業で、

平成28年度の決算総額で24,468,972千円である。 

 

【a.施策情報】 

政 策 分 野 戦略を支える都市空間 

政 策 目 標 9 世界都市として魅力と活力あふれる街 

施 策 10都市基盤の維持・保全と防災力の強化 

施 策 の 考 え 

公共サービス経費の増大を抑制しながら、ニーズに合わせた効果的な市民サービス

の提供により市民生活の利便性を確保していくために、将来的な人口規模などを見据

えながら、都市基盤の効率的かつ計画的な維持・保全や機能の見直し・複合化などを

推進する。 

また、地震や大雨などの災害に強い都市を構築していくために、施設や道路・上下

水道などの維持・保全と併せて、耐震化などを計画的に進めることにより、安全・安

心な市民生活が実現する都市を目指す。 

評 価 対 象 事 業 の 

予 算 ・ 決 算 額 
平成28年度予算額 29,146,246千円 平成28年度決算額 24,468,972千円 

【b.評価対象事業】 

事業名 事業の概要 28年度予算 28年度決算 

道路等補修事業 
道路利用者の安全・安心を確保するために、道路など
の補修を計画的に実施する。 

3,188,000千円 2,104,639千円 

橋りょう長寿命化修繕事業 

橋りょうの計画的かつ効率的な維持管理を行うため、
事業費の平準化を図りながら予防保全を基本とした
修繕を進めていく「橋梁長寿命化修繕計画」に基づく
橋りょうの長寿命化を図る。 

5,112,530千円 3,509,541千円 

下水道施設再構築事業 

都市化に合わせて集中的に整備してきた下水道管路
及び処理施設について、今後一斉に老朽化が進行して
いくため、計画的に改築を進めることで下水道機能を
維持し、安全で快適な市民生活を支える。 

10,156,459千円 9,655,079千円 

市営住宅維持更新事業 
市営住宅に住んでいる全ての方が安心して快適に生
活できるよう、市営住宅の建て替えや耐震化、バリア
フリー化などを進める。 

5,149,257千円 4,207,356千円 
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事業名 事業の概要 28年度予算 28年度決算 

市有建築物の総合的な保全の推進 

今後一斉に更新時期を迎える市有建築物の長寿命化
を図るため、計画的に保全します。また、保全に合わ
せて新エネ・省エネ技術の導入やバリアフリー改善を
実施する。 

5,540,000千円 4,992,357千円 

 

 (2) ヒアリングの結果  

当施策に対して行ったヒアリングの結果によって得られた論点・視点は、以下のとおり。 

なお、今回の評価対象事業ではないが、公共施設等の管理に係る考え方を整理し取りまとめた「札

幌市市有建築物及びインフラ施設等の管理に関する基本的な方針」について、ヒアリングを実施した。 

 

■人口減少への対応 

 札幌市の人口は、近い将来、少子化を背景として、市制施行以来、初めて減少傾向に転じることが

見込まれているが、今後の社会構造の大きな変化に適切に対応する持続可能なまちづくりの未来の

絵を描くべきではないか。 

 今後の人口減少に対応する、建築物や道路・橋りょう、下水道等のインフラ資産といった公共施設

等の供給量や費用負担のあり方についてしっかりと考えていかなければ、施設の補修や修繕を計画

的に実施していたとしても、単なる問題の先送りに過ぎないのではないか。 

■市民との課題認識の共有 

 これからは市民に課題を示して理解してもらうためのＰＲが必要なのではないか。その前提として、

市民の理解を得るための課題の分析と方向性が用意されるべき。 

 公共施設の維持に関する問題は、非常に重要で困難を伴う大きな課題だという認識を市民にも持っ

てもらう必要がある。市民にどのように伝えていくかということの踏み込みが足りないのではない

か。 

 

№1  補修の事業量のあり方 

道路・橋りょうについては、路面等の損傷度を定期的に調査し、重要度や状態等を総合的に判断して補

修対象を選定し、事業費の平準化を図りながら補修工事を行っているとの説明が市からあった。 

しかし、今後、人口減少による税収減や施設の老朽化対策が一層見込まれる中、今の補修に係る事業量

を維持していくことは、難しくなるという基本認識を持つべきである。 

また、施設を所有するということは多額の維持管理費を要すること、そして、その施設をどのように利

用していくかということについて、市民にも示し理解を求めていく努力が必要となる。こうした課題認識

を市民と共有していくべきである。 

ついては、道路等補修事業、橋りょうの長寿命化修繕事業に関して、以下の事項に取り組むこと。 

No 指摘対象 指摘内容 所管部 

1 

道路等補修事

業、 

橋りょうの長

寿命化修繕事

業 

今後の人口減少を見据えて、道路・橋りょうの補修の事業量及び事

業費を分析し、市民にどのように示していくかを検討すること。 
建）土木部 
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№2  長期推計に基づく財源及び受益者負担のあり方 

札幌市の下水道事業では、今後の人口減少社会等を見据え、計画的に改築を進めるために「札幌市下水

道改築基本方針」を策定し、今後10年間の中期的事業量の見通しを市民に示し、理解を求めているとの説

明が市からあった。 

下水道使用料を含めた財源の見通しについては、今後５年間の中期財政見通しを定め、市民にも公表し

ているとのことであったが、数十年先を見越した今後の事業量のあり方については、それに伴う財源とセ

ットで考えていく必要があると考える。財源等の財政的な見通しについても、長期的なものを市民に示し

ていくことが重要である。 

例えば、人口が減少する中で、現在の施設の総量を維持しようとすると、市民一人当たりの負担は増え

ていくはずである。これからは、そのような課題を市民と共有して理解してもらうためにも、情報を分か

りやすく伝えていなかければならないと考える。 

ついては、下水道施設再構築事業に関して、以下の事項に取り組むこと。 

No 指摘対象 指摘内容 所管部 

2 
下水道施設再

構築事業 

健全な下水道財政を維持していくために、今後の改築等の事業量の

長期的な推計を踏まえた財源及び将来的な受益者負担のあり方につい

て分析し、市民にどのように示していくかを検討すること。 

下）事業推

進部 

 

№3  市営住宅の供給量のあり方及び民間住宅の活用 

市の市有建築物の配置基本方針では、人口減少・少子高齢化社会に対応するため、市営住宅について、

総面積の抑制と民間住宅の活用検討という方向性が打ち出されており、その方針を踏まえ、次期の住宅マ

スタープランの策定を検討しているとの説明が市からあった。 

今後の人口減少を見据えて、市営住宅の計画的な維持補修を行い、施設の長寿命化を進めていくために

は、予算に限りがある中で、今までどおりの考え方に基づく供給量を今後も維持していくことは困難と思

われる。市営住宅の供給量のあり方について検討が必要である。 

また、市が施設を保有・提供していくことにこだわらず、コスト試算を行ったうえで、例えば、家賃補

助制度等により、民間住宅を活用することなどについても検討が必要と考える。 

ついては、市営住宅維持更新事業に関して、以下の事項に取り組むこと。 

No 指摘対象 指摘内容 所管部 

3 
市営住宅維持

更新事業 

今後の人口減少を見据えて、市営住宅の供給量のあり方について検

討すること。 

また、市が施設を保有・提供するだけではなく、家賃補助などの民

間住宅の活用等について検討すること。 

都）市街地

整備部 
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● 局別評価対象施策・事業一覧  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象局 施策/事業 指摘項目（№） 

保健福祉局 1-2 地域に密着した保健福祉サービスを提供する環境づくり  

 

地域支え合い有償ボランティア補助事業 1 

在宅老人福祉事業  

介護人材確保促進事業 
2 

介護職員人材定着化事業 

生活支援体制整備事業  

地域ケア会議の拡充  

在宅医療・介護連携推進事業  

認知症施策推進事業  

認知症に関する市民及び家族介護者支援事業 3 

地域の保健福祉課題に応じた健康なまちづくりの推進事業  

高齢者等の在宅医療ネットワーク推進事業 4,5 

（参考）介護予防・日常生活支援総合事業  

建設局 9-10 都市基盤の維持・保全と防災力の強化  

 
道路等補修事業 

1 
橋りょう長寿命化修繕事業 

下水道河川局 9-10 都市基盤の維持・保全と防災力の強化  

 下水道施設再構築事業 2 

都市局 1-2 地域に密着した保健福祉サービスを提供する環境づくり  

 高齢者向け住宅支援事業  

9-10 都市基盤の維持・保全と防災力の強化  

 
市営住宅維持更新事業 3 

市有建築物の総合的な保全の推進  

南区 1-2 地域に密着した保健福祉サービスを提供する環境づくり  

 健康寿命延伸事業 6 
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Ⅰ．市民参加ワークショップの概要              

 

１．概要 

 

（１）実施目的 

 札幌市では、行政評価における外部評価の取組として、「市民参加ワークショップ」と市外部の

有識者による「札幌市行政評価委員会」を実施しています。 

 外部評価は、札幌市が行う事業の必要性や効果、課題や改善策について、行政では気づかない

点について審議・評価するための取組で、この市民参加ワークショップは、札幌市行政評価委員

会で審議するテーマの中から、特に市民生活と関わりが深く、市民目線・市民感覚で議論するこ

とが必要と考えられるテーマについて、一般市民の方々からご意見をお聞きするために実施する

ものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）成果の活用 

 市民参加ワークショップで出された意見は、行政評価委員会での審議に活用され、今後の事業

の改善見直しに向けた検討材料の一つとしています。その結果、改善の方向性が明確になった事

柄については、順次、予算編成等へ反映させていくほか、中長期的な取組が必要な事柄について

は、継続的な検討を行っていくこととしています。 

 

■行政評価の仕組み 

 市役所内での事業の進め方 外部評価 

行政評価委員会 

市民参加ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

②検討ﾃｰﾏの設定、 

検討依頼 ③検討結果（市民 
意見）の報告 

見直し 

実施 

評価 計画 

①検討依頼 

④市民意見も踏まえ
た審議結果を答申 
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２．検討テーマ 

 

（１）設定した検討テーマ 

 

 

 

 

 

（２）設定の理由 

 平成 29 年 7 月 1 日現在、札幌市の高齢化率は 25.8％となり、平成 37 年には 30.5％になると

予測されています。 

 このような超高齢社会において、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けていくために、札幌市

を含む全国の自治体では、住まい・医療・介護・予防・生活支援を包括的に確保する体制である

「地域包括ケアシステム」の構築に取り組んでいます。 

 「地域包括ケアシステム」構築のためには、介護・医療などの専門職によるサービスと地域住

民同士での支え合い＝互助が両輪となります。 

 上記を踏まえて、札幌市行政評価委員会では市民の皆様に「地域住民同士での支え合い＝互助」

の取組としてどのようなことが考えられるか、そして、それを踏まえて札幌市がどのようなバッ

クアップを行うべきかをお聞きしたいと考え「地域で支える介護～私たちにできること～」を検

討テーマとして設定しました。 

 また、その内容としては「自助」と「互助」に分けられることから、より具体的なサブテーマ

として「自分でできる日頃からの備え（自助の取組）」「となり近所の支え合い（互助の取組）」を

設けた次第です。 

 

地域で支える介護～私たちにできること～ 

・自分でできる日頃からの備え（自助の取組） 

・となり近所の支え合い（互助の取組） 
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３．参加者 

（１）参加者の募集方法 

 参加者の募集にあたっては、無作為抽出の18歳以上の市民3,000名に参加案内を送付したほか、

例年、比較的若い世代の参加が少ないことから、専門学校等の協力を得て、学生の参加を募り、

45 名※の市民に参加いただきました（※いずれかの回に参加くださった方）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）参加人数・グループ（チーム）分け 

 本ワークショップにおけるグループワークは、地域特有のご意見が出されることを考慮し、概

ね参加者の居住区ごとに、①中央区、②北区、③東・白石区、④厚別・清田区、⑤豊平・南区、

⑥西・手稲区の 6 チームに分かれて行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性 女性 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 第1回 第2回

①中央区 7 4 3 1 1 1 1 2 － 1 7 7

②北区 9 4 5 1 － － 1 4 － 3 9 8

③東・白石区 7 4 3 1 － － 2 1 2 1 7 5

④厚別・清田区 8 3 5 － 2 － 1 2 1 2 8 8

⑤豊平・南区 8 5 3 － 1 3 2 － 2 － 8 8

⑥西・手稲区 6 3 3 1 2 1 1 － － 1 6 5

計 45 23 22 4 6 5 8 9 5 8 45 41

各回参加者数
グループ名（区） 計

性別 年代

■参加者募集の概要 

○参加資格（以下の全てを満たす方） 

・現在札幌市在住の方（転居等で札幌市外へ転出された方は応募できません） 

・札幌市職員ではない方 

・全 2 回のワークショップを通じて出席できる方 

・ワークショップは公開で行い、報道機関による撮影や傍聴者が会場に入ること、参加者個

人が特定できる形で記録を公開する場合があることに承諾いただける方 

・以上を踏まえて「参加承諾書」をご提出いただいた方 

○参加の謝礼：クオカード 5,000 円分（全 2 回に参加いただいた方） 

■参加者のグループ分け・各回の参加者数（名） 
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４．開催までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■参加者募集案内を市民に発送（平成 29 年 7 月 21 日（金）） 

■参加承諾書の返送締め切り（8月 4日（金）） 

■第 2回までの宿題「アイデア書き出しシート」への記入 

・個々人で自分のグループの「取組」をより良いものにするために工夫・付加するアイデ

アを検討 

・検討したアイデアは配布した「アイデア書き出しシート」に記入し、次回持参 

■第 1回ワークショップ「アイデアの抽出」（8月 26 日（土）） 

（概要） 

・検討テーマに関するガイダンス、事前質問票にて寄せられた質問への回答 

・グループワーク 1：検討テーマに関する追加の疑問点を抽出 

・グループワーク 2：取組のアイデアと、そのアイデアのもととなった課題を抽出し、親

和図法（KJ 法）にて整理 

・グループワーク 3：出された取組のアイデアをシールアンケート法（シール投票）によ

って評価し、第 2 回で検討を進める「取組」を決定、仮の「プロジェクト名」を命名 

・グループ発表を行い、全体で検討内容を共有 

■第 2回ワークショップ「アイデア実現に向けた方策の検討」（9月 9日（土）） 

（概要） 

・前回の振り返り 

・グループワーク 1：「宿題」として考えてきたアイデアを出し合いながら「取組」をブラ

ッシュアップ（磨き上げ） 

・グループワーク 2：「取組」を実現する際の「課題」を抽出するとともに、その解決策を

検討 

・グループワーク 3：これまで検討してきた「取組」に、正式な「プロジェクト名」を命

名 

・グループ発表の後、全体で各「プロジェクト」について検討（意見・アイデア出し） 
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Ⅱ．市民意見のまとめ                    

 

１．第 1 回ワークショップ「アイデアの抽出」 

 

（１）各グループで共通して出された意見 

 第 1 回では検討テーマについて、取組のアイデアと、そのアイデアのもととなった課題を抽出・

整理し、その後、整理した取組のアイデアについてシールアンケート法（シール投票）によって

評価しました。 

 その結果、各グループ共通の意見として、次のような取組のポイントが出されました。 

 

 

 

 

 

１）コミュニケーションの活性化、つながりづくりの重要性 

 いずれのグループからも「コミュニケーション」の活性化や「つながりづくり」のための取

組の重要性が指摘されました。 

 その元になった高齢者に関する課題認識としては、「孤立対策・防止」「孤独死予防」「認知

症予防」が挙げられています。 

グループ 出された意見（ポイント） 元になった課題認識 

①中央区 ・島「コミュニケーション」がシー

ルアンケートにて最多得票 

・孤独死の増加 

②北区 ・島「人とのつながり」がシールア

ンケートにて最多得票 

・第 2 回で検討する取組を「“私がは

じめる”みんなでつながるプロジ

ェクト」と命名 

・認知症の予防の必要性 

・健康状態の確認（特に一人暮らし

の場合は難しい） 

・一人暮らしの負担軽減 

③東・白石区 ・島「コミュニケーション」がシー

ルアンケートにて最多得票 

・第 2 回で検討する取組を「多様な

コミュニケーションを取れる施設

を近くにつくるプロジェクト」と

命名 

（下記のような高齢者の存在） 

・他人への興味がない 

・外に出たがらない 

・近所とのつながりがない 

・友達が少ない 

④厚別・清田区 ・島「つながり」が作成された 

・第 2 回で検討する取組を「ゆる～

いつながりづくりプロジェクト」

と命名 

・家に居続けるだけでは他者とつな

がれない 

・孤独にならないことが大切 

・引きこもりにならないことが大切 

・ひとりで倒れていたら悲しい 

１）コミュニケーションの活性化、つながりづくりの重要性 

２）健康づくり、運動・スポーツ 

３）高齢者に限定されない多世代間の交流 
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⑤豊平・南区 ・島「つながりを大切にする」を中

心として、「助け合いの関係・地域

の信頼関係」「集まる機会と場、社

会的役割をつくる」「助け合い（企

業と地域の関わり）」といった島が

作成された 

・認知機能を保つ必要性 

・認知症を予防する 

・安否確認の必要性 

・高齢者の孤独死が増えている 

⑥西・手稲区 ・島「地域との交流」が作成された 

・第 2 回で検討する取組を「えんが

わプロジェクト」と命名 

・認知症になりにくい生活習慣とし

て“人との交流”“知的行動習慣”

が大切 

・高齢者の孤立や生活困難 

・孤独死 

 

２）健康づくり、運動・スポーツ 

 いずれのグループからも、心身、特に身体の「健康づくり」や「運動」「スポーツ」に関す

る取組アイデアが出されています。 

 そのベースには、主に高齢者の「身体機能の低下抑制」「生活習慣病の予防」「認知症の予防」

が必要であるとの課題認識があります。 

グループ 出された意見（ポイント） 元になった課題認識 

①中央区 ・島「健康維持」が作成された。 

・そういったことも含めた「イベン

ト開催」の必要性が指摘された 

・高齢化に伴う身体機能の低下（思

うように体が動かせない） 

・若いころよりも記憶力が低下して

きている 

②北区 ・島「運動」が作成された ・身体的に衰えないようにする必要

性 

③東・白石区 ・島「スポーツ」が作成された。 

・そういったことに活用できる「施

設」が「もっとたくさん。近くに

あると良い」との指摘があった 

・健康に対する意識はあるが、行動

していない。行動することが大切 

④厚別・清田区 ・島「体力づくり」「健康的食事」「体

のメンテナンス」が作成された 

・病気にならないことが大切 

・寝たきりにならないことが大切 

⑤豊平・南区 ・島「体の健康」「心の健康」が作成

された 

・上記について学ぶ場として、第 2

回で検討する取組を「セカンドカ

ルチャースクール」と設定 

・生活習慣病を予防する 

・好きなことをしてストレスを発散

することが大切 

・脳の活性化を促す 

⑥西・手稲区 ・島「体力・健康」が作成された ・介護予防、生活習慣病予防 
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３）高齢者に限定されない多世代間の交流 

 前述の「①コミュニケーションの活性化、つながりづくりの重要性」とも関連する事柄とし

て、特に⑤豊平・南区と⑥西・手稲区グループから、また、①中央区、③東・白石区からも「高

齢者」に限定されない多世代間の交流に関連する意見が出されています。 

グループ 多世代間の交流に関する意見 

①中央区 ・小学生に挨拶されて無視している大人がいた 

②北区 － 

③東・白石区 ・若い人は高齢者に対する知識がない 

④厚別・清田区 － 

⑤豊平・南区 ・年代に関わらず集まる場所をつくる（コミュニティスペース） 

・高齢だけにとらわれず、様々なかかわりをつくることで役割・楽しみと

なる 

⑥西・手稲区 ・小学生とお年寄りの方の交流 

・世代を超えてつながることが出来る「場」を作る 

・小中高校生は同世代でのつながりがほとんど 

 

（２）各グループから出された意見 

①中央区（42 頁参照） 

 「コミュニケーション」（活性化のために）→「イベント開催」（することにより）→「マッ

チング」（が行われ、それにより）→「コミュニケーション」（が活性化される）…というよう

な「循環」を生むこと・留意することが強調されています。 

 「何かに困っている人」と「何かをやってあげたい人」の「マッチング」の大切さが挙げら

れているのも特徴的です。 

 上述したような「循環」が特に意識された結果、第 2 回で検討する取組は「ハート DE 見守

り気持ち反映循環プロジェクト」と設定されました。 

 

②北区（43 頁参照） 

 島「IT の活用」が作成され「AI」「SNS」「ゲーム」「動画」といった IT を「人とのつなが

り」づくりのために積極的に活用していこうという提案がなされています。 

 そういった関連も含めて「疑問点」として「互助とプライバシー／個人情報保護法とのバラ

ンス／兼ね合いをどうするか」といった懸念も示されています。 

 第 2 回で検討する取組は「“私がはじめる”みんなでつながるプロジェクト」とされました

が、「私がはじめる」と「自助」の大切さが指摘されています。 

 

③東・白石区（44 頁参照） 

 「コミュニケーション」について、「外に出たがらない」高齢者が存在すること、「外に連れ

出す」ことが必要との意見が出されています。 

 また「スポーツ」について「冬に歩く所がない」との課題が出されたが、これも「外」「外
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出」につながる意見です。 

 そういった「外出」を促すために「福祉センターをもっとたくさん。近くにあると良い」と

の意見が出されました。 

 上記の流れから「施設」を設置することが主眼とされた結果、第 2 回で検討する取組は「多

様なコミュニケーションを取れる施設を近くにつくるプロジェクト」と設定されました。 

 

④厚別・清田区（45 頁参照） 

 「自助」の取組として、自ら「つながり」を作ることの大切さが指摘されました。 

 次いで、「互助」について話し合われた際に、「お手伝い」や「声かけ」「おすそわけ」など

の気軽な取組についての意見が出されています。 

 「お手伝い」の中にあるように「負担にならない範囲で行う」といった意見が共感を得た結

果、第 2 回で検討する取組のタイトルとして、「ゆる～いつながりづくりプロジェクト」が設

定されました。 

 

⑤豊平・南区（46 頁参照） 

 「体／心の健康」や「介護の実態を知る」などの「学び」によって、「常に刺激を受け」「セ

カンドライフを前向きに！」生きる、「集まる機会と場、社会的役割をつくる」といった提案

がなされています。 

 こういった「学び」が着目された結果、第 2 回で検討する取組は「セカンドカルチャースク

ール」と設定されました。 

 また、高齢者を支えるために、「学び」とは別に「企業と地域の関わり」が大切であること、

企業の役割についても指摘されています。 

 

⑥西・手稲区（47 頁参照） 

 このチームからは、「地域との交流」として、特に「小学生とお年寄りの方の交流」「昔あそ

び」「子ども食堂」というように、「世代を超えてつながる」＝多世代交流についての意見が多

く出されました。 

 また、そのための場として「児童会館」「老人福祉センター」「町内集会所」など既存施設を

活用するなどして「ふらっと立ち寄れる場所を多く作る」ことが大切ではないかという意見が

出されています。 

 「世代を超えて」「ふらっと立ち寄れる場所」＝「えんがわ」に着目された結果、第 2 回で

検討する取組として、「えんがわプロジェクト」が設定されました。 
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２．第 2 回ワークショップ「アイデア実現に向けた方策の検討」 

 

（１）各グループで共通して出された意見 

 第 2 回では、第 1 回の最後に検討を進める「取組」を決定しましたが、それについて磨き上げ

るとともに、その「取組」を実現する際の「課題」を抽出し解決策を検討しました。 

 その過程で、「取組」を実施していく際のポイントとして、次のような事柄が各グループ共通の

意見として出されています。 

 

 

 

 

 

 

１）ボランティアによる担い手確保 

 まちづくり・地域づくりに関する様々な取組における最大の課題は、「誰が取組を担うのか」

です。ワークショップでも 5 つのグループにおいて、「誰が担うのか」について意見交換が行

われ、最も有力な「担い手」として「ボランティア」が挙げられました。 

グループ 出された意見（ポイント） 

①中央区 ・島「人・担い手」の内容として「ボランティアの活用」が出された 

②北区 ・島「誰が？」の内容として下記が出された 

○町内会で子ども見守り隊のように「シルバー見守り隊」を作る 

○暮らしサポートボランティア 

○ゴミ出しサポート隊 

③東・白石区 － 

④厚別・清田区 ・島「コーディネート（調整）する人が必要」の内容として下記が出され

た 

○「見守り隊」「手伝い隊」を作る 

○町内会で希望者を集め、支援ボランティア等の体験会を実施 

⑤豊平・南区 ・島「人材の育成」の内容として「地域でのボランティア活動（若い人か

ら高齢者までその人の強みを活かす）」が出された 

⑥西・手稲区 ・島「誰が？」の中に、島「ボランティア･担い手」が作成された 

 

 

 

 

 

 

 

１）ボランティアによる担い手確保 

２）既存施設・スペースの活用 

３）高齢者に限定されない多世代間の交流 

４）普段からのコミュニケーションが取組のベース 
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２）既存施設・スペースの活用 

 5 つのチームから、取組を行うための核となる場として「既存施設・スペース」を活用する

提案が出されました。 

 その反面、新規施設に関する意見は殆ど出されませんでした。 

グループ 出された意見（ポイント） 

①中央区 ・公園や既存施設を利用 

②北区 － 

③東・白石区 ・既存施設の有効活用 

・マンション等の共用スペース（テニスコート・公園等） 

・今ある、使用できる公共施設 

・小学校を無料で開放してほしい。特に冬は体育館など 

・地区センターの体育館を月 2 回くらい無料で開放 

・空き地を利用 

④厚別・清田区 ・空き店舗の利用 

・行きやすい地元スーパーを利用 

⑤豊平・南区 ・児童会館を使う 

・学校の空き教室を活用 

⑥西・手稲区 ・「えんがわ」として活用できる場所。町内集会所、児童会館、菜園、マン

ションなどの共用部、施設のロビーやラウンジ 

・学校廃教室、介護保険施設、高齢者住宅（有料老人ホーム、サ高住）、公

民館、空き家 

 

３）高齢者に限定されない多世代間の交流 

 この意見については第 1 回でも指摘されていました。 

 4 つのチームから、高齢者だけではない、多世代を対象にした取組や場所に関する意見が出

されています。 

グループ 内容 

①中央区 ・高齢者や子どもと触れ合える場所を作る 

②北区 － 

③東・白石区 ・高齢者と小学生が一緒にウォーク教室 

・子どもと一緒に遊べる施設 

④厚別・清田区 － 

⑤豊平・南区 ・「児童会館」の名を改めて、同施設の子どもと共用 

⑥西・手稲区 ・多世代コーラス 

・多くの世代にとって、ふらっと立ち寄るメリットのある場所にする 

・働き盛りにも利用してもらう工夫 

 

４）普段からのコミュニケーションが取組のベース 

 3 つのチームから、挨拶等の気軽な普段からのコミュニケーションが、高齢者を支える取組

のベースとして大切との意見が出されています。 
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グループ 内容 

①中央区 ・近所の人たちが顔合わせ（コミュニケーション）できる機会を設ける 

②北区 ・始めは「おはようございます」から 

・近所に住む高齢者には、大きな声で挨拶して顔見知りになること 

・普段からの近所づきあい。どうやってつながりを作るのか 

・お隣さんへの声かけ 

・井戸端会議の復活 

③東・白石区 － 

④厚別・清田区 ・まずあいさつから 

・出かける前の一声 

・近所づきあい 

・顔をあわせること・集まることが大事 

・何かをしながら話せる井戸端会議 

・とにかくご近所づきあい 

⑤豊平・南区 － 

⑥西・手稲区 － 

 

（２）各グループから出された意見 

①中央区（54・55 頁参照） 

 「ハート DE 見守り気持ち反映循環プロジェクト」として、特に「循環」を強く意識して、

高齢者の見守り等の取組に関する検討が行われました。そういった取組を回していくための軸

として「ポリシー（方針）が大切」であることが特に強調されましたが、これが中央区チーム

の最大の特徴です。 

 取組の中核である「見守り」のための仕組みとして「AI ロボット」「操作の簡単なインター

ネット端末」「センサー」などの IT 機器が挙げられているのが面白い点です。 

 取組を行っていくための要素として「人・担い手」「施設・場所」「イベントとサービス」「要

望・情報の収集」が挙げられており、これらが関連しあって「見守りの仕組み」を形作ってい

くという提案です。 

 まとまった意見として、高齢者の「要望・情報の収集」の必要性が指摘されたこともこのチ

ームの特徴です。 

 最終的なプロジェクト名は、第 1 回で立案されたものと同様の「ハート DE 見守り気持ち反

映循環プロジェクト」とされました。 

 

②北区（56 頁参照） 

 「“私がはじめる”みんなでつながるプロジェクト」として、どうやって高齢者と地域住民

が「つながる」かという検討が行われました。 

 そのための取組アイデアが「つながりづくり」「具体的な取組」「IT の活用」にまとめられ、

それぞれについて、課題、課題の解決策が挙げられているという構成です。 
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 「つながりづくり」としては、日頃の挨拶や、地域の行事への参加等の必要性が指摘されて

います。その課題として「声かけ（だけで）も難しい」こと、地域コミュニティの担い手であ

る「町内会の課題」が挙げられており、そういった課題やその解決策の検討に話し合いの時間

が割かれました。 

 「具体的な取組」としては多種多様な事柄が挙げられましたが、「誰が？」担うのかという

課題が出されています。 

 第 1 回のこのチームの特徴は、IT を「人とのつながり」づくりのために積極的に活用して

いこうという点でしたが、第 2 回でも「IT の活用」として、さまざまなアイデアが出されて

います。 

 最終的なプロジェクト名は「つながりづくり」に検討の力点が置かれたことを踏まえ「“こ

んにちは”で始める“無理なく”つながる」とされました。まずは気軽な挨拶から、無理のな

い「普段からの近所づきあい」を作ってくことが大切という指摘です。 

 

③東・白石区（57 頁参照） 

 「多様なコミュニケーションを取れる施設を近くにつくるプロジェクト」として、特に「施

設」を作ることを目指した検討が行われました。 

 その結果、「プログラム」を中心に「情報発信」「道具の貸し出し」「ハード面」等が島とし

てまとめられました。 

 「施設」を作ることを目指したものの「ハード面よりソフト面のアイデアが大切」であるこ

とが指摘され、結果として「プログラム」について最も多くの意見が出されました。 

 「プログラム」の中では「施設を作る前に気運を高める」ために「ワークショップなどを行

って『自分ごと』にする」とのアイデアが注目されます。 

 「施設」で「プログラム」を実施することを踏まえて「道具の貸し出し」では、「道具を集

める」こと、「道具のメンテナンス」の必要性が指摘されています。 

 「ハード面」として施設について挙げられていますが、主に近隣の既存施設・空きスペース

を活用することが想定されています。 

 施設に関連して、「施設のまわり」のあり方や「散歩コースを作る」「散歩マップを配布」の

ように、施設周辺も活用することが提案されています。 

 最終的なプロジェクト名は「ＮＥＷとなり組 おらが施設プロジェクト」です。「古臭くない」

コミュニティのつながりづくりと、施設を「自分ごと」として愛着を持つことの大切さが込め

られた名称となっています。 

 

④厚別・清田区（58・59 頁参照） 

 「ゆる～いつながりづくりプロジェクト」として、まず「『ゆる～いつながりづくり』に必

要なこととは？」何かについて検討を行いました。 

 その結果出された意見は、「お手伝いをする・受けるときの作法・気持ち」「出かける・さそ

う習慣づくり、どうする？」「つながりづくりのための取組」「健康づくりのための仕組み」「町

内会」「インフラ整備」にまとめられました。 

 特に「お手伝いをする・受けるときの作法・気持ち」に重点が置かれて意見交換が行われ、
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その具体的な表れとして「出かける・さそう習慣づくり、どうする？」などの意見が出されて

います。 

 こういった流れから「お手伝い」が注目され、意見交換は「『お手伝い』の仕組みとして何

が必要？」かという検討に移行しました。 

 その「仕組み」として、それぞれが高齢者に対してできることを明らかにする「できる事回

覧・コミュニティノートの設置」、「コーディネート（調整）する人が必要」であること、「問

題の深刻さ（どれくらい助けが必要か）を相手に伝え」られること（また、その技能や作法）、

が挙げられ、その仕組は「気軽に参加しやすい」ものであることが必要であるとの指摘がなさ

れています。 

 なお、「コーディネートする人が必要」という指摘が出されたのもこのチームの特徴です。 

 そういった「仕組み」が展開される場として「ゆるカフェ」が最終的に出され、その結果、

プロジェクト名は「ゆるカフェごようききプロジェクト」と命名されました。 

 

⑤豊平・南区チーム（60 頁参照） 

 「セカンドカルチャースクール」として、高齢者が生涯学習を通じて人生を有意義に送るた

めの「スクール」のあり方について検討を行いました。 

 「『大学』のようなカリキュラム」が中核に置かれていますが、そのためには「場所（集う

機会）」「人材の育成」が必要であるという整理をしています。 

 「場所（集う機会）」については、そこまでの「交通手段」が確保されていることの必要性

が指摘されていますが、そういった送迎（巡回）バスなどのイメージとして「いかにも『介護』

な感じは嫌」との指摘もありました。 

 「自宅で」として VR（仮想現実）機器の使用により、自宅で学ぶ・コミュニケーションを

行うアイデアが挙げられていることも注目されます。 

 「周知・案内」においては「モデル地域…により周知にもつながる」として実践・成功事例

により、それが自然に周知につながっていく流れを描く意見が注目されます。 

 前回の流れも踏まえ、「スクール」に関する検討とは別に、「地域と企業がつながる」ことで

地域コミュニティが活性化し、高齢者を支えることにもつながっていくのではないかという島

が形成されました。 

 その中では、企業が持つ「シーズ（事業・製品・取組の種）を拾う」こと、企業側が高齢者

等の「ニーズ（要望）を知る」こと、それらが合わさることで「地域と企業がつながる」ので

はないか、また、それは「大学」にも活かされるのではないかという提案がなされています。 

 以上のように「スクール」に関する検討を主流として意見交換が行われた結果、プロジェク

ト名は「Olds, be ambitious like this young man!!」とされました。これはクラーク博士の

言葉「Boys, be ambitious like this old man.」をもじったもので、「老いても若者に負けない

ように大志を抱き学び続けよう・取り組んでいこう」というメッセージが込められています。 

 

⑥西・手稲区チーム（61・62 頁参照） 

 「えんがわプロジェクト」として、高齢者が気軽に集う「えんがわ」のあり方について検討

が行われました。 
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 「何を？」行うかとして、主に「常設イベント」「体力づくり」「季節のイベント」が出され

ました。「えんがわ」では、これらが順番に、あるいは並行して行われているイメージです。

また、「何を？」では、前回と同様「多世代コーラス」「多くの世代にとって、ふらっと立ち寄

るメリットのある場所にする」「働き盛りにも利用してもらう工夫」というように、特に多世

代の交流をめざす意見が多く出されています。 

 「どこで？」としては、「近隣」施設のほか「札幌ドーム」のような「大規模公共施設・空

間で」というアイデアも出されています。これら「施設」への「交通アクセス」の必要性がま

とまって指摘されていることもこのチームの特徴です。 

 「だれが？」については、「運営主体がはっきりしていること」の必要性、「ボランティア・

担い手」の必要性が指摘されています。また「地域ごとのニーズ・カラーを大切にする」とい

う指摘が注目されます。これらのような検討を踏まえ、最終的なプロジェクト名は「つながり・

ぬくもり・みまもりを大切にする～えんがわプロジェクト」と命名されました。 
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Ⅲ．ワークショップの開催結果                

 

１．第 1 回ワークショップ「アイデアの抽出」 

 

（１）開催概要 

・日時：平成 29 年 8 月 26 日（土）13:30～17:15 

・会場：札幌市中央区民センター 2F つどい A・B 

・参加人数：45 名 

 

（２）第 1 回の目標 

 

 

 

 

（３）プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．開会・主催者挨拶 

２．ガイダンス、事前質問票へのご回答 

３．グループワーク 

・アイスブレイク 

・グループワーク 1「追加の疑問点抽出」 

・グループワーク 2「アイデアと課題の抽出」 

・グループワーク 3「アイデアの評価、検討を進める『取組』の決定」 

４．全体ワーク 

・グループ発表 

５．閉会 

自分でできる日頃からの備え、となり近所の支え合い として 

地域においてどのような取組が考えられるか 

ご意見をいただき、整理すること（アイデアの抽出） 
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（４）プログラムの内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイダンス、事前質問票への回答 

 検討テーマやグループワークに関する説明の後、事前に寄せられた質問に対して回答しま

した。 

グループワーク 1「追加の疑問点抽出」 

 検討テーマに関して追加の疑問点がないか、グループ内で確認しました。 

グループワーク 2「アイデアと課題の抽出」 

 取組のアイデアと、そのアイデアのもととなった課題を自由に出し合った後、それらを親

和図法（KJ 法）にて整理しました。 

グループワーク 3「アイデアの評価、検討を進める『取組』の決定」 

 整理した取組のアイデアをシールアンケート法（シール投票）によって評価しました。そ

の評価も踏まえつつ、グループ内での話し合いで、第 2 回で検討を進める「取組」を決定し、

その「取組」に仮の「プロジェクト名」を命名しました。 

グループ発表 

 各グループでの検討内容を発表しあい、全体で共有しました。 

第 2 回までの宿題「アイデア書き出しシート」の配布 

 個々人で自分のグループの「取組」をより良いものにするために工夫・付加するアイデア

を検討していただくために「アイデア書き出しシート」を配布し、第 2 回に持参いただける

ようお願いしました。 
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（５）当日の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①ワークショップの進め方等についてガイダンス 

②アイスブレイク「他己紹介」を実施 

③グループワークの模様 
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④グループワークの模様 

⑤グループ発表の模様 
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（６）事前に寄せられた質問・札幌市からの回答 

 参加者にはワークショップの開催前に、検討テーマに関する事前説明資料と合わせて事前質問

票を送付し、検討テーマや行政評価、ワークショップ等に関する質問を、事前にお寄せいただけ

るようにしました。 

 その結果、次の質問が出されました。 

 

No. ご質問の内容 札幌市からの回答 

1 

 検討テーマについて。 

 「地域包括ケアシステム」の構築に取り

組む目的は「高齢者が住み慣れた地域で暮

らし続けていくため」と定義されておりま

すが、住み慣れた地域で暮らし続ける」と

はどのような状態を指すのでしょうか？ 

①札幌市で出生して一度も市外に転居す

ることなく老後をそのまま札幌市（内）

で暮らす高齢者。 

②少なくとも生産年齢期から継続して老

後も札幌市内で暮らす高齢者。 

③生活環境や利便性、子息を当てにして老

後に他市町村から札幌市へ生活の場を移

した高齢者。 

 ①～③の高齢者を想像しますが、特に③

において今回のテーマの検討対象となる

のか疑問に思っています。 

 このあたりの扱い方によっては検討の

方向性が違ってくるかと考えますので、ご

教示の程お願いいたします。 

 「住み慣れた地域で暮らし続ける」とは、

居住年数に関わらず、今後、札幌市で暮ら

していきたい方が要介護状態になっても

安心して暮らしていけるよう支えるとい

うことです。 
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（７）ワークショップの成果～各グループが作成したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 

◎     「取組」のアイデア 

◎     アイデアの元になった課題認識 

◎     取り組むべきと考えるアイデア（島）への投票 

◎     （太線）第 2 回ワークショップで検討する「取組」の元となった意見（島）  
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れ
な

い
。

 

孤
独

死
の

増
加

。
 

小
学

生
に

挨
拶

さ
れ

て
無

視
し

て
い

る
大

人
が

い
た

。
 

近
所

の
人

た
ち

の
顔

が
わ

か
ら

な
い

。
 

あ
い

さ
つ

を
す

る
と

気
持

ち
い

い
朝

を
迎

え
ら

れ
る

。
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                                       北
区
チ

ー
ム

 

第
2
回
で
検

討
す
る
取

組
：
 

“
私

が
は
じ

め
る

”
み

ん
な

で
つ
な
が

る
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
 

人
と

の
つ
な

が
り
 

制
度

を
知
ろ

う
 

民
生

委
員

の
充

実
と

低
年

齢
化

。
 

包
括

セ
ン

タ
ー

の
名

刺
を

各
戸

に
配

る
。

イ
ン

パ
ク

ト
の

あ
る

も
の

。
 

介
護

制
度

を
理

解
で

き
る

勉
強

会
を

開
く

。
 

現
在

8
0

す
ぎ

の
人

た
ち

に
は

、
も

っ
と

知
ら

せ
け

れ
ば

。
回

覧
板

等
に

毎
回

の
せ

る
。

 

介
護

保
険

の
制

度
が

難
し

い
と

思
う

の
で

。
 

支
援

制
度

は
い

ろ
い

ろ
あ

っ
て

も
利

用
に

つ
な

が
ら

な
い

。
 

施
設

支
援

を
知

っ
て

も
ら

え
ば

、
予

防
に

つ
な

が
る

。
 

本
人

・
家

族
の

利
用

し
よ

う
と

す
る

心

構
え

を
ど

う
育

て
る

か
。

 

学
校

で
の

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

の
開

講
。

 

学
生

の
認

知
症

に
対

す
る

理
解

が
少

な
い

と
感

じ
た

た
め

。
 

運
動
 

自
分

で
で
き

る
こ
と
 

身
体

的
に

衰
え

な
い

よ
う

に
。

 

ス
ポ

ー
ツ

ジ
ム

へ
気

軽
に

参
加

で
き

る
よ

う
な

環
境

づ
く

り
。

 

子
ど

も
た

ち
と

一
緒

に
親

や
祖

父
母

も
参

加
し

て
体

力
づ

く
り

（
予

防
の

取
組

）
。

 

区
民

セ
ン

タ
ー

で
の

体
操

教
室

の
難

度
分

け
を

し
た

ら
良

い
と

思
い

ま
す

（
物

足
り

な
い

方
も

い
る

）
。

 

夏
休

み
の

ラ
ジ

オ
体

操
会

を
発

展
さ

せ
ら

れ
な

い
か

。
 

頭
を

使
う

時
間

。
 

健
康

診
断

に
も

な
る

。
 

献
血

（
定

期
的

）
。

 

こ
ん
な

こ
と

を
 

し
て
ほ

し
い

 
特

に
冬

の
時

期
、

出
か

け
る

リ
ス

ク
の

排

除
の

方
法

（
寒

さ
、

転
ぶ

e
tc

防
止

）
。

 

年
齢

を
重

ね
る

と
安

全
が

重
要

と
な

る
。

危
険

の
少

な
い

ま
ち

づ
く

り
。

 

道
路

を
整

備
し

て
ほ

し
い

。
 

ゴ
ミ

が
散

ら
か

っ
て

歩
き

に
く

い
。

 

行
動

力
の

強
化

。
 

面
倒

が
ら

ず
に

地
域

行
事

へ
の

参
加

を
す

る
（

今
回

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
よ

う
な

も
の

も
）

。
 

高
齢

者
宅

へ
の

在
宅

訪
問

。
 

井
戸

端
会

議
の

復
活

。
 

男
も

「
女

子
力

」
を

つ
け

る
。

 

お
隣

さ
ん

へ
の

声
か

け
。

 

若
い

時
か

ら
心

が
け

る
。

夫
婦

の
日

ご
ろ

の
会

話
が

大
事

。
 

通
院

が
大

変
な

人
も

い
る

。
 

通
院

し
て

い
る

人
を

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

す
る

。
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

地
域

の
活

性
化

。
 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
作

る
。

 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
広

が
り

、
孤

立
を

防
ぐ

こ
と

が
出

来
そ

う
だ

。
 

健
康

状
態

の
確

認
（

特
に

一
人

暮
ら

し
の

場
合

は
難

し
い

）
。

 

認
知

症
の

予
防

と
し

て
。

 

ゴ
ミ

出
し

の
サ

ポ
ー

ト
隊

。
 

重
た

い
ゴ

ミ
な

ど
を

ゴ
ミ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

へ
運

び
出

す
手

助
け

の
取

組

（
高

齢
世

帯
向

け
）

。
 

一
人

暮
ら

し
の

負
担

軽
減

。
 

「
暮

ら
し

サ
ポ

ー
ト

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
」

を
作

る
。

 

I
T
の

活
用
 

A
Iを

活
用

す
る

。
 

S
N

S
で

の
情

報
発

信
。

 

タ
ブ

レ
ッ

ト
で

Y
o
u
T
u
b
e

の
動

画
を

選

ん
で

自
分

に
あ

っ
た

メ
ニ

ュ
ー

を
入

れ
て

運
動

実
施

の
手

助
け

を
す

る
。

 

若
い

人
だ

け
じ

ゃ
な

く
利

用
し

て
い

る
と

思
う

の
で

。
 

携
帯

や
パ

ソ
コ

ン
が

普
及

し
て

い
る

か
ら

。
 

も
ら

う
「

情
報

」
と

提
供

す
る
「

情
報

」
。
 

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
開

発
。

 

人
材

不
足

な
の

で
。

 

パ
ソ

コ
ン

な
ど

で
行

う
。

ゲ
ー

ム
な

ど
。

施
設

。
 

デ
ジ

タ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用
。

 

※
疑
問

点
 

互
助

と
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
と

の
バ

ラ
ン

ス
を

ど
う

す
る

か
。

 

そ
も

そ
も

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

は
ど

の
く

ら
い

残
っ

て
い

る
の

だ
ろ

う
か

。
 

互
助

と
個

人
情

報
保

護
法

と
の

兼
ね

合
い

を
ど

う
す

る
か

。
 

希
望
 

年
齢

に
関

係
な

く
元

気
な

方
も

い
る

か
ら

。
 

お
金

が
か

か
る

か
ら

。
 

美
容

室
な

ど
無

料
に

し
て

ほ
し

い
。

 

高
齢

に
な

っ
て

も
働

け
る

場
所

を
作

る
。
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                                        東
・

白
石

区
チ

ー
ム

 

第
2
回
で

検
討
す
る

取
組
：
 

多
様

な
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

を
取
れ

る
施

設
を

 
近
く

に
つ
く

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
 

食
事
 

食
事

管
理

。
 

食
事

は
栄

養
が

偏
ら

な
い

よ
う

に
す

る
。
 

煙
草

を
控

え
る

。
 

2
0

歳
に

な
っ

て
も

飲
酒

・
喫

煙
は

控

え
る

。
 

野
菜

中
心

食
。

 

食
事

の
バ

ラ
ン

ス
を

考
え

る
。

 

酒
を

控
え

る
。

 

食
事

管
理

を
し

な
く

て
は

、
と

思
う

の
は

既
に

健
康

で
は

な
い

か
ら

？
 

 福
祉

セ
ン

タ
ー

を
も

っ
と

た
く

さ

ん
。

近
く

に
あ

る
と

良
い

。
 

ラ
イ
フ

ス
タ

イ
ル
 

公
園

活
用
 

公
園

デ
ビ

ュ
ー

。
 

公
園

の
ゴ

ミ
拾

い
。

 

ス
ポ
ー

ツ
 

※
疑
問

点
 

市
に

よ
る

公
助

は
限

界
な

の
？

 

頭
の
体
操

 

長
生

き
の

コ
ツ

を
学

ぶ
。

 

ご
み

出
し

で
挨

拶
。

 

人
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
大

切
に

す
る

。
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
れ

る
よ

う

な
時

間
帯

に
外

に
出

て
挨

拶
な

ど
す

る
。

 

声
か

け
（

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

中
）

。
 

近
所

の
人

に
会

っ
た

ら
、

あ
い

さ
つ

を
し

て
仲

良
く

な
る

。
 

顔
を

会
わ

せ
る

機
会

を
つ

く
る

。
 

挨
拶

か
ら

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

。
 

お
互

い
助

け
合

う
。

 

マ
ン

シ
ョ

ン
の

管
理

組
合

の
活

用
。

 

マ
ン

シ
ョ

ン
な

の
で

、
管

理
人

に
相

談
し

て
み

る
(皆

が
集

ま
る

よ
う

)。
 

老
人

会
に

入
会

を
勧

め
る

。
 

老
人

ク
ラ

ブ
に

入
会

す
る

。
 

お
祭

り
で

B
B

Q
（

町
内

会
）

。
 

友
達

作
り

（
旅

行
）

。
 

外
に

出
た

が
ら

な
い

。
 

繰
り

返
し

声
か

け
を

す
る

(諦
め

ず
に

) 。
 

冬
の

雪
か

き
な

ど
、

高
齢

者
が

住
ん

で
い

た
ら

手
伝

っ
て

あ
げ

る
。

 

除
雪

を
隣

の
分

も
す

る
。

 

近
所

と
の

つ
な

が
り

が
な

い
。

 

自
分

が
参

加
し

て
良

い
の

か
考

え
て

し
ま

っ
て

参
加

で
き

な
い

。
 

マ
ン

シ
ョ

ン
住

ま
い

。
 

友
達

が
少

な
い

。
 

高
齢

者
の

情
報

が
も

ら
え

な
い

。
 

高
齢

者
の

会
へ

の
参

加
が

少
な

い
。

 

若
い

人
は

高
齢

者
に

対
す

る
知

識
が

な
い

。
 

町
内

の
参

加
が

少
な

い
。

 

協
力

し
た

雪
か

き
。

 

元
気

か
な

？
と

声
を

か
け

て
あ

げ
る

。
 

他
人

へ
の

興
味

が
な

い
。

 

挨
拶

の
き

っ
か

け
に

道
路

の
清

掃
。

 

近
所

の
ゴ

ミ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
や

消
火

栓
の

除
雪

。
お

世
話

焼
き

。
 

外
に

連
れ

出
す

。
 

仕
事

(異
業

種
)の

方
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

る
(若

い
う

ち
に

)。
 

小
グ

ル
ー

プ
で

健
康

に
な

る
こ

と
を

し
て

い
る

（
筋

ト
レ

）
。

 

毎
年

、
新

し
い

こ
と

を
一

つ
始

め
て

い
る

。
 

目
標

を
決

め
る

。
 

出
席

し
や

す
い

教
室

。
 

時
間

帯
な

ど
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
へ

対
応

で
き

て
い

な
い

。
 

出
掛

け
る

の
が

メ
ン

ド
ク

サ
イ

。
一

人
の

ほ
う

が
気

楽
だ

か
ら

。
 

自
分

の
限

界
(体

調
等

)を
知

っ
て

お
く

。
 

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

、
冬

の
場

所
を

提
供

し
て

ほ
し

い
。

 

健
康

管
理

（
ジ

ム
通

い
）

。
 

散
歩

を
す

る
。

 

運
動

す
る

。
 

老
人

の
ラ

ジ
オ

体
操

、
冬

の
場

所
。

 

マ
ッ

サ
ー

ジ
の

仕
方

。
 

健
康

診
断

を
受

け
る

。
 

健
康

に
対

す
る

意
識

は
あ

る
が

行
動

し
て

い
な

い
の

で
、

行
動

す
る

。
 

ノ
ル

デ
ィ

ッ
ク

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

。
 

姿
勢

を
正

す
。

 

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

。
 

冬
の

歩
く

所
が

な
い

。
 

運
動

（
卓

球
）

。
 

ス
ポ

ー
ツ

を
ガ

ン
バ

ル
。

 

ジ
ム

→
ヨ

ガ
→

柔
軟

。
 

自
分

の
健

康
を

理
解

で
き

て
い

な
い

。
 

ス
ト

レ
ス

管
理

.。
好

き
な

事
を

や
る

 

麻
雀

。
 

カ
ラ

オ
ケ

大
会

。
 

政
治

に
関

心
を

持
つ

。
 

足
し

算
、

引
き

算
を

す
る

。
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                                  厚
別

・
清

田
区

チ
ー

ム
 

第
2
回

で
検

討
す
る

取
組

：
ゆ

る
～

い
つ

な
が
り

づ
く

り
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

 

自
 
助
 

互
 
助
 

 
困

っ
て

い
る

こ
と

を
伝

え
る

。
 

自
分

ひ
と

り
で

は
生

き
ら

れ
な

い
。

 

 
美

し
く

最
期

を
迎

え
た

い
。

 

｢
そ

の
時

｣
ま

で
自

立
し

て
い

た
い

 

人
間

ら
し

く
。

自
分

ら
し

く
。

 

 

身
だ
し

な
み
 

鏡
を

見
る

。
 

他
人

と
比

べ
る

。
 

身
だ

し
な

み
に

気
を

付
け

る
。

 

風
水

を
重

ん
じ

た
掃

除
を

す
る

。
 

若
作

り
す

る
。

 

太
ら

な
い

よ
う

に
食

べ
過

ぎ
な

い
。

 

き
れ

い
で

い
た

い
。

 

高
齢

に
な

っ
て

か
ら

太
る

人
も

少
な

く
な

い
か

ら
。

 

健
康
的

食
事

 

体
の
メ

ン
テ
ナ

ン
ス
 

こ
ま

め
に

健
康

診
断

に
行

く
。

 

歯
の

健
康

。
 

定
期

的
に

歯
医

者
。

 

入
れ

歯
は

大
変

。
 

お
手
伝

い
 

行
き

た
い

所
に

連
れ

て
い

く
。

 

し
て

も
ら

っ
た

ら
お

礼
に

悩
む

。
 

切
れ

た
電

球
を

取
り

換
え

て
あ

げ
た

り
。
 

椅
子

に
上

る
よ

う
な

高
い

所
で

の
作

業
を

手
伝

っ
て

あ
げ

た
り

。
 

依
頼

さ
れ

た
ら

駆
け

付
け

た
り

。
 

買
い

物
の

手
助

け
を

す
る

。
 

つ
い

で
の

買
い

物
に

行
く

。
 

家
周

り
、

庭
の

掃
除

の
お

手
伝

い
。

 

除
雪

作
業

の
お

手
伝

い
。

 

1
回

や
っ

た
ら

や
り

続
け

な
く

て
は

い

け
な

い
気

が
す

る
。

そ
れ

は
無

理
！

 

自
分

が
で

き
る

こ
と

は
、

隣
人

に
も

行
え

る
。

 

負
担

に
な

ら
な

い
範

囲
で

行
う

。
 

ご
み

出
し

の
お

手
伝

い
。

 

電
話

番
号

を
聞

い
て

お
く

。
 

地
域
へ

の
参
加
 

声
か
け
 

見
守
り
 

あ
る

程
度

の
時

間
、

代
わ

り
に

認
知

症
の

方
の

様
子

を
見

る
。

 

徘
徊

へ
の

見
守

り
。

 

徘
徊

者
を

探
す

手
助

け
。

 

ひ
と

り
で

倒
れ

て
い

た
ら

悲
し

い
。

 

道
で

迷
っ

て
い

る
様

子
の

方
に

声
を

か
け

る
。

 
お

す
そ

わ
け
 

井
戸

端
会

議
。

 

話
し

相
手

に
な

る
。

 

挨
拶

。
一

声
か

け
。

 

い
つ

も
笑

っ
て

い
る

。
 

近
所

の
人

に
あ

い
さ

つ
。

 

あ
い

さ
つ

を
す

る
・

さ
れ

る
。

 

介
護

者
の

負
担

軽
減

。
 

定
期

的
な

安
否

確
認

。
 

回
覧

板
を

隣
に

お
届

け
。

 

役
割

を
持

つ
。

 

お
祭

り
へ

の
お

誘
い

。
祭

り
に

行
く

。
 

お
祭

り
の

お
手

伝
い

で
会

計
の

お
手

伝
い

。
 

町
内

会
イ

ベ
ン

ト
の

お
手

伝
い

。
 

自
治

会
活

動
に

協
力

す
る

。
 

近
所

付
き

合
い

。
 

民
生

委
員

と
の

連
携

。
 

区
役

所
と

の
連

携
・

協
力

。
 

町
内

会
の

活
動

に
参

加
。

 

町
内

会
の

役
員

に
な

り
、

部
長

と
し

て
楽

し
ん

で
や

っ
て

い
ま

す
。

 

食
事

の
用

意
。

 

お
す

そ
わ

け
（

い
た

だ
き

も
の

）
。

 

野
菜

の
お

す
そ

わ
け

。
 

助
か

る
し

、
う

れ
し

い
か

ら
。

 

 「
個

人
」

介
護

保
険

に
入

る
。

 

 バ
リ

ア
フ

リ
ー

の
家

を
建

て
る

。
 

ケ
ガ

の
事

前
防

止
。

 

バ
ラ

ン
ス

の
良

い
食

事
 

素
材

の
味

を
重

視
し

た
メ

ニ
ュ

ー
 

毎
日

の
き

ち
ん

と
し

た
食

事
 

病
気

の
予

防
 

規
則

正
し

い
食

生
活

 

体
力

づ
く
り
 

ダ
イ

エ
ッ

ト
す

る
。

 

規
則

正
し

い
生

活
。

 

適
度

な
運

動
を

す
る

。
 

毎
日

ラ
ジ

オ
体

操
を

行
い

た
い

。
 

二
人

で
朝

、
ラ

ジ
オ

体
操

に
行

っ
て

い
ま

す
。

 

毎
日

、
温

泉
に

行
っ

て
い

ま
す

。
 

毎
日

、
散

歩
す

る
。

 

毎
日

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
す

る
。

 

ゆ
っ

く
り

お
風

呂
に

入
る

。
 

筋
力

の
維

持
。

 

筋
ト

レ
。

 

外
に

出
る

。
 

1
日

5
,0

0
0

歩
を

歩
く

。
 

自
転

車
。

 

脚
の

健
康

に
気

を
付

け
る

。
 

病
気

に
な

ら
な

い
。

 

太
ら

な
い

。
 

寝
た

き
り

に
な

ら
な

い
た

め
。

 

つ
な

が
り
 

夫
婦

二
人

で
、

自
転

車
で

も
い

い
か

ら
旅

行
し

た
い

。
 

趣
味

を
持

つ
。

 

家
に

居
続

け
る

だ
け

で
は

他
者

と
つ

な
が

ら
な

い
か

ら
。

 

引
き

こ
も

り
に

な
ら

な
い

。
 

孤
独

に
な

ら
な

い
た

め
。

 

人
と

話
す

。
 

健
康

の
た

め
、

毎
日

楽
し

く
二

人
で

対
話

で
す

。
 

趣
味

を
持

つ
。

 

楽
し

い
余

生
を

過
ご

し
た

い
。

 

夫
は

8
2

私
は

7
9

、
毎

日
元

気
で

す
。
 

大
事

な
人

（
配

偶
者

等
）

に
何

か
し

た
い

と
思

う
。

 

ペ
ッ

ト
と

生
活

す
る

。
 

色
々

な
事

に
取

り
組

み
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
し

た
い

。
 

明
る

い
話

題
の

提
供

。
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第
2
回
で

検
討

す
る

取
組

：
セ

カ
ン

ド
カ
ル

チ
ャ

ー
ス

ク
ー
ル

 

豊
平
・

南
区
チ

ー
ム

 

夢
持

て
る

高
齢

者
(不

安
N

G
→

T
V

）
 

介
護

の
実
態
を

知
る
 

セ
カ

ン
ド
ラ
イ

フ
を

前
向

き
に
！
 

助
け

合
い

(
企
業

と
地

域
 

の
関

わ
り

)
 

企
業

（
会

社
）

チ
ラ

シ
を

作
り

、
地

域
に

配
布

（
W

in
-
W

in
）

。
 

認
知

症
に

な
っ

た
時

、
助

け
を

求
め

る
場

所
が

あ
る

（
コ

ン
ビ

ニ
、

ス
ー

パ
ー

）
。

 

出
来

る
こ

と
、

提
供

で
き

る
こ

と
が

地
域

で
共

有
で

き
る

掲
示

板
。

 

広
報

活
動

。
 

近
く

の
人

が
「

で
き

る
」

こ
と

を
ア

ピ
ー

ル
。

 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
あ

れ
ば

、
す

ぐ
調

べ
て

身
元

が
わ

か
る

。
 

自
分

が
ど

こ
に

い
る

の
か

わ
か

ら
な

く
な

っ
た

と
き

に
、

す
ぐ

に
駆

け
込

め
る

場
所

が
あ

る
と

安
心

。
 

常
に
刺

激
を
受

け
る
 

集
ま

る
機

会
と

場
、
 

社
会

的
役

割
を

つ
く

る
 

独
居

対
策

と
し

て
の

シ
ェ

ア
ハ

ウ
ス

 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ハ
ウ

ス
の

活
用

 

お
年

寄
り

が
日

常
、

気
軽

に
集

う
場

 

自
 
助
 

互
 
助

 

体
の

健
康
 

心
の

健
康
 

お
金

と
楽

し
く

付
き

合
う

。
 

趣
味

（
好

き
な

事
）

を
続

け
る

。
 

生
き

が
い

に
な

る
こ

と
を

探
す

。
 

お
い

し
い

も
の

を
食

べ
歩

き
す

る
。

 

好
き

な
こ

と
を

し
て

ス
ト

レ
ス

発
散

す
る

。
 

財
産

管
理

。
 

自
分

の
一

番
大

切
な

物
の

管
理

を
通

じ
て

、
脳

の
活

性
化

を
促

す
。

 

見
守

り
の

関
係

を
作

る
 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
い

こ
な

す
。

 

情
報

収
集

、
情

報
発

信
を

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

。
 

知
り

た
い

こ
と

を
知

る
、

学
ぶ

チ
ャ

ン
ス

を
つ

く
る

。
 

学
び

た
い

。
前

向
き

で
あ

る
べ

き
。

 

健
康

マ
ー

ジ
ャ

ン
に

参
加

す
る

。
 

認
知

症
を

予
防

す
る

。
 

週
1

回
は

デ
パ

ー
ト

に
出

か
け

る
。

 

外
に

出
る

こ
と

で
頭

と
心

に
刺

激
を

与
え

て
健

康
的

に
す

ご
す

。
 

五
感

を
使

う
。

 

認
知

機
能

を
保

つ
。

 

飲
み
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
 

飲
み

会
に

参
加

す
る

。
 

気
軽

に
話

せ
る

友
達

を
つ

く
る

た
め

。
 

区
域

（
地

域
）

で
の

飲
み

会
を

開
催

。
 

趣
味

に
つ

な
が

る
。

人
と

の
つ

な
が

り
が

で
き

る
。

 

つ
な
が
り
を
大

切
に

す
る
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
つ

く
る

。
 

あ
い

さ
つ

（
近

所
の

人
）

。
 

安
否

確
認

。
 

家
の

鍵
を

隣
の

人
に

預
け

る
こ

と
が

出
来

る
。

信
頼

し
あ

え
る

。
 

重
要

物
、

財
産

保
管

の
金

庫
等

を
持

つ
。
 

地
域
の

協
力
・
 

ア
ド
バ

イ
ス
 

町
内

会
で

高
齢

者
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

。
 

地
域

（
か

な
り

小
さ

い
範

囲
）

で
集

ま
る

機
会

を
持

つ
。

 

「
貧

困
」

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
。

 

個
人

単
位

で
は

互
助

の
取

組
は

困
難

。
 

心
配

事
な

ど
聞

い
て

あ
げ

ら
れ

る
か

も
。
 

全
国

で
も

6
人

に
1

人
が

「
貧

困
」

の

現
在

、
経

済
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。
 

助
け
合

い
の

関
係

・
地

域
の

信
頼
関

係
 

近
隣

の
方

と
関

わ
り

を
持

つ
。

 

年
代

に
関

わ
ら

ず
集

ま
る

場
所

を
つ

く
る

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ペ
ー

ス
）

。
 

高
齢

の
孤

独
死

が
増

え
て

い
る

。
 

高
齢

者
だ

け
に

と
ら

わ
れ

ず
、

様
々

な
か

か
わ

り
を

つ
く

る
こ

と
で

役

割
・

楽
し

み
と

な
る

。
 

近
隣

住
民

と
子

息
等

と
の

信
頼

関
係

構
築

。
 

子
息

も
安

心
で

き
、

近
隣

住
民

も
何

か
の

時
の

連
絡

先
を

知
り

、
安

心
し

て
付

き
合

え
る

。
 

地
域

（
面

積
、

人
口

）
で

で
き

る
だ

け
共

有
者

の
多

い
グ

ル
ー

プ
づ

く
り

。
 

相
互

関
心

を
持

た
せ

る
こ

と
で

の
互

助
。
 

地
域

の
集

ま
り

に
参

加
す

る
。

 

近
隣

と
付

き
合

い
が

な
い

こ
と

で
、

社
会

と
の

つ
な

が
り

が
な

く
な

る
。

 

趣
味

、
関

心
事

等
で

共
有

で
き

る
グ

ル
ー

プ
に

属
す

る
。

 

人
と

の
か

か
わ

り
あ

い
を

持
つ

こ
と

で
生

き
が

い
を

得
る

。
 

自
分

の
身

元
が

わ
か

る
も

の
を

常
備

し
て

出
か

け
る

(ブ
レ

ス
レ

ッ
ト

、
ネ

ッ
ク

レ
ス

、
キ

ー
ホ

ル
ダ

ー
な

ど
）

。
 

地
域

で
助

け
合

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

未
然

に
危

険
を

防
ぐ

。
 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

(買
い

物
バ

ス
)。

 

地
域

で
の

見
守

り
合

い
。

 

安
否

確
認

。
 

S
O

S
を

色
々

な
と

こ
ろ

で
出

す
た

め
。

 

講
習

会
と

聞
く

と
難

し
く

聞
こ

え
る

の
で

、
誰

で
も

参
加

し
や

す
く

し
た

い
も

の
を

。
 

制
度

の
講

習
会

（
楽

し
く

）
。

 

知
っ

て
い

る
こ

と
を

広
め

る
。

 

札
幌

で
行

わ
れ

て
い

る
活

動
を

知
ら

な
い

人
が

多
い

。
 

ま
ず

「
支

え
る

」
側

が
心

理
的

に
元

気

で
あ

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 

退
職

数
年

前
に

今
後

に
つ

い
て

考
え

る
。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

つ
く

る
→

出
る

。
 

高
齢

者
の

「
こ

れ
か

ら
」

「
生

き
方

」

に
つ

い
て

の
ア

プ
ロ

ー
チ

が
必

要
。

 

高
齢

者
を

支
え

る
人

々
へ

の
心

理
学

的
ア

プ
ロ

ー
チ

が
必

要
。

 

「
生

き
方

」
に

つ
い

て
の

基
礎

や
基

盤
を

必
要

と
し

て
い

る
。

 
様

々
な

事
業

が
あ

っ
て

も
活

用
さ

れ

て
い

な
い

。
 

多
世
代

の
交
流
 

子
ど

も
と

高
齢

者
の

コ
ラ

ボ
。

 

子
育

て
と

介
護

の
架

け
橋

。
 

散
歩

。
 

毎
日

8
,0

0
0

歩
、

歩
く

。
 

生
活

習
慣

病
を

予
防

す
る

。
 

体
に

良
く

、
気

軽
に

で
き

る
。
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ご
近

所
づ

き
あ

い
 

地
域
の

交
流
 

 

安
否
確

認
 

西
・

手
稲

区
チ
ー

ム
 

第
2
回
で
検
討
す

る
取
組
：
 

え
ん
が

わ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

体
力
・

健
康

 
体

力
づ

く
り

。
 

ケ
ガ

の
予

防
、

危
険

回
避

。
 

介
護

予
防

。
生

活
習

慣
病

予
防

。
体

力

づ
く

り
（

年
齢

別
に

段
階

を
）

。
 

運
動

習
慣

の
あ

る
な

し
で

、
高

齢
者

の
体

力
に

差
が

あ
る

。
 

町
内

会
で

健
康

づ
く

り
。

土
・

日
の

昼
～

夕
、

公
園

で
体

操
な

ど
。

 

収
入
へ

の
不
安

 

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

た
め

の
蓄

え
。
 

将
来

に
備

え
て

N
IS

A
な

ど
の

金
融

商
品

を
。

 

将
来

に
備

え
、

保
険

な
ど

に
自

分
で

加
入

し
て

お
く

。
 

収
入

・
年

金
の

減
少

。
 

将
来

の
年

金
が

あ
ま

り
見

込
め

な
い

と
思

わ
れ

る
た

め
。

 

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

 

買
い

物
難

民
(ニ

ュ
ー

ス
で

聞
い

て
)。

 

買
い

物
を

支
援

。
 

歩
い

て
行

け
る

範
囲

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
。
 

草
取

り
、

ゴ
ミ

拾
い

。
 

近
く

の
公

園
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

。
 

町
内

会
で

住
民

相
互

の
有

償
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
（

買
い

物
、

除
雪

、
電

球
交

換
、

ゴ
ミ

出
し

等
）

。
 

ス
ー

パ
ー

ま
で

の
生

活
ラ

イ
ン

に
休

憩
用

の
ベ

ン
チ

を
設

置
。

 

近
所

で
様

子
を

見
る

。
電

話
で

連
絡

。
 

祖
母

（
9

0
歳

）
が

一
人

暮
ら

し
の

た

め
、

定
期

的
に

電
話

で
安

否
確

認
を

し

て
い

る
。

 

地
域

協
力

員
の

増
員

。
 

孤
独

死
。

 

一
人

暮
ら

し
の

高
齢

者
へ

の
定

期
的

な
安

否
確

認
。

 

困
っ

て
い

る
高

齢
者

が
ど

こ
に

い
る

か
把

握
す

る
。

 

民
間

の
シ

ス
テ

ム
活

用
（

セ
コ

ム
・

A
L
S

O
K

な
ど

）
。

 

祖
母

の
認

知
症

。
自

宅
で

の
引

き
こ

も
り

。
近

所
か

ら
の

連
絡

。
 

隣
近

所
か

ら
交

流
を

始
め

る
。

 

任
意

加
入

。
カ

ー
テ

ン
が

締
ま

り
っ

ぱ
な

し
・

新
聞

が
た

ま
っ

て
い

る
等

で
訪

問
。

 

高
齢

者
の

孤
立

や
生

活
困

難
。

 

町
内

会
で

緊
急

連
絡

網
を

作
成

す
る

。
 

携
帯

電
話

の
活

用
。

 

安
否

確
認

→
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、

近
所

付
き

合
い

、
民

間
。

 

地
域

の
交

流
が

な
い

と
、

取
組

が
で

き
な

い
。

 

高
齢

者
の

話
し

相
手

。
 

ず
っ

と
一

人
で

い
る

と
話

す
こ

と
も

な
い

の
で

、
ボ

ケ
防

止
の

た
め

。
 

ご
近

所
づ

き
あ

い
。

 

「
困

っ
た

！
」

時
に

助
け

て
と

言
え

る
人

が
近

く
に

い
る

。
 

近
所

に
住

ん
で

い
る

人
を

知
ら

な
い

！
 

遠
方

に
い

る
身

内
よ

り
、

近
く

の
他

人
の

方
が

た
す

か
る

場
合

が
あ

る
。

 

当
事

者
、

家
族

の
「

困
っ

て
い

る
こ

と
」

を
ヒ

ア
リ

ン
グ

。
 

盆
踊

り
や

町
内

会
で

の
お

祭
り

。
介

護
施

設
等

の
お

祭
り

の
周

知
も

。
 

高
齢

者
同

士
の

交
流

の
場

。
 

老
人

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
活

用
。

 

町
内

集
会

所
の

活
用

。
 

世
代

を
超

え
て

つ
な

が
る

こ
と

が
出

来
る

「
場

」
を

作
る

。
 

ふ
ら

っ
と

立
ち

寄
れ

る
場

所
を

多
く

作
る

。
 

地
域

の
介

護
施

設
の

イ
ベ

ン
ト

に
町

内
の

人
が

積
極

的
に

参
加

す
る

。
 

「
居

場
所

」
が

あ
る

こ
と

に
よ

っ
て

つ

な
が

る
こ

と
が

で
き

る
人

が
い

る
。

 

施
設

に
住

む
人

も
「

そ
の

地
域

の
人

」

で
は

な
い

か
？

 

小
中

高
校

生
は

同
世

代
で

の
つ

な
が

り
が

ほ
と

ん
ど

。
 

町
内

会
以

外
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

作
り

。
 

地
域

の
つ

な
が

り
が

弱
い

。
 

多
世

代
交

流
の

低
下

。
 

町
内

会
加

入
の

減
少

。
 

認
知

症
に

な
り

に
く

い
生

活
習

慣
と

し
て

の
“

人
と

の
交

流
”

“
知

的
行

動

習
慣

”
（

文
章

を
書

く
、

読
む

、
ゲ

ー

ム
を

す
る

）
。

 

小
学

生
と

お
年

寄
り

の
方

の
交

流
。

 

昔
あ

そ
び

（
児

童
会

館
で

）
。

 

介
護

特
化

。
 

認
知

症
初

期
に

落
ち

る
能

力
が

鍛
え

ら
れ

る
。

 

子
ど

も
食

堂
。

団
体

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
も

必
要

。
 

町
内

会
で

の
イ

ベ
ン

ト
を

開
く

。
 

世
代

を
超

え
た

教
え

合
い

の
場

。
 

昔
遊

び
⇔

電
子

機
器

。
お

互
い

に
教

え
合

う
。

 

- 47 -



 

２．第 2 回ワークショップ「アイデアの抽出」 

 

（１）開催概要 

・日時：平成 29 年 9 月 9 日（土）13:30～17:15 

・会場：札幌市中央区民センター 2F つどい A・B 

・参加人数：41 名 

 

（２）第 1 回の目標 

 

 

 

（３）プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．開会 

２．ガイダンス、前回の振り返り 

３．グループワーク 

・アイスブレイク 

・グループワーク 1「取組アイデアのブラッシュアップ」 

・グループワーク 2「アイデア実現に向けた課題抽出と解決策の検討」 

・グループワーク 3「プロジェクト命名」 

４．全体ワーク 

・グループ発表、全体討議 

５．市民参加に関する情報提供 

６．主催者挨拶 

７．閉会 

「自分でできる日頃からの備え、となり近所の支え合い」の取組実現に向けて 

課題出しと、その解決方策の検討を行うこと 
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（４）プログラムの内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイダンス、前回の振り返り 

 検討テーマの再説明、前回の検討内容について振り返った後、前回出された追加の疑問に

回答しました。 

グループワーク 1「取組アイデアのブラッシュアップ」 

 「宿題」として各自が考えてきたアイデアを出し合いながら、「取組」をよりブラッシュア

ップ（磨き上げ）しました。 

グループワーク 2「アイデア実現に向けた課題抽出と解決策の検討」 

 ブラッシュアップした「取組」を実現する際の「課題」を抽出しました。また、その解決

策について検討しました。 

グループワーク 3「プロジェクト命名」 

 これまで検討してきた「取組」に、これまでの検討経過を踏まえて正式な「プロジェクト

名」を再命名しました。 

グループ発表、全体討議 

 各グループからの発表の後、他グループのワークシート（模造紙）に新たに意見・アイデ

ア・感想を書いた付箋を貼り付けました。また、参加者数名から貼った意見・アイデア・感

想について発表してもらいました。 
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（５）当日の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ガイダンス、前回の振り返り 

②アイスブレイク「つながる近況報告」 

③グループワークの模様 

- 50 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④グループ発表の模様 

⑤全体討議の模様 
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（６）第１回で寄せられた質問・札幌市からの回答 

 第 1 回のグループワークを通じて 4 点の質問が出されました。 

 

No. （グループ名）ご質問の内容 札幌市からの回答 

1 

（北区）そもそもコミュニテ

ィはどのくらい残っている

のだろうか？ 

・「地域コミュニティ」の主要な担い手であり、地域包括

ケアシステムにおいても重要な役割が期待される「町内

会・自治会」については、平成 29年 1 月 1 日現在、2,201

の単位町内会とその連合体である 90 の連合町内会が結

成されています。 

・加入率は減少傾向にあり、現在は全市で71.12％、北区

では 73.26％となっています。 

2 

（北区）互助とプライバシー

とのバランスをどうする

か？ 

・町内会等の地域のコミュニティ団体であっても「個人

情報」を扱っていれば、個人情報保護法の規制の対象に

なります。 

・町内会が「互助」の取組を行う際に重要になると考え

られるのが対象者の「名簿」であり、「名簿」には、「個

人情報」（個人が特定できる情報）が掲載されることと

なります。 

・個人情報の取り扱いにおける基本的な考え方は「ご本

人の同意がある範囲で、同意を得た主体のみが取り扱う

ことができる」ということです。 

・この他、個人情報を取得する際には、利用目的を明示

する必要があります。 

・地域のコミュニティ団体が、互助の取組を行う場合に

は、こうした個人情報保護法の制限の範囲内で行う必要

があります。 

3 

（北区）互助と個人情報保護

法との兼ね合いをどうす

る？ 

4 
（東区・白石区）市による公

助は限界なの？ 

・検討テーマに関する事前説明資料、第 1回では「自助」

「互助」「共助」「公助」についてご説明しました。 

・介護に限らず、住民の福祉を向上させる取組には「公

助だけ」「自助だけ」ではなく、いずれの要素もバラン

ス良く必要です。 

・今後、札幌市はもとより我が国においても、さらに少

子高齢化や人口減少、税収減が予想されることから、相

対的に「自助」「互助」がより重要になってくると考え

られます。 
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（７）ワークショップの成果～各グループが作成したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 

◎     「取組」をより良いものにするための工夫・付加するアイデア 

◎     アイデア実現に向けて解決すべき課題 

◎     課題の解決方策（課題解決のアイデア） 

◎     他チームのメンバーからの追加意見 
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見
守
り

の
仕
組

み
 

中
央

区
チ

ー
ム

 
ハ

ー
ト

D
E

見
守

り
気

持
ち

反
映

循
環

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 
（

1/
2
）

 

「
軸
と

回
す
力

」
＝

ポ
リ

シ
ー
が

大
切
 

循
環

に
は

軸
と

回
す

力
が

必
要

。
 

現
場

で
の

活
動

を
統

括
す

る
団

体
が

必
要

。
 

循
環

さ
せ

る
た

め
の

軸
を

明
快

に
。

 

回
し

て
い

く
た

め
の

協
力

。
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

連
鎖

。
 

N
P

O
法

人
設

立
。

区
と

連
携

。
 

現
在

の
生

活
の

問
題

点
に

つ
い

て
、

共
有

す
る

会
を

開
催

す
る

。
 

協
賛

会
社

を
募

る
（

協
力

す
る

と
良

い

こ
と

が
！

）
。

 

操
作

の
簡

単
な

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
端

末
に

つ
な

ぐ
。

 

A
Iロ

ボ
ッ

ト
を

配
布

す
る

。
 

オ
レ

オ
レ

詐
欺

対
策

。
留

守
電

機
能

に
し

て
お

い
て

、
か

か
っ

て
き

た
電

話
に

す
ぐ

出
な

い
。

 

緊
急

ボ
タ

ン
だ

け
で

な
く

、
セ

ン
サ

ー

で
分

か
る

よ
う

に
す

る
。

 

予
算

や
必

要
な

費
用

を
ど

こ
か

ら
捻

出
す

る
か

。
 

要
望

・
情

報
の

収
集

 
（

※
内

容
は

次
頁

）
 

イ
ベ

ン
ト
と

サ
ー

ビ
ス

 
（

※
内

容
は

次
頁

）
 

 

人
・
担

い
手
 

（
※

内
容

は
次

頁
）

 

 施
設
・

場
所

 
（

※
内

容
は

次
頁

）
 

 

見
や

す
い

！
わ

か
り

や
す

い
！

勉
強

に
な

っ
た

。
 

N
P

O
法

人
設

立
に

要
す

る
費

用
、
運

営
は

ど
の

よ
う

に
？

 

面
白

い
！

勉
強

に
な

っ
た

。
 

図
が

き
れ

い
。

 

中
央

区
最

高
！

 

理
想

が
現

実
に

な
る

努
力

を
。

 

高
齢

者
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
た

犯
罪

の
撲

滅
も

必
要

。
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見
守
り

の
仕
組

み
 

（
※

内
容

は
前

頁
）
 

「
軸

と
回
す

力
」
 

＝ 
ポ
リ

シ
ー
が

大
切
 

（
※

内
容

は
前

頁
）
 

要
望

・
情
報
の

収
集
 

リ
タ

イ
ア

し
た

人
達

か
ら

募
集

・
選

出
。
 

自
分

が
思

う
問

題
点

を
貼

り
出

す
ア

ナ
ロ

グ
の

掲
示

板
を

作
る

。
 

高
齢

者
が

好
む

食
事

や
好

ん
で

利
用

す
る

店
の

ジ
ャ

ン
ル

を
把

握
す

る
。

 

高
齢

者
の

要
望

を
聞

き
取

る
た

め
の

ア
ン

ケ
ー

ト
用

紙
を

作
成

。
 

気
持

ち
を

伝
え

る
の

が
苦

手
な

人
の

た
め

に
、

手
紙

な
ど

お
互

い
が

し
ゃ

べ

ら
ず

や
り

取
り

す
る

場
所

を
作

る
。

 

集
め

た
意

見
を

誰
が

ま
と

め
、

ど
の

よ

う
に

伝
達

す
る

の
か

。
 

誰
が

ア
ン

ケ
ー

ト
を

回
収

し
、

見
て

分
け

て
解

決
す

る
の

か
。

 

リ
タ

イ
ア

前
か

ら
人

選
し

経
験

を
積

ん
で

も
ら

う
。

 

イ
ベ
ン

ト
の
実

施
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

 

高
齢

者
が

好
む

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
で

き
る

店
舗

と
連

携
し

た
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

す
る

。
 

シ
ニ

ア
世

代
が

教
え

る
料

理
教

室
を

開
く

。
シ

ニ
ア

世
代

も
運

営
側

に
。

 

近
所

の
人

た
ち

が
顔

合
わ

せ
（

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）

で
き

る
機

会
を

設
け

る
。

 

高
齢

者
に

優
し

い
、

出
来

上
が

っ
た

食
べ

物
の

配
達

を
行

う
。

 

高
齢

者
が

特
別

に
受

け
る

こ
と

が
出

来
る

サ
ー

ビ
ス

や
特

典
を

用
意

す
る

。
 

規
模

の
小

さ
な

も
の

で
あ

れ
ば

、
町

内

会
等

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

運
営

を
依

頼
す

る
。

 

運
営

人
員

を
ど

こ
か

ら
集

め
る

か
。

 

誰
が

作
り

、
誰

が
配

達
す

る
の

か
。

 

人
・
担

い
手

 

ゴ
ミ

出
し

の
支

援
（

分
別

も
含

む
）

。
 

回
し

て
い

く
人

の
発

掘
・

認
定

。
 

見
守

り
に

つ
い

て
。

安
否

確
認

、
個

人
情

報
、

と
り

あ
え

ず
民

生
委

員
に

お
願

い
す

る
。

 

子
ど

も
の

声
か

け
運

動
（

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
。

通
学

前
に

自
宅

訪
問

「
お

は
よ

う
」

「
行

っ
て

き
ま

す
」

の
挨

拶
を

し
て

い
く

（
安

否
確

認
）

。
 

情
報

の
公

開
。

ど
こ

に
問

い
合

わ
せ

た
ら

、
何

が
わ

か
る

か
。

 
信

用
で

き
る

人
が

い
な

い
。

 

学
校

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

「
介

護
」

を

入
れ

る
。

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
活

用
。

 

誰
が

？
担

い
手

が
必

要
（

居
な

い
）

。
 

個
人

情
報

保
護

法
。

 

同
意

と
厳

格
な

管
理

。
 

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
必

要
で

す
よ

ね
（

共
通

し
た

こ
と

と
思

い
ま

す
）

。
 

中
央

区
は

こ
れ

か
ら

年
寄

り
が

マ
ン

シ
ョ

ン
に

引
っ

越
し

て
き

て
高

年
齢

化
が

進
む

の
で

「
だ

れ
か

」
が

大
変

で
す

ね
。

 

「
誰

が
」

「
ど

う
や

っ
て

」
難

し
い

で
す

が
ク

リ
ア

し
て

い
き

た
い

…
同

じ
気

持
ち

で
す

。
 

施
設
・

場
所

 
具

体
的

な
資

金
は

ど
こ

か
ら

？
 

回
覧

板
や

老
人

ホ
ー

ム
の

ポ
ス

タ
ー

、

保
育

園
な

ど
で

宣
伝

し
て

も
ら

う
。

 

高
齢

者
や

子
ど

も
と

触
れ

合
え

る
場

所
を

作
る

。
 

も
っ

と
た

く
さ

ん
老

人
ホ

ー
ム

を
増

や
す

。
 

「
ふ

れ
あ

い
セ

ン
タ

ー
」

を
便

利
な

場
所

に
作

る
。

 

主
体

の
問

題
（

誰
が

？
）

。
 

高
齢

者
・

子
ど

も
が

集
ま

る
の

か
？

 

デ
ジ

タ
ル

よ
り

も
ア

ナ
ロ

グ
な

手
段

を
利

用
す

る
( チ

ラ
シ

、
ポ

ス
タ

ー
等

) 。
 

ス
ー

パ
ー

等
に

チ
ラ

シ
を

貼
る

。
 

公
園

や
既

存
施

設
を

利
用

。
 

介
護

士
が

足
り

な
い

。
 

場
所

の
問

題
（

ど
こ

に
？

）
。

 

給
料

を
上

げ
る

。
 

給
料

を
上

げ
る

の
は

難
し

い
の

か
な

と
思

う
。

 

老
人

福
祉

セ
ン

タ
ー

利
用

者
に

協
力

し
て

も
ら

う
。

 

バ
ス

で
迎

え
に

行
く

。
 

中
央

区
チ

ー
ム
 

ハ
ー

ト
D
E

見
守

り
気

持
ち

反
映

循
環

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 
（

2
/
2
）
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 声
か
け

も
難
し
い
 

町
内
会
の
課

題
 

つ
な
が

り
づ
く

り
 

 

北
区
チ

ー
ム

 
“

こ
ん

に
ち

は
”

で
始

め
る

“
無

理
な

く
”

つ
な

が
る

 
（

1
/
1
）
 

I
T
の

活
用

 
具

体
的

な
取
組

 

高
齢

者
宅

へ
の

在
宅

訪
問

。
 

通
院

し
て

い
る

人
を

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

。
 

お
年

寄
り

を
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
す

る
。

ア

ン
ケ

ー
ト

に
答

え
て

も
ら

う
。

 

町
内

会
で

子
ど

も
見

守
り

隊
の

よ
う

に
「

シ
ル

バ
ー

見
守

り
隊

」
を

作
る

。
 

暮
ら

し
サ

ポ
ー

ト
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
。

 

ゴ
ミ

出
し

サ
ポ

ー
ト

隊
。

 

フ
リ

ー
ペ

ー
パ

ー
づ

く
り

。
 

助
け

合
い

の
場

合
、

Ｉ
Ｄ

カ
ー

ド
・

Ｔ

シ
ャ

ツ
・

リ
ス

ト
バ

ン
ド

・
帽

子
・

タ

オ
ル

e
tc

で
本

人
確

認
で

き
る

（
一

目

で
分

か
る

）
ツ

ー
ル

が
あ

る
と

良
い

。
 

シ
ル

バ
ー

見
守

り
隊

が
活

動
し

て
い

る
事

を
宣

伝
す

る
（

お
祭

り
、
回

覧
版

、

自
宅

訪
問

等
）

。
 

町
内

会
Q

&
A

。
市

に
提

案
。

 

町
内

会
や

マ
ン

シ
ョ

ン
で

「
風

通
し

」

を
よ

く
す

る
方

法
を

考
え

る
。

 

高
齢

者
宅

へ
の

在
宅

訪
問

。
 

時
間

は
か

か
る

だ
ろ

う
け

ど
、
「

ま
ち

づ

く
り

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

」
の

育
成

。
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

は
ま

ず
声

を
か

け
る

こ

と
が

大
切

だ
が

、
一

番
む

ず
か

し
い

。
 

“
ま

ご
の

手
”

手
袋

の
作

成
。

 

（
不

安
解

消
の

た
め

）
や

れ
る

事
、

や
れ

な
い

事
を

明
確

に
す

る
。

 

フ
リ

ー
ペ

ー
パ

ー
づ

く
り

。
 

デ
ジ

タ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用
。

 

自
分

が
「

出
来

そ
う

な
こ

と
」

。
の

登

録
（

IT
関

連
な

ど
）

。
 

家
庭

に
あ

る
ツ

ー
ル

（
T

V
・

P
C

・
ス

マ
ホ

等
で

情
報

の
送

受
信

）
で

明
確

に

現
実

を
把

握
し

た
上

で
判

断
し

、
個

々

に
対

応
す

る
。

 

身
内

(兄
弟

・
子

ど
も

・
孫

・
親

戚
等

)が

ま
ず

状
況

を
知

ら
せ

る
サ

イ
ン

を
出

す
。
 

「
ま

ご
の

手
T

V
」

「
ま

ご
の

手
ス

マ

ホ
」

を
普

及
さ

せ
る

。
 

T
V

デ
ー

タ
放

送
の

活
用

。
 

T
V

の
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
通

信
を

活

用
し

て
情

報
発

信
・

把
握

を
お

手
伝

い
。
 

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
開

発
。

 

S
N

S
で

の
情

報
発

信
。

 

IT
リ

テ
ラ

シ
ー

の
醸

成
も

必
要

か
？

 
 

青
ヶ

島
で

は
T

V
3

チ
ャ

ン
ネ

ル
が

島
情

報
番

組
だ

っ
た

。
札

幌
で

も
？

 

高
齢

者
の

IT
利

用
状

況
に

つ
い

て
知

る
。 

携
帯

や
パ

ソ
コ

ン
が

な
い

家
が

あ
る

。
 

気
軽

に
聞

け
る

人
が

い
る

と
使

い
や

す
く

な
り

そ
う

。
 

IT
教

室
の

開
催

（
タ

ダ
、

地
域

で
）

。
 

「
G

o
o
g
le

だ
け

覚
え

る
」

か
ら

始
め

る
。
 

孫
や

子
ど

も
と

学
ぶ

IT
講

習
。

 

音
声

で
動

く
シ

ス
テ

ム
の

も
の

を
使

う
。
 

北
区

は
外

国
人

が
多

い
（

日
本

語
が

得
意

で
な

い
方

々
へ

の
対

応
）

。
 

学
生

(外
国

語
学

科
）

や
留

学
生

と
の

交
流

。
 

誰
が

？
 

活
動

は
誰

が
す

る
の

か
？

 

お
世

話
係

は
？

 

初
め

の
一

人
は

誰
に

？
 

人
材

不
足

。
 

自
分

は
で

き
て

も
、

人
を

動
か

す
の

は
難

し
い

。
 

み
ん

な
の

気
持

ち
「

手
伝

い
は

し
た

い
け

ど
、

負
担

に
は

し
た

く
な

い
！

」
 

 地
域

・
地

元
が

介
護

施
設

・
デ

イ
ケ

ア
サ

ー
ビ

ス
等

と
連

帯
し

て
い

く
。

 

「
ヘ

ル
パ

ー
養

成
講

座
」
等

を
開

催
し

て

も
ら

う
（

施
設

の
人

材
不

足
も

緩
和

）
。
 

公
園

を
利

用
し

て
高

齢
者

向
け

の
健

康
体

操
を

週
2

回
く

ら
い

実
施

。
 

や
っ

て
み

た
い

・
で

き
る

人
は

い
る

と
思

う
の

で
、
人

を
ま

と
め

る
仕

組
み

や
組

織

を
作

る
（

市
？

ま
ち

づ
く

り
会

社
？

）
。

 

児
童

会
館

の
午

前
中

を
利

用
で

き
な

い
か

。
 

公
園

に
花

を
植

え
る

(ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

)。
 

今
ま

で
の

経
験

を
生

か
し

て
社

会
に

還

元
す

る
(健

康
管

理
を

す
る

、草
取

り
等

)。
 

町
内

に
あ

る
公

園
に

人
が

集
ま

ら
な

い
。

公
園

に
行

き
た

く
な

る
に

は
？

 

「
自

分
が

」
と

い
う

気
持

ち
は

、
何

に
対

し
て

も
必

要
だ

と
思

う
。

 

お
隣

さ
ん

へ
の

声
か

け
。

 

井
戸

端
会

議
の

復
活

。
 

始
め

は
「

お
は

よ
う

ご
ざ

い
ま

す
」
か

ら
。 

商
店

に
声

か
け

の
協

力
を

お
願

い
す

る
。
 

小
学

校
・

中
学

校
の

行
事

へ
の

参
加

を

呼
び

か
け

る
。

 

夫
婦

の
日

ご
ろ

の
会

話
が

大
事

。
若

い

時
か

ら
心

が
け

る
。

 

卒
業

し
た

学
校

の
同

窓
会

と
か

で
。

 

近
所

に
住

む
高

齢
者

に
は

、
大

き
な

声

で
挨

拶
し

て
顔

見
知

り
に

な
る

こ
と

。
 

外
出

を
心

が
け

て
、

人
と

接
し

、
話

を

す
る

よ
う

努
め

る
。

 
フ

ァ
イ

タ
ー

ズ
の

試
合

な
ど

で
の

交
流

。
 

カ
ラ

オ
ケ

。
 

地
域

の
行

事
・

催
し

な
ど

に
は

参
加

す

る
よ

う
に

す
る

。
 

疑
わ

れ
な

い
よ

う
に

す
る

に
は

？
(コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
取

り
方

) 。
 

町
内

会
に

加
入

し
て

い
な

い
世

帯

（
約

3
割

）
が

も
れ

て
し

ま
う

。
 

声
を

か
け

る
→

ハ
ー

ド
ル

が
高

い

（
子

供
が

避
け

る
）

。
 

町
内

会
に

入
っ

て
い

な
い

家
が

あ
る

。
 

信
頼

関
係

を
作

る
ツ

ー
ル

は
ど

ん
な

も
の

が
あ

る
か

。
 

普
段

か
ら

の
近

所
づ

き
あ

い
。

ど
う

や
っ

て
つ

な
が

り
を

作
る

の
か

。
 

町
内

会
の

弱
体

化
。

 

 

デ
ー

タ
放

送
で

人
の

紹
介

。
 

知
っ

て
も

ら
う

た
め

、
回

覧
版

を
回

す
。
 

町
内

会
未

加
入

者
に

メ
リ

ッ
ト

を
理

解
し

て
も

ら
う

活
動

。
 

 
ゼ

ッ
ケ

ン
を

つ
け

る
。

 

給
食

・
区

の
会

食
が

年
4

～
5

回
あ

る
の

で
、

趣
旨

を
理

解
さ

れ
や

す
い

。
 

小
中

学
校

の
P

T
A

会
長

・
副

会
長

（
限

定
）

に
お

願
い

す
る

。
 

普
段

か
ら

“
笑

顔
”

を
意

識
し

て
い

れ
ば

、
怪

し
い

人
か

と
疑

わ
れ

る
こ

と
は

な
い

と
思

い
ま

す
。

 

あ
い

さ
つ

は
と

て
も

ス
テ

キ
。

 

サ
ポ

ー
タ

ー
制

度
み

た
い

な
も

の

と
、

そ
れ

を
知

っ
て

も
ら

う
方

法
。

 

「
こ

ん
に

ち
は

」
が

な
か

な
か

言
え

な
い

で
す

よ
ね

。
無

理
な

く
始

め
た

い
も

の
で

す
。

 

IT
リ

テ
ラ

シ
ー

醸
成

も
必

要
か

？
 

高
齢

の
方

と
IT

を
結

び
つ

け
る

の
は

と
て

も
面

白
い

と
思

い
ま

す
。
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                                        情
報

発
信

 

東
・

白
石

区
チ
ー

ム
 

Ｎ
Ｅ

Ｗ
と

な
り

組
 
お

ら
が

施
設

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 
（

1
/
1
）
 

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

健
康

寿
命

を
延

ば
す

た
め

に
小

学
生

の

頃
か

ら
姿

勢
の

取
組

を
し

て
ほ

し
い

。
 

児
童

会
館

等
で

週
1

回
く

ら
い

で
も

集
ま

れ
る

よ
う

に
す

る
。

 

ど
う

や
っ

た
ら

子
ど

も
と

関
わ

れ
る

の
か

？
 

子
ど

も
と

一
緒

に
遊

べ
る

施
設

。
 

高
齢

者
と

小
学

生
が

一
緒

に
ウ

ォ
ー

ク

教
室

。
 

ラ
ジ

オ
体

操
の

会
場

を
巡

る
ス

タ

ン
プ

ラ
リ

ー
。

 

ご
近

所
先

生
の

報
酬

が
○

○
コ

イ
ン

と
し

て
受

け
取

り
→

施
設

で
使

え
る

。
 

ご
近

所
先

生
的

な
。

 

し
く

じ
り

先
生

的
な

人
生

経
験

の

話
も

あ
っ

て
ほ

し
い

。
 

道
具

の
貸
し

出
し
 

独
居

に
な

る
前

（
若

い
時

）
か

ら
、

隣
近

所
と

あ
い

さ
つ

を
す

る
。

 

タ
イ

ト
ル

が
好

き
で

す
。

 
Ｎ

Ｅ
Ｗ

っ
て

か
っ

こ
い

い
！

 

ス
ポ

ン
サ

ー
が

つ
け

ば
良

い
。

 

月
1

回
程

度
で

も
昼

食
を

と
る

場
所

の
提

供
。

 

お
に

ぎ
り

と
み

そ
汁

だ
け

で
も

。
1

0
0

円
以

内
で

。
 

ス
ポ

ン
サ

ー
を

つ
け

る
に

は
、

お
願

い

し
に

行
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
自

分

が
動

く
。

 

誰
が

お
金

を
出

す
？

 

ス
ポ

ン
サ

ー
は

地
道

な
営

業
で

し
か

得
ら

れ
な

い
！

 

来
る

来
な

い
は

自
由

。
 

気
楽

に
入

れ
る

サ
ロ

ン
な

ど
。

 

寿
大

学
卒

業
生

の
サ

ー
ク

ル
活

動
。

 

ネ
ッ

ト
等

で
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

呼
び

か
け

。
 

「
自

由
」

だ
と

、
お

金
的

に
施

設
が

運
営

で
き

な
く

な
る

。
 

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
（

キ
ッ

ザ
ニ

ア
）

。  

主
催

す
る

会
社

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

不
足

。
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
す

る
人

が
い

な
い

。
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
5

人
以

上
必

要
。

 

教
え

て
も

ら
い

た
い

。
 

得
意

な
手

仕
事

な
ど

教
え

合
え

る
場

所
。

 

知
っ

て
い

る
人

は
？

 

む
か

し
遊

び
が

あ
る

・
教

え
て

く
れ

る
施

設
を

作
る

。
 

ハ
ー

ド
面

よ
り

ソ
フ

ト
面

の
ア

イ
デ

ア
が

大
切

。
 

何
か

問
題

が
起

き
た

時
、

責
任

を
取

ら

な
い

と
い

け
な

く
な

る
。

 

保
険

に
加

入
。

 

高
齢

の
人

が
集

ま
っ

て
、

急
病

に
な

っ

た
ら

…
？

 

施
設

を
作

る
前

に
気

運
を

高
め

る
。

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
な

ど
を

行
っ

て
「

自

分
ご

と
」

に
す

る
。

 

貸
し

出
し

用
の

物
を

揃
え

る
お

金
は

ど
こ

か
ら

出
る

？
 

貸
し

道
具

が
あ

る
。

手
ぶ

ら
で

も
気

軽
に

で
き

る
。

 

協
力

し
て

も
ら

え
る

企
業

を
募

る
。

 
貸

し
出

し
で

き
る

物
品

を
集

め
る

こ

と
が

出
来

る
？

 

色
々

な
趣

味
の

道
具

を
揃

え
た

施
設

。
 

参
加

す
る

人
が

少
し

ず
つ

寄
付

す
る

。
 

道
具

を
集

め
る

方
法

を
考

え
る

。
 

正
し

く
歩

く
事

を
学

ぶ
。

 

ノ
ル

デ
ィ

ッ
ク

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

の
ポ

ー
ル

の
貸

し
出

し
を

考
え

て
ほ

し
い

。
 

区
役

所
で

貸
し

出
し

て
い

る
も

の
も

あ

る
よ

う
だ

。
 

道
具

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
。

 
老

人
福

祉
セ

ン
タ

ー
利

用
者

と
の

連
携

。
 

回
覧

版
で

回
す

。
 

イ
ベ

ン
ト

情
報

、
大

き
な

字
で

！
 

高
齢

に
な

る
と

、
文

字
が

小
さ

い
と

見
な

い
。

 

介
護

の
情

報
や

色
々

な
情

報
が

貼
り

出
さ

れ
て

い
た

り
、

自
分

に
必

要
だ

な

と
思

う
情

報
が

あ
る

施
設

。
 

情
報

は
誰

が
ど

こ
か

ら
入

手
す

る
？

 

イ
ベ

ン
ト

告
知

方
法

。
 

同
じ

志
の

人
が

集
ま

り
、

そ
の

人
た

ち
が

情
報

を
入

手
す

る
。

 

ハ
ー

ド
面

 

6
5

歳
以

上
は

無
料

に
！

 
既

存
施

設
の

有
効

活
用

。
 

マ
ン

シ
ョ

ン
等

の
共

用
ス

ペ
ー

ス

（
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
・

公
園

等
）

。
 

今
あ

る
、

使
用

で
き

る
公

共
施

設
。

 

施
設

ま
で

の
交

通
手

段
。

 

場
所

が
な

い
。

 

有
料

な
の

か
無

料
な

の
か

わ
か

ら
な

い
。
 

有
料

の
施

設
し

か
な

い
。

 

空
き

地
を

利
用

。
 

小
学

校
を

無
料

で
開

放
し

て
ほ

し

い
。

特
に

冬
は

体
育

館
な

ど
。

 

地
区

セ
ン

タ
ー

の
体

育
館

を
月

2
回

く
ら

い
無

料
で

開
放

。
 

全
館

、
廊

下
は

手
す

り
付

き
。

 

施
設

の
外

か
ら

も
見

え
る

場
所

に
ゆ

る

く
集

え
る

所
を

。
 

入
り

や
す

い
設

え
。

み
か

ん
箱

の
イ

ス

で
も

Ｏ
Ｋ

！
 

全
て

バ
リ

ア
フ

リ
ー

で
。

 

小
さ

な
商

店
み

た
い

な
。

 

「
な

い
」

の
で

は
な

く
、
「

探
す

」
「

切

り
開

く
」

前
向

き
な

気
持

ち
で

。
 

施
設
の

ま
わ
り

 
家

の
近

く
に

キ
レ

イ
な

花
と

か
植

え

て
お

く
こ

と
で

、
外

に
出

る
こ

と
が

増
え

た
り

す
る

。
 

散
歩

マ
ッ

プ
配

布
。

 

散
歩

コ
ー

ス
を

作
る

。
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つ
な
が
り

づ
く

り
の
た
め

の
取
組
 

厚
別

・
清

田
区

チ
ー

ム
 

ゆ
る

カ
フ

ェ
ご

よ
う

き
き

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 
（

1
/
2
）
 

イ
ン

フ
ラ

整
備
 

外
出

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
（

地
下

鉄
・

バ
ス

）
。

 

「
お
手

伝
い
」

の
仕

組
み
と
し
て
何
が
必

要
？

 
（

※
検

討
内

容
は

次
頁

）
 

“困
っ

て
い

る
お

年
寄

り
が

い
た

ら
助

け
て

あ
げ

た
い

”と
思

っ

て
い

る
人

が
行

動
に

移
し

や
す

い
よ

う
な

仕
組

み
が

あ
る

と
、

地
域

の
交

流
が

活
性

化
さ

れ
て

い
い

な
と

思
い

ま
す

。
 

出
か
け

る
・
さ

そ
う

習
慣
づ

く
り

、
ど

う
す

る
？

 

区
役

所
な

ど
に

行
き

、
イ

ベ
ン

ト
を

確
認

す
る

。
 

イ
ベ

ン
ト

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

情
報

は
あ

っ
て

も
わ

か
り

に
く

い
。

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
登

録
っ

て
？

区
役

所
で

募
っ

て
い

る
？

 

家
に

閉
じ

込
め

な
い

。
閉

じ
こ

も
ら

な
い

。
 

お
祭

り
・

行
事

、
参

加
し

や
す

く
お

誘

い
す

る
。

 

「
気

持
ち

」
を

共
有

で
き

る
こ

と
が

大
事

。
 

個
人

と
個

人
の

交
流

を
深

め
る

。
 

「
見

守
り

隊
」
「

手
伝

い
隊

」
を

作
る

。
 

「
ち

ょ
っ

と
お

せ
っ

か
い

」
を

ど
う

す
る

か
。

 

お
せ

っ
か

い
に

つ
い

て
は

、
ジ

ェ
ネ

レ
ー

シ
ョ

ン
ギ

ャ
ッ

プ
も

大
き

い
。

 
ま

ず
あ

い
さ

つ
か

ら
。

 

出
か

け
る

前
の

一
声

。
 

近
所

づ
き

あ
い

。
 

声
を

か
け

て
参

加
の

誘
い

。
 

お
手
伝

い
を
す

る
・
受
け

る
と
き

の
作
法

・
気
持
ち
 

濃
す

ぎ
な

い
・

浅
す

ぎ
な

い
ご

近
所

の
存

在
に

な
る

。
 

Y
E

S
・

N
O

は
は

っ
き

り
言

う
。

 

た
だ

問
題

な
の

は
、

勘
違

い
さ

れ
が

ち
（

だ
か

ら
ほ

ど
ほ

ど
な

の
だ

）
。

 

自
分

の
意

見
を

持
つ

こ
と

も
大

事
。

 

近
く

で
。

無
理

な
く

、
気

軽
に

！
 

「
必

ず
手

伝
っ

て
も

ら
え

る
」

な
ど

の
過

度
な

期
待

は
し

な
い

。
 

忙
し

い
時

な
ど

、
手

助
け

が
で

き
な

い
時

は
は

っ
き

り
と

断
る

。
 

何
か

決
め

ゼ
リ

フ
が

あ
れ

ば
誤

解
を

生
ま

ぬ
。

 

健
康
づ
く
り
の

た
め
の
仕

組
み
 

 歩
こ

う
会

開
催

。
 

「
1

日
3

,0
0

0
歩

」
歩

く
。

ポ
イ

ン

ト
制

に
し

て
加

算
。

ポ
イ

ン
ト

に
応

じ
て

ご
ほ

う
び

！
 

体
力

づ
く

り
。

 

町
内

会
組

織
を

活
用

し
て

の
勉

強
会

実
施

。
 

料
理

教
室

の
開

催
。

 

定
期

的
に

、
任

意
参

加
の

イ
ベ

ン
ト

を
開

く
。

 

遊
ぼ

う
会

。
 

歩
こ

う
会

の
開

催
。

 

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

大
会

の
実

施
。

 

町
内

会
で

希
望

者
を

集
め

、
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

の
体

験
会

を
実

施
。

 

料
理

教
室

の
開

催
。

 

顔
を

あ
わ

せ
る

こ
と

・
集

ま
る

こ
と

が
大

事
。

 

町
内
会
 

「
ゆ
る

～
い
つ
な

が
り

づ
く

り
」

に
必

要
な

こ
と
と
は

？
 

災
害

時
ど

う
す

る
？

組
織

が
必

要
。

 

町
内

会
内

で
の

生
活

支
援

活
動

へ
の

協
力

。
 

防
災

訓
練

に
参

加
。

 

災
害

時
の

対
応

が
重

要
。

 

町
内

会
の

固
い

イ
メ

ー
ジ

。
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「
ゆ

る
カ

フ
ェ

」
開

店
！
 

気
軽

に
参

加
し

や
す

い
 

仕
組

み
づ

く
り

 

信
頼

関
係

を
作

る
場

所
を

用
意

す
る

。
 

何
か

も
ら

え
る

と
「

行
っ

て
み

よ
う

か

な
」

と
い

う
気

持
ち

に
な

る
と

思
う

。
 

何
か

も
ら

え
た

ら
や

っ
ぱ

り
う

れ

し
い

。
清

田
ス

イ
ー

ツ
。

 

発
表

が
良

か
っ

た
で

す
！

 

手
伝

い
が

当
然

に
な

っ
て

し
ま

わ
な

い
よ

う
に

互
い

に
配

慮
す

る
こ

と
。

 

ポ
イ

ン
ト

で
ご

み
袋

が
も

ら
え

る
。

 

参
加

し
た

く
な

る
＝

何
か

「
物

」
。

 

年
に

1
回

で
も

、
自

治
会

の
人

全
員

が

強
制

的
に

参
加

す
る

、
あ

る
い

は
し

た

く
な

る
何

か
を

行
う

。
 

町
内

会
会

費
を

値
上

げ
せ

ず
、

運
営

内

容
の

見
直

し
を

す
る

。
 

困
り

ご
と

を
打

ち
明

け
る

こ
と

は
迷

惑

で
な

い
こ

と
を

理
解

し
て

も
ら

う
。

 

ポ
ス

ト
に

イ
ベ

ン
ト

の
チ

ラ
シ

を
入

れ
る

。
 

ご
み

袋
以

外
に

、
定

額
の

物
か

ら
選

択

で
き

る
と

良
い

と
思

い
ま

し
た

（
例

：

切
手

）
。

 

厚
別
・

清
田
区

チ
ー

ム
 

ゆ
る

カ
フ

ェ
ご

よ
う

き
き

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 
（

2
/
2
）
 

「
お

手
伝

い
」

の
仕

組
み
と

し
て

何
が

必
要

？
 

何
か

を
し

な
が

ら
話

せ
る

井
戸

端
会

議
。
 

行
き

や
す

い
地

元
ス

ー
パ

ー
を

利
用

。
 

空
き

店
舗

の
利

用
。

 

休
め

る
場

所
を

つ
く

る
。

 
町

内
運

動
会

復
活

。
 

と
に

か
く

ご
近

所
づ

き
あ

い
。

T
V

・

本
・

う
わ

さ
話

と
話

題
づ

く
り

。
 

ゆ
る

～
い

プ
ロ

グ
ラ

ム
。

 

で
き

る
事
回

覧
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
ノ

ー
ト

の
設

置
 

自
分

の
で

き
る

事
は

何
か

？
 

一
人

ひ
と

り
が

自
ら

近
所

付
き

合
い

を
す

る
。

 

お
願

い
し

や
す

い
雰

囲
気

づ
く

り
。

 

回
覧

を
ど

こ
に

置
く

？
 

誰
も

で
き

な
い

時
の

フ
ォ

ロ
ー

は
？

 

で
き

る
こ

と
と

、
し

て
ほ

し
い

こ
と

を
タ

イ
ム

リ
ー

に
マ

ッ
チ

ン
グ

す
る

方
法

 

問
題

発
生

時
の

フ
ォ

ロ
ー

は
ど

う
す

る
？

（
保

険
）

 

場
所

の
確

保
。

 

ど
の

く
ら

い
手

伝
う

か
の

度
合

い
の

す
り

合
わ

せ
を

ど
う

す
る

か
。

 

一
人

ひ
と

り
の

意
志

に
よ

る
の

み
？

 

投
函

を
禁

じ
て

い
る

家
は

ど
う

す
る

べ
き

か
？

 

回
覧

へ
の

返
信

機
能

を
つ

け
る

。
 

出
来

る
事

を
登

録
（

除
雪

・
買

い
物

）
。 

町
内

会
回

覧
板

で
実

施
す

る
。

 

ア
ン

ケ
ー

ト
を

と
る

。
 

町
内

会
館

を
設

置
場

所
と

し
て

利
用

す
る

。
 

で
き

る
事

回
覧

の
設

置
。

 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ノ
ー

ト
の

設
置

。
 

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
ト

す
る

人
が

必
要

 

各
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
だ

が
「

コ
ー

デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
」

を
ど

の
様

に
し

て
見

つ

け
る

か
・

育
て

る
か

が
課

題
だ

と
思

う
。
 

誰
が

シ
ス

テ
ム

を
運

営
す

る
か

。
 

「
ま

と
め

役
」

っ
て

町
内

会
長

？
 

遠
慮

し
て

し
ま

う
人

を
ど

う
す

る
か

。
 

外
に

出
よ

う
と

し
な

い
人

に
外

に
出

て
も

ら
う

に
は

？
 

一
度

外
に

出
る

と
、

お
友

達
が

多
く

な
っ

て
き

ま
す

。
 

ど
の

よ
う

に
要

望
を

収
集

す
る

？
 

責
任

者
は

交
代

制
に

す
べ

き
。

 

N
P

O
法

人
を

設
立

し
、

第
三

者
に

関
わ

っ
て

も
ら

い
た

い
。

 

問
題
の

深
刻

さ
（

ど
れ
く

ら
い
助

け
が

必
要

か
）
を

相
手
に

伝
え

る
 

手
伝

う
人

が
負

担
に

な
る

よ
う

な
不

要
な

手
伝

い
（

お
せ

っ
か

い
）

を
な

く
す

。
 

一
人

ひ
と

り
が

ど
う

行
動

す
る

か
。

 

「
他

の
人

が
し

て
く

れ
る

だ
ろ

う
」

と
い

う
意

識
の

改
善

。
 

お
手

伝
い

し
て

ほ
し

い
人

や
内

容
・

度
合

の
把

握
は

？
 

お
手

伝
い

さ
れ

る
側

が
そ

れ
を

当
た

り
前

に
思

っ
て

し
ま

う
。

 

お
手

伝
い

さ
れ

る
側

も
期

待
し

す
ぎ

て
は

い
け

な
い

。
 

ゆ
る

い
つ

な
が

り
を

実
行

す
る

た
め

に
は

か
な

り
の

人
数

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。
 

ゆ
る

す
ぎ

る
と

反
対

に
積

極
派

・
消

極
派

に
二

分
さ

れ
な

い
か

。
 

助
け

て
あ

げ
た

い
” と

思
っ

て
い

る

人
が

行
動

に
移

し
や

す
い

よ
う

な
仕

組
み

が
あ

る
と

、
地

域
の

交
流

が
活

性
化

さ
れ

て
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

 

近
所

の
空

き
家

屋
を

利
用

。
 

ど
う

い
う

場
所

で
？

 

気
楽

そ
う

で
良

い
。

 

誰
か

の
役

に
立

て
る

こ
と

っ

て
う

れ
し

い
で

す
よ

ね
！

 

お
手

伝
い

の
気

持
ち

で
で

き
る

の
が

気
軽

で
良

い
。

 

参
加

し
や

す
そ

う
だ

と
思

い

ま
し

た
。

 

「
ゆ

る
～

い
」

が
好

き
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自
宅

で
 

「
冬

期
は

外
出

し
な

い
」

問
題

の
解

決
策

と
し

て
「

W
i-
F
iゴ

ー
グ

ル
」

を
開

発
。

 

ヴ
ァ

ー
チ

ャ
ル

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

れ
る

機
器

。
そ

れ
で

慣
れ

た

ら
外

出
し

や
す

く
な

る
。

 

タ
イ

ト
ル

か
っ

こ
い

い
。

 

面
白

い
！

興
味

深
く

読
み

ま
し

た
。

 

「
大

学
」

の
よ

う
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

 

動
植

物
が

い
て

、
そ

の
お

世
話

を
す

る
。

 

講
座

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

一
覧

表
の

作
成

。
 

大
学

の
創

設
、

学
部

の
創

設
。

 

単
位

制
。

 

成
人

式
。

 

趣
味

・
活

動
の

た
め

の
教

室
。

 

心
理

学
。

 

フ
ァ

ミ
リ

ー
ヒ

ス
ト

リ
ー

。
 

趣
味

な
ど

は
人

に
よ

っ
て

違
う

。
 

学
ん

だ
こ

と
を

活
か

せ
る

機
会

が
で

き
る

と
い

い
と

思
い

ま
し

た
。

 

一
生

学
び

続
け

る
こ

と
が

出
来

る
ま

ち
づ

く
り

、
と

て
も

ス
テ

キ
で

す
！

 

豊
平
・

南
区

チ
ー

ム
 

O
ld

s,
 b

e
 a

m
b
it
io

u
s 

lik
e
 t
h
is

 y
o
u
ng

 m
a
n
!!
 

（
1
/
1
）
 

人
材

の
育
成

 

働
き

方
を

変
え

る
？

 

や
っ

ぱ
り

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

は

「
か

ぎ
」

と
思

い
ま

す
。

 

リ
ー

ダ
ー

。
生

き
が

い
、

や
り

が
い

。
 

同
世

代
の

つ
な

が
り

。
 

「
豊

平
区

・
南

区
の

○
○

さ
ん

い
ら

っ
し

ゃ
い

」
と

呼
び

か
け

る
。

 

地
域

で
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

（
若

い

人
か

ら
高

齢
者

ま
で

そ
の

人
の

強
み

を
活

か
す

）
。

 

多
世

代
交

流
。

児
童

会
館

と
高

齢
者

の
利

用
施

設
（

コ
ラ

ボ
）

。
 

そ
の

小
さ

な
単

位
の

中
で

リ
ー

ダ
ー

的
存

在
が

育
つ

と
理

想
的

。
き

っ
と

そ

の
人

の
生

き
が

い
に

な
る

と
思

う
。

周
知

・
案

内
 

モ
デ

ル
地

域
が

「
発

信
」

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ス
ク

ー
ル

に
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
が

走
る

よ
う

に
な

る
。

そ
れ

に
よ

り
周

知
に

も
つ

な
が

る
。

 

堅
苦

し
く

な
い

講
習

会
、

無
料

・
安

価

な
食

事
会

を
開

き
集

ま
っ

て
も

ら
う

（
そ

こ
で

案
内

を
す

る
）

。
 

駅
構

内
に

講
座

な
ど

の
案

内
の

表
示

。
 

散
歩

マ
ッ

プ
配

布
。

 

場
所

（
集

う
機

会
）

 

出
入

り
自

由
。

 

老
人

セ
ン

タ
ー

利
用

者
の

活
用

。
 

児
童

会
館

を
使

う
。

「
児

童
」

と
い

う

名
称

で
は

な
く

、
い

ろ
ん

な
世

代
が

集

え
る

よ
う

に
改

称
す

る
。

 

気
軽

に
集

ま
れ

る
カ

フ
ェ

を
つ

く
る

。
 

市
電

を
会

場
と

し
て

使
う

（
途

中
か

ら

で
も

、
ど

ん
ど

ん
乗

っ
て

く
る

）
。

 

学
校

の
空

き
教

室
を

活
用

。
 

小
さ

い
単

位
・

地
域

で
空

室
・

空
き

家

を
利

用
し

て
集

え
る

場
所

を
作

る
。

 

地
域

交
流

会
（

参
加

し
た

い
と

思
う

よ

う
な

）
。

 

お
し

ゃ
れ

な
カ

フ
ェ

、
飲

み
会

、
ラ

ン

チ
な

ど
の

場
を

つ
く

る
。

 

地
域

と
企

業
が

つ
な

が
る

 

シ
ー
ズ
を

拾
う
 

企
業

自
体

が
町

内
会

等
に

入
る

。
そ

し
て

楽
し

く
参

加
す

る
。

 

企
業

と
高

齢
者

と
の

双
方

向
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

重
ね

る
こ

と
が

解
決

方
法

の
一

つ
で

あ
る

。
 

果
た

し
て

、
高

齢
者

が
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

関
心

を
向

け
て

く
れ

る
の

か
（

企
業

側
の

ア
プ

ロ
ー

チ
が

非
常

に
重

要
）

。
 

地
域

企
業

が
で

き
る

事
が

た
く

さ
ん

あ
る

は
ず

だ
け

ど
…

。
照

れ
く

さ
い

し
、

ア
イ

デ
ア

が
な

い
の

か
も

。
 

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

化
し

た
チ

ラ
シ

を
つ

く
り

、
企

業
が

シ
ー

ズ
を

書
き

込
み

や
す

く
す

る
。

 

ニ
ー
ズ

を
知
る
 

サ
ー

ビ
ス

を
必

要
と

し
て

い
る

高
齢

者

等
の

具
体

的
な

ニ
ー

ズ
を

掘
り

出
す

。
 

当
事

者
の

声
を

聞
く

場
。

 

企
業

側
が

提
出

で
き

る
具

体
的

な
サ

ー
ビ

ス
を

提
案

し
て

も
ら

う
。

 

企
業

の
取

組
。

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
（

楽

し
み

の
発

見
）

。
 

高
齢

者
向

け
の

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
「

企
業

」
が

作
っ

て
い

く
（

心
理

学
の

応
用

で
ア

プ
ロ

ー
チ

）
。

 

交
通

手
段

 

行
く

手
段

が
必

要
。

 

あ
い

の
り

カ
ー

。
 

「
児

童
会

館
」

の
名

を
改

め
て

、
同

施

設
の

子
ど

も
と

共
用

。
 

ス
ク

ー
ル

バ
ス

の
循

環
。

 

「
介

護
バ

ス
」

と
な

る
と

い
か

に
も

「
介

護
」

な
感

じ
で

嫌
。

 

遠
い

と
歩

く
の

を
面

倒
く

さ
が

る
。

 
「

『
介

護
』

や
『

支
援

』
と

い
う

言

葉
を

使
わ

ず
に

」
と

い
う

説
明

が
あ

り
ま

し
た

。
そ

の
通

り
と

思
い

ま
す

。
 

- 60 -



 

 
                                        

何
を

？
 

西
・

手
稲
区
チ
ー
ム

 
つ

な
が

り
・

ぬ
く

も
り

・
み

ま
も

り
を

大
切

に
す

る
～

え
ん

が
わ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 
（
1
/
2
）
 

季
節
の

イ
ベ

ン
ト
 

 

常
設

イ
ベ

ン
ト
 

 食
 

 

体
力
づ

く
り
 

募
集

す
る

（
地

域
住

民
か

ら
公

募
）

。 

ゆ
る

キ
ャ

ラ
。

 

そ
も

そ
も

必
要

か
？

 

ゆ
る

キ
ャ

ラ
と

い
う

発
想

が
新

し
い

と
思

い
ま

し
た

。
 

食
品

衛
生

。
食

中
毒

対
策

。
 

「
安

心
」

を
い

か
に

保
証

す
る

か
？

 

保
健

所
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
活

用
。

 

料
理

を
学

ん
で

み
ん

な
で

食
べ

る
。

 

駅
に

町
内

会
サ

イ
ト

の
Ｑ

Ｒ
コ

ー
ド

。
 

回
覧

板
、

チ
ラ

シ
。

 

参
加

者
交

え
た

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
う

。
 

Ｗ
杯

パ
ブ

リ
ッ

ク
ビ

ュ
ー

イ
ン

グ
。

 

行
事

・
イ

ベ
ン

ト
（

お
月

見
、

七
夕

等
）

。
お

団
子

作
っ

て
食

べ
る

と
か

。 

お
祭

り
や

雪
国

の
特

性
を

活
か

し
た

冬
な

ら
で

は
の

取
組

。
 

催
事

を
行

う
際

の
情

報
伝

達
。

 

ど
う

や
っ

て
イ

ベ
ン

ト
や

お
祭

り
の

開
催

を
知

る
か

。
 

魅
力

的
な

イ
ベ

ン
ト

を
作

れ
る

か
。

 

囲
炉

裏
や

暖
炉

を
設

置
（

係
員

が
居

る
こ

と
を

前
提

と
し

て
）

。
 

働
き

盛
り

に
も

利
用

し
て

も
ら

う
工

夫
。
 

多
く

の
世

代
に

と
っ

て
、
ふ

ら
っ

と
立

ち

寄
る

メ
リ

ッ
ト

の
あ

る
場

所
に

す
る

。
 

子
ど

も
：

遊
ん

で
く

れ
る

。
 

中
高

生
：

自
習

で
き

る
。

 

高
齢

者
：

昔
あ

そ
び

、
体

力
づ

く
り

、

交
流

な
ど

。
 

体
を

動
か

す
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
開

催
。
 

運
動

会
。

 

特
殊

な
も

の
を

含
む

ス
ポ

ー
ツ

施
設

。
 

生
活

習
慣

の
改

善
。

体
力

づ
く

り
を

ア

ピ
ー

ル
。

現
役

世
代

へ
呼

び
か

け
る

。
 

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

の
場

と
し

て
の

広
場

。
 

遊
び
・

趣
味

 

ド
ロ

ー
ン

と
か

面
白

そ
う

。
 

ド
ロ

ー
ン

を
飛

ば
せ

る
広

い
体

育

館
、

倉
庫

、
広

場
や

公
園

。
 

「
遊

ぶ
」

（
昔

あ
そ

び
⇔

現
代

、
Ｔ

Ｖ
ゲ

ー
ム

、
W

ii
等

）
。

 

趣
味

を
楽

し
む

（
パ

ッ
チ

ワ
ー

ク
、

木
工

、
ビ

ー
ズ

、
作

成
、

販
売

、
展

示
、

家
庭

菜
園

の
交

換
販

売
等

）
。

 

趣
味

へ
の

援
助

と
協

力
を

。
 

ゲ
ー

ム
会

の
つ

ど
い

（
ビ

ン
ゴ

等
）

。
 

多
世

代
コ

ー
ラ

ス
。

 

趣
味

の
会

の
つ

ど
い

（
各

自
の

趣
味

の
披

露
）

。
 

ゆ
っ

た
り

 

お
茶

会
の

つ
ど

い
(近

所
の

高
齢

者
)。

 

集
会

場
等

で
お

茶
を

飲
み

な
が

ら
。

 

高
齢

者
が

主
体

と
な

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

。
 

駄
菓

子
屋

。
 

足
湯

。
 

ラ
ン

チ
会

の
つ

ど
い

（
近

所
の

単
身

高
齢

者
）

。
 

「
食

べ
る

」
（

一
緒

に
料

理
や

お
菓

子
作

り
。

 

昔
の

郷
土

料
理

を
教

え
る

教
室

。
 

自
分

で
作

る
。

料
理

を
持

ち
寄

る
。

 

「
育

て
る

」
（

家
庭

菜
園

の
よ

う
に

栽
培

）
。

 

地
元

の
素

材
を

活
か

す
。

 

作
る

た
め

の
道

具
が

必
要

。
 

家
か

ら
持

ち
寄

る
等

の
配

慮
、

工
夫

。
 

ど こ で ？ 

（ ※ 内 容 は 次 頁 ） 

だ れ が ？ （ 運 営 に お け る 課 題 ・ 工 夫 も 含 め て ）

（ ※ 内 容 は 次 頁 ） 

全
体

的
に

わ
か

り
や

す
い

 
と

て
も

見
や

す
い

で
す

 
字

が
き

れ
い

 

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活
動
 

生
活

支
援

（
清

掃
、

買
い

物
、

外
出

の
手

伝
い

）
。

 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

学
習

補
助

。
 

身
近

な
公

園
の

清
掃

（
住

民
交

流
、

社
会

参
加

）
。
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ど
こ

で
？
 

交
通
ア

ク
セ
ス
 

近
隣

で
 

動
く

歩
道

の
よ

う
な

動
く

「
え

ん
が

わ
」

。 

札
幌

ド
ー

ム
の

活
用

。
 

日
ハ

ム
ボ

ー
ル

パ
ー

ク
に

組
み

込
む

。
 

地
下

歩
行

空
間

に
日

本
家

屋
を

模
し

た
「

縁
側

」
を

設
置

。
 

市
長

に
設

置
を

要
請

。
 

規
模

が
大

き
す

ぎ
る

。
 

交
通

ア
ク

セ
ス

。
 

車
い

す
や

寝
た

き
り

の
人

は
来

る
こ

と
が

出
来

る
の

か
？

 

老
老

介
護

の
増

加
。

 

デ
マ

ン
ド

バ
ス

の
運

行
。

 

介
護

保
険

施
設

か
ら

車
い

す
や

寝
た

き
り

の
方

対
応

の
車

を
借

り
る

。
 

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

の
配

置
等

、
金

銭
的

課
題

か
ら

、
ま

だ
あ

ま
り

広
ま

っ
て

い
な

い
。
 

小
学

校
区

を
基

盤
と

す
る

。
 

ど
こ

に
暮

ら
し

て
い

て
も

徒
歩

で
通

え
る

地
域

に
分

割
。

 

「
え

ん
が

わ
」

と
し

て
活

用
で

き
る

場
所

。
町

内
集

会
所

、
児

童
会

館
、

菜
園

、
マ

ン
シ

ョ
ン

な
ど

の
共

用
部

、

施
設

の
ロ

ビ
ー

や
ラ

ウ
ン

ジ
。

 

学
校

廃
教

室
、

介
護

保
険

施
設

、
高

齢
者

住
宅

（
有

料
老

人
ホ

ー
ム

、
サ

高
住

）
、

公
民

館
、

空
き

家
。

 

場
所

、
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

。
 

場
所

選
び

。
 

簡
単

に
は

無
く

な
ら

な
い

場
所

に
作

る
こ

と
が

で
き

る
か

。
 

だ
れ
が

？
（
運

営
に

お
け

る
課
題
・
工

夫
も
含

め
て
）
 

そ
の
他

 
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

･
担

い
手
 

運
営

主
体
 

単
身

高
齢

者
の

増
加

。
 

地
域

サ
ポ

ー
タ

・
地

域
協

力
員

の
増

員
。

 

係
員

の
雇

用
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
確

保
。
 

大
学

、
専

門
学

校
で

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

募
集

。  
担

い
手

を
ど

の
よ

う
に

集
め

る
か

。
 

市
の

広
報

誌
を

活
用

（
意

識
、

機
会

、

場
所

）
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
行

う
地

域
住

民
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

。
 

利
用

者
が

固
定

化
し

て
く

る
と

、
新

し
い

人
が

入
り

に

く
く

な
る

。
こ

れ
を

ど
う

克

服
す

る
か
（

良
い

こ
と

で
も

あ
り

つ
つ

…
）

。
 

ど
の

よ
う

に
取

り
込

む
か

。
 

町
内

会
、

交
番

、
介

護
事

業
者

で
情

報
を

共
有

。
 

運
営

費
用

。
 

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
。

 

回
覧

板
に

掲
載

。
 

広
報

さ
っ

ぽ
ろ

、
フ

リ
ー

ペ

ー
パ

ー
。

 

運
営

主
体

が
は

っ
き

り
し

て
い

る
こ

と
（

善
意

だ
け

に
頼

ら
な

い
）

。
 

地
域

ご
と

の
ニ

ー
ズ

・
カ

ラ
ー

を
大

切
に

す
る

。
 

人
間

関
係

の
ト

ラ
ブ

ル
な

ど
が

起
き

た
時

ど
う

す
る

か
。

 

社
協

が
運

営
。

委
託

可
。

 

既
存

の
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
や

認
知

症
カ

フ

ェ
な

ど
が

新
た

な
取

組
と

し
て

運
営

。
 

誰
が

管
理

・
運

営
す

る
の

か
（

行
政

？

法
人

委
託

？
住

民
主

体
？

）
。

 

運
営

者
は

？
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
？

お
金

が
出

る
？

 

負
担

が
誰

か
に

偏
る

可
能

性
。

 

元
気

な
高

齢
者

に
頼

む
。

 

町
内

会
福

祉
部

長
に

協
力

し
て

も
ら

う
。

 
取

り
ま

と
め

を
す

る
ス

タ
ッ

フ

は
？

自
主

的
に

動
く

の
か

？
 

老
人

福
祉

セ
ン

タ
ー

利
用

者
と

の
連

携
。

 

広
報

・
啓

発
。

 

建
物

の
デ

ザ
イ

ン
性

。
 

ど
こ

に
あ

る
の

か
わ

か
ら

な
い

。
 

建
物

自
体

を
ぱ

っ
と

見
て

わ
か

る
よ

う
に

す
る

。
 

大
規

模
公

共
施
設

・
空
間

で
 

西
・
手

稲
区
チ
ー

ム
 

つ
な

が
り

・
ぬ

く
も

り
・

み
ま

も
り

を
大

切
に

す
る

～
え

ん
が

わ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

（
2
/
2
）
 

何 を ？ （ ※ 内 容 は 前 頁 ） 

参
考

に
な

り
ま

す
！
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Ⅳ．参加者アンケートの結果                  

 

 第 2 回ワークショップ当日、プログラム終了後に参加者に対してアンケート調査を行い、第 1

回、2 回ともご出席くださった 41 名の方からご回答をいただきました。 

 

設問１）市民参加ワークショップ参加の理由（N=41、複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、市民参加ワークショップに参加することを決めた理由は何ですか。あてはまるものす

べてに○をつけてください。 

61.0 

41.5 

51.2 

29.3 

19.5 

14.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

テーマに興味があったから

自分の意見を述べたり、

他人の意見を聞くことに興味があったから

札幌市の政策や事業に活かされることを

期待するから

行政評価という取組に興味があったから

参加謝礼品が提供されるから

その他

（％）

その他： 

・自分の知らないことは何でも知りたいしやってみたいから 

・ワークショップというものに参加してみたかった 

・なにかに参加しなければならない気がしていた 

・介護についての話し合いがありそうだったから 

・せっかく選ばれたので 
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設問２）市民参加ワークショップの設定について 

 

 

 

 ・回数（２回実施）について（N=40、単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・議論の時間について（N=40、単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問３）市民参加ワークショップの満足度（N=41、複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

今回の市民参加ワークショップの設定について、どのように感じられましたか？ 

５段階のうちあてはまるもの一つに○をつけてください。 

２回が良い

87.5%

３回が良い

10.0%

４回以上が良

い

2.5%

やや長い

15.0%

ちょうどよい

67.5%

やや短い

15.0%

短い

2.5%

今回の市民参加ワークショップに参加した満足度について、あてはまるものひとつに○をつ

けてください。 

満足

41.5%

やや満足

39.0%

普通

17.1%

やや不満

2.4%

- 64 -



 

 ・「満足」の理由（N=33、複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・「不満」の理由（N=1、複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

1 

0 

0 

0 10 20 30 40

札幌市の取組が十分に理解できなかった

札幌市の取組について

十分に意見交換することができなかった

テーマに関する疑問が解消されなかった

札幌市の行政評価の取組として

行っている意義が十分に理解できなかった

その他

（件）

16 

24 

2 

15 

2 

0 10 20 30 40

札幌市の取組について理解を深めることができた

札幌市の取組について

他の市民参加者と意見交換することができた

テーマに関する疑問を

札幌市の担当者に聞くことができた

札幌市の行政評価を行う過程に

参加することができた

その他

（件）

「満足」または「やや満足」と答えた方にお尋ねします） 

 どのような点に満足されましたか？あてはまるものすべてに○をつけてください。 

「やや不満」または「不満」と答えた方にお尋ねします） 

どのような点に不満を感じましたか？あてはまるものすべてに○をつけてください。 

その他： 

・参加者の本音がたくさん聞けて良かった 
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設問４）市民参加ワークショップの開催曜日（N=38、複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問５）自由意見（N=23） 

 

 

 

 ワークショップの設定・運営等について 

・テーマが介護ということでカッチリとした雰囲気なのかと思っていましたが、和気あいあい

とした空間で非常に楽しく意見交換をする事が出来ました。もしまた同じような機会があれ

ば是非参加したいです。ありがとうございました。 

・開催場所は今回は 2 回とも中央区民センターでしたが、いろいろな所で開催してみてもよい

かなと思いました。 

・もう少し大きな声で話ができるような環境が良いと思います。 

・平日の夜が良い。ファシリテートが大変すばらしく、色々意見を出してみようと思えました。

今回高齢者の方があまりいないように感じたので、年代ごちゃ混ぜバージョンや、実際の高

齢者の方（介護施設など）だけのワークショップもあると、より具体的に今必要なことに市

のお金を使えると思いました。いずれみんなが年とるので、年とっても希望をいだける場を

自分でまた人の力もかりてつくっていくのが大切だと改めて感じました。 

・午後からの日程は参加しやすかったです。どういった経緯でその年のテーマが決まったのか

説明が詳しくあると良かったと思います。今後、今回の内容が市政に活かされて行くことを

期待しています。たのしかったです！ 

・内容によっては回数は変更した方が良いと思う。途中で増えても仕方がない。募集している

事を多くの人達がわかる様にする事が必要。今回は無作為で案内状が来ましたが、それには

通信料がかかるので、別の手段も考えると良いと思う。 

・ワークショップの掟があるのが良い。 

・曜日はテーマによって、変えても良いと思います。 

・マーカーの色を増やしてほしいです。とても楽しかったです！ありがとうございました！中

央区最高！ 

今回のワークショップは土曜日に開催しました。今後、このような取組にあなたが参加され

る場合、何曜日の開催が望ましいでしょうか。あてはまるもの一つに○をつけてください。 

平日が良い

7.9%

土曜日が良い

73.7%

何曜日でも構

わない

18.4%

ワークショップの取組全体を通して、より多くの方にご参加いただけるワークショップにし

ていくための工夫・アイデアなど、ご意見、ご感想がございましたらお書きください。 
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 行政評価・市民参加ワークショップの取組について 

・今年に 18 歳になったので初めてこういう場があることを知って参加してみて、このような

経験ができたことは、とてもよかったです！いろいろな刺激をうけることができたので良か

ったです！！ 

・疲れましたが楽しかった。自分の稚拙さを痛感。もっと書物を読まねばと思い知りました。

この様な機会を与えて下さり、ありがとうございます。今回のことで 20 代の男女と話すこと

ができた。20 代と触れることのない日常。しっかりした大人でしたね。老婆心です。うれし

かったですね。 

・初めてこのようなワークショップに参加させていただいて色々なアイデアを発言や聞くこと

ができとても良かった。また、このような事があったら参加したい。 

・案外勉強になりました。テーマがはっきりしているので、興味のあるものであったらうれし

い。もっと発言できたらと思う。 

・普段、福祉について学ぶ中では得られない視点、考えについて学べました。 

・ワークショップでの結果がどのように反映されたか、反映されなかったのかを知らせてほし

い。どこをみれば関連する情報が得られるかだけでもよいので。 

・過去のワークショップがどの程度反映されたのか知りたかった。 

・楽しくできました。ありがとうございました。 

・とても楽しく参加することができました。機会があれば、また是非参加したいです。 

 

 検討テーマ「地域で支える介護～私たちにできること～」について 

・近年、市民間の「つながり」が希薄化する中で、各グループが自助や互助について考えてい

た。前述した通り「つながり」が希薄化しているにも関わらず、各グループ共通のキーワー

ドとして「つながり」があり、市民自身、希薄化について危機感があったり、何とかしたい

という思いがあるのではないかと感じられた。 

・市役所と各自治会との連携が大切。 

・他の活動とのコラボをしてお互いに評価してもらう事も良いと思います。 

・参加者のほとんどがなにか手伝いをしたい気が有るのが判った。重たい負担にはしたくない

ことが私と同じに多いことが判った。 

・また改めて介護・福祉に付いての話し合いを期待します。苦情、不満とか、現実のケースを

沢山知りたいし、理想を語ってる時じゃないし、知らない人が多すぎます。 
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１．事前送付資料 

（１）検討テーマ説明資料 
                              行

政
評

価
委

員
会

に
つ

い
て

 

 
市

の
施

策
・

事
業

等
を

第
三

者
の

視
点

で
評

価
す

る
札

幌
市

の
附

属
機

関
で

、
市

役
所

外
部

の
専

門
家

か

ら
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

 
札

幌
市

が
行

う
事

業
の

必
要

性
や

効
果

、
課

題
や

改
善

策
に

つ
い

て
、

行
政

で
は

気
づ

か
な

い
点

に
つ

い

て
審

議
・

評
価

す
る

の
が

そ
の

役
割

で
す

。
評

価
の

結
果

は
、

事
業

の
見

直
し

・
改

善
に

活
用

さ
れ

ま
す

。
 

市
民

参
加

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

つ
い

て
 

 
行

政
評

価
委

員
会

で
審

議
す

る
テ

ー
マ

の
中

か
ら

、
特

に
市

民
生

活
と

関
わ

り
が

深
く

、
市

民
目

線
・

市

民
感

覚
で

議
論

す
る

こ
と

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
テ

ー
マ

に
つ

い
て

、
一

般
市

民
の

方
々

か
ら

ご
意

見
を

お

聞
き

す
る

た
め

に
実

施
す

る
も

の
で

す
。

 

 
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
出

さ
れ

た
意

見
は

、
行

政
評

価
委

員
会

で
の

審
議

に
活

用
さ

れ
ま

す
。

 

 行
政

評
価

委
員

会
・

市
民

参
加

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

役
割

・
位

置
づ

け
 

 
平

成
2

9
年

7
月

1
日

現
在

、
札

幌
市

の
高

齢
化

率
は

2
5

.8
％

と
な

り
、

平
成

3
7

年
に

は
3

0
.5

％
に

な
る

と
予

測
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

 
こ

の
よ

う
な

超
高

齢
社

会
に

お
い

て
、

高
齢

者
が

住
み

慣
れ

た
地

域
で

暮
ら

し
続

け
て

い
く

た
め

に
、

札

幌
市

を
含

む
全

国
の

自
治

体
で

は
、

住
ま

い
・

医
療

・
介

護
・

予
防

・
生

活
支

援
を

包
括

的
に

確
保

す
る

体

制
で

あ
る

「
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
」

の
構

築
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
 

 
「

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

」
構

築
の

た
め

に
は

、
介

護
・

医
療

な
ど

の
専

門
職

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
と

地

域
住

民
同

士
で

の
支

え
合

い
＝

互
助

が
両

輪
と

な
り

ま
す

。
 

 
札

幌
市

行
政

評
価

委
員

会
で

は
、

市
民

の
皆

様
に

「
地

域
住

民
同

士
で

の
支

え
合

い
＝

互
助

」
の

取
組

と

し
て

ど
の

よ
う

な
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
か

、
そ

し
て

、
そ

れ
を

踏
ま

え
て

札
幌

市
が

ど
の

よ
う

な
バ

ッ
ク

ア

ッ
プ

を
行

う
べ

き
か

お
聞

き
し

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
 

 
こ

の
よ

う
な

観
点

を
踏

ま
え

、
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
検

討
い

た
だ

く
テ

ー
マ

と
し

て
「

地
域

で
支

え

る
介

護
～

私
た

ち
に

で
き

る
こ

と
～

」
を

設
定

い
た

し
ま

し
た

。
 

検
討
テ
ー
マ
「
地
域
で
支
え
る
介
護
～
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～
」
ご
説
明
資
料
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
平

成
2

9
年

度
 
札

幌
市

行
政

評
価

 
市

民
参

加
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

 

行
政

評
価

 
市

民
参

加
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
お

け
る

検
討

テ
ー

マ
選

定
理

由
 

市
民

参
加

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

つ
い

て
 

ご
検

討
い

た
だ

く
こ

と
 

検
討

テ
ー

マ
「

地
域

で
支

え
る

介
護

～
私

た
ち

に
で

き
る

こ
と

～
」

を
踏

ま
え

、
 

・
自

分
で

で
き

る
日

頃
か

ら
の

備
え

（
自

助
の

取
組

）
 

・
と

な
り

近
所

の
支

え
合

い
（

互
助

の
取

組
）

 

に
つ

い
て

、
ご

意
見

を
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

次
の

流
れ

で
ご

検
討

い
た

だ
き

ま
す

。
 

        第
1

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

ま
で

に
お

願
い

し
た

い
こ

と
 

１
．

本
説

明
資

料
・

同
梱

資
料

を
よ

く
お

読
み

く
だ

さ
い

：
 

 
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
は

、
説

明
や

質
疑

応
答

の
時

間
は

な
る

べ
く

短
く

し
て

、
皆

様
か

ら
ア

イ
デ

ア
・

ご

意
見

を
い

た
だ

く
時

間
を

長
く

と
り

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

お
送

り
し

た
資

料
を

よ
く

お
読

み

く
だ

さ
い

。
 

２
．

事
前

質
問

票
を

お
送

り
く

だ
さ

い
：

 

 
お

送
り

し
た

資
料

等
を

お
読

み
に

な
り

、
検

討
テ

ー
マ

や
札

幌
市

の
取

組
、

行
政

評
価

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ

プ
に

つ
い

て
何

か
ご

質
問

・
疑

問
点

が
あ

れ
ば

、
同

封
の

事
前

質
問

票
に

て
8

月
1

8
日

（
金

）
ま

で
に

お

寄
せ

く
だ

さ
い

。
第

1
回

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

て
回

答
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 
な

お
、

第
1

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
も

ご
質

問
の

機
会

は
設

け
ま

す
が

、
話

し
合

い
の

時
間

を
長

く
取

る

た
め

、
ご

質
問

は
な

る
べ

く
事

前
質

問
票

に
て

お
寄

せ
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

３
．

第
1

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
出

す
意

見
を

考
え

て
お

い
て

く
だ

さ
い

：
 

 
「

地
域

で
支

え
る

介
護

～
私

た
ち

に
で

き
る

こ
と

～
」

と
し

て
、「

自
分

で
で

き
る

日
頃

か
ら

の
備

え
（

自

助
の

取
組

）
、

と
な

り
近

所
の

支
え

合
い

（
互

助
の

取
組

）
の

ア
イ

デ
ア

」
を

考
え

て
お

い
て

く
だ

さ
い

。
事

前
質

問
票

で
お

送
り

い
た

だ
く

必
要

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

進
め

方
 

・
ご

参
加

の
皆

様
に

は
7

～
8

名
程

度
の

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

て
い

た
だ

き
、

専
門

の
テ

ー
ブ

ル
フ

ァ
シ

リ

テ
ー

タ
ー

（
司

会
者

）
の

司
会

・
進

行
に

よ
り

、
話

し
合

い
を

行
っ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

 

・
模

造
紙

や
ふ

せ
ん

、
シ

ー
ル

な
ど

を
使

っ
た

作
業

を
通

じ
て

、
気

軽
な

雰
囲

気
の

中
、

話
し

合
い

を
進

め

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

第
1

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
8

月
2

6
日

〔
土

〕
）
：

 

地
域

に
お

い
て

ど
の

よ
う

な
取

組
が

考
え

ら
れ

る
か

（
ア

イ
デ

ア
の

抽
出

）
 

第
2

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
9

月
9

日
〔

土
〕
）
：

 

ア
イ

デ
ア

実
現

に
向

け
て

ど
の

よ
う

な
課

題
が

あ
る

か
、

そ
れ

ら
の

解
決

方
策
 

市
役

所
内

で
の

事
業

の
進

め
方

 
外

部
評

価
 

行
政

評
価

委
員

会
 

市
民

参
加

ﾜ
ｰ
ｸ
ｼ
ｮ
ｯ
ﾌ
ﾟ
 

②
検

討
ﾃ
ｰﾏ

の
設

定
、

 

検
討

依
頼

 
③

検
討

結
果

（
市

民
 

意
見

）
の

報
告

 

見
直

し
 

実
施

 

評
価

 
計

画
 

①
検

討
依

頼
 

④
市

民
意

見
も

踏
ま

え
た

審
議

結
果

を
答

申
 

■
行

政
評

価
の

仕
組

み
 

 
重

要
！
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説
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6.
0

8.
0

1
0

.0

1
2

.0

平
成

1
2年

1
3 年

1
4 年

1
5 年

1
6 年

1
7 年

1
8 年

1
9 年

2
0 年

2
1 年

2
2
年

2
3
年

2
4
年

2
5
年

2
6
年

要
介

護
要

支
援

認
定

率
（
札

幌
市

）
認

定
率

（
全

国
）

（
万

人
）

増
え

続
け

る
高

齢
者

の
割

合
～

札
幌

市
の

人
口

推
計

よ
り

 

・
平

成
2

7
年

時
点

で
、

札
幌

市
民

の
4

人
に

1
人

が
高

齢
者

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 

・
団

塊
の

世
代

が
後

期
高

齢
者

（
7

5
歳

以
上

）
と

な
る

平
成

3
7

年
に

は
、

実
に

札
幌

市
民

の
3

人
に

1

人
が

高
齢

者
と

な
り

、
以

降
も

そ
の

割
合

は
増

え
続

け
る

と
予

測
さ

れ
ま

す
。

 

札
幌

市
に

お
け

る
高

齢
化

の
現

状
・

予
想

 

地
域

に
お

け
る

ケ
ア

の
あ

り
方

＝
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
 

・
急

激
な

高
齢

化
を

見
据

え
て

、
札

幌
市

を
は

じ
め

全
国

の
自

治
体

で
は

、
団

塊
の

世
代

が
7

5
歳

以
上

と

な
る

平
成

3
7

年
を

目
途

に
、

高
齢

者
が

住
み

慣
れ

た
地

域
で

可
能

な
限

り
自

立
し

て
暮

ら
し

続
け

て
い

け
る

よ
う

、
住

ま
い

・
医

療
・

介
護

・
予

防
・

生
活

支
援

を
包

括
的

に
提

供
す

る
体

制
と

し
て

「
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
」

の
構

築
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
 

・
人

口
の

増
減

や
高

齢
化

の
進

展
に

は
地

域
差

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

は
市

町
村

や

都
道

府
県

が
、

地
域

の
特

性
に

応
じ

て
作

り
上

げ
て

い
く

も
の

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

高
齢

者
単

独
・

夫
婦

世
帯

の
増

加
 

・
高

齢
者

の
み

の
単

独
世

帯
数

は
増

加
傾

向
に

あ
り

ま
す

。
 

・
平

成
3

7
年

に
は

4
世

帯
中

1
世

帯
が

、
高

齢

者
の

み
の

単
独

世
帯

、
ま

た
は

、
高

齢
者

夫
婦

世
帯

と
な

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

ま
す

。
 

・
高

齢
者

の
孤

立
、

老
老

介
護

に
よ

る
問

題
が

さ
ら

に
増

え
る

こ
と

が
予

測
さ

れ
ま

す
。

 

い
つ

ま
で

も
元

気
に

暮
ら

す
た

め
に

･･
･

生
活

支
援

・
介

護
予

防

住
ま

い

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
姿

※
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
は

、
お

お
む

ね
３

０
分

以
内

に
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ

れ
る

日
常

生
活

圏
域

（具
体

的
に

は
中

学
校

区
）を

単
位

と
し

て
想

定

■
在

宅
系

サ
ー

ビ
ス

：
・訪

問
介

護
・訪

問
看

護
・通

所
介

護
・小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

・短
期

入
所

生
活

介
護

・ 2
4時

間
対

応
の

訪
問

サ
ー

ビ
ス

・複
合

型
サ

ー
ビ

ス
（小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

＋
訪

問
看

護
）等

・自
宅

・サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
等

相
談

業
務

や
サ

ー
ビ

ス
の

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
ト
を

行
い

ま
す

。

■
施

設
・居

住
系

サ
ー

ビ
ス

・介
護

老
人

福
祉

施
設

・介
護

老
人

保
健

施
設

・認
知

症
共

同
生

活
介

護
・特

定
施

設
入

所
者

生
活

介
護 等

日
常

の
医

療
：

・か
か

り
つ

け
医

、
有

床
診

療
所

・地
域

の
連

携
病

院
・歯

科
医

療
、薬

局 老
人

ク
ラ

ブ
・

自
治

会
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
N

P
O

等

・地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

・ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー

通
院

・
入

院
通

所
・

入
所

病
院

：
急

性
期

、
回

復
期

、
慢

性
期病

気
に

な
っ

た
ら

･･
･

医
療

介
護

が
必

要
に

な
っ

た
ら

･･
･

介
護

■
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス

 

要
介

護
・

要
支

援
者

の
増

加
 

・
介

護
が

必
要

な
「

要
介

護
者

」
、

介
護

は
必

要
と

し
な

い
も

の
の

日
常

生
活

に
不

便
を

き
た

し
て

い
る

「
要

支
援

者
」

は
年

々
増

加
し

て
い

ま
す

。
 

・
ま

た
、

札
幌

市
の

要
介

護
認

定
率

は
介

護
保

険
制

度
開

始
当

初
か

ら
現

在
ま

で
一

貫
し

て
、

全
国

を
上

回

る
値

で
推

移
し

て
い

ま
す

。
 

出
典

：
厚

生
労

働
省

資
料

 

今
回

の
検

討
対

象
で

す
！

 

(詳
し

く
は

4
ペ

ー
ジ

で
説

明
し

ま
す

) 
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平
成

2
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年

2
7
年

3
2
年

3
7
年

4
2
年

4
7
年

世
帯

主
が

6
5
歳

以
上

の
夫

婦
の

み
の

世
帯

数

世
帯

主
が

6
5
歳

以
上

の
単

独
世

帯
数

上
記

世
帯

が
世

帯
数

全
体

に
占

め
る

割
合

（
%

）
（
世

帯
）
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0
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平
成

2
7
年

3
2
年

3
7
年

認
知

症
高

齢
者

数
(認

知
症

日
常

生
活

自
立

度
Ⅱ

以
上

)

高
齢

者
人

口
に

占
め

る
認

知
症

高
齢

者
の

割
合

(札
幌

市
)

〃
(全

国
)

（
人

）

認
知

症
高

齢
者

の
増

加
 

・
認

知
症

高
齢

者
の

数
も

増
加

を
続

け
て

い
ま

す
。

 

・
平

成
3

7
年

に
は

高
齢

者
の

7
人

に
1

人
が

認

知
症

と
な

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

 

・
認

知
症

予
防

や
、

認
知

症
高

齢
者

の
暮

ら
し

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
取

組
が

さ
ら

に
必

要
と

な
り

ま
す

。
 

出
典

：
平

成
2

7
年

ま
で

は
国

勢
調

査
、

平
成

3
2

年
以

降
は

「
札

幌
市

ま
ち

づ
く

り
戦

略
ビ

ジ
ョ

ン
」

 

出
典

：
札

幌
市

推
計

（
各

年
1

0
月

１
日

現
在

）
、

厚
生

労
働

省
資

料
 

出
典

：
札

幌
市

推
計

（
国

立
社

会
保

障
・

人
口

問
題

研
究

所
「

日
本

の

世
帯

数
の

将
来

推
計

」
〔

平
成

2
5

年
1

月
推

計
〕

よ
り

作
成

）
 

出
典

：
厚

生
労

働
省

介
護

保
険

事
業

状
況

報
告

、
札

幌
市
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要
支

援
 

1
・

2
※

1
 

植
木

鉢
の

図
 

・
下

の
植

木
鉢

の
図

は
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
5

つ
の

構
成

要
素

（
住

ま
い

・
医

療
・

介
護

・
予

防
・

生
活

支
援

）
が

互
い

に
連

携
し

な
が

ら
有

機
的

な
関

係
を

担
っ

て
い

る
こ

と
を

図
示

し
た

も
の

で
す

。
 

・
「

本
人

の
選

択
と

本
人

・
家

族
の

心
構

え
」

が
す

べ
て

の
基

盤
と

な
る

「
植

木
鉢

の
受

皿
」

で
す

。
 

・
生

活
の

基
盤

と
な

る
「

す
ま

い
と

す
ま

い
方

」
を

「
植

木
鉢

」
、
「

介
護

予
防

・
生

活
支

援
」

を
「

土
」

と

捉
え

、
専

門
的

な
サ

ー
ビ

ス
で

あ
る

「
医

療
・

看
護

」「
介

護
・

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
」「

保
健

・
福

祉
」

を
植

物
と

捉
え

て
い

ま
す

。
 

・
受

皿
・

植
木

鉢
・

土
の

な
い

と
こ

ろ
に

植
物

を
植

え
て

も
育

た
な

い
の

と
同

様
に

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス

テ
ム

で
は

「
高

齢
者

本
人

の
選

択
と

本
人

・
家

族
の

心
構

え
」

が
あ

り
、

そ
の

上
で

高
齢

者
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

と
尊

厳
が

守
ら

れ
た

「
住

ま
い

」
が

提
供

さ
れ

、
そ

の
住

ま
い

に
お

い
て

健
康

的
な

日
常

生
活

を
送

る
た

め
の

「
介

護
予

防
・

生
活

支
援

」
が

あ
る

こ
と

が
基

本
的

な
要

素
と

な
り

ま
す

。
 

・
こ

れ
ら

が
あ

っ
て

初
め

て
、

専
門

職
に

よ
る

「
医

療
・

看
護

」「
介

護
・

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
」「

保
健

・

福
祉

」
と

い
う

植
物

が
い

き
い

き
と

効
果

を
発

揮
で

き
る

の
で

す
。

 

 自
助

・
互

助
・

共
助

・
公

助
 

・
言

い
換

え
る

と
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

は
、

自
分

で
で

き
る

こ
と

は
自

分
で

す
る

「
自

助
」

を
ベ

ー

ス
に

、
地

域
が

お
互

い
さ

ま
で

支
え

合
う

「
互

助
」

を
充

実
し

、
そ

の
う

え
で

必
要

な
部

分
に

は
「

共
助

」

や
「

公
助

」
を

行
う

こ
と

で
、

高
齢

者
の

在
宅

生
活

を
支

え
て

い
く

こ
と

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
 

・
高

齢
化

・
人

口
減

少
が

さ
ら

に
進

む
中

で
、

共
助

や
公

助
で

で
き

る
こ

と
に

は
ど

う
し

て
も

限
界

が
あ

り

ま
す

。
自

助
や

互
助

を
充

実
し

て
い

く
こ

と
で

、
い

く
つ

に
な

っ
て

も
安

心
し

て
暮

ら
し

続
け

ら
れ

る
「

地

域
づ

く
り

」
に

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
が

必
要

な
の

で
す

。
 

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

実
現

の
た

め
の

要
素

と
、

互
助

の
大

切
さ

 
札

幌
市

の
介

護
、

介
護

予
防

・
生

活
支

援
に

関
す

る
事

業
の

全
体

像
 

要
介

護
 

1
～

5
※

1
 

上
記

以
外

の
 

高
齢

者
 

6
5

歳
以

上
で

介
護

 

予
防

活
動

へ
の

参
加

を
希

望
さ

れ
る

方
 

対
象

者
 

国 の 制 度 に 

則 り 行 う 事 業 

札 幌 市 が 市 の 状 況 に 応 じ て 行 う 事 業 

※
1

要
介

護
度

に
つ

い
て

 

・
要

介
護

度
と

は
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

に
あ

た
っ

て
、

対
象

者
の

心
身

の
状

態
が

ど
の

程
度

な
の

か
を

示
す

基
準

で
、

大
き

く
「

要
支

援
」
「

要
介

護
」

の
2

つ
の

状
態

に
分

け
ら

れ
ま

す
。

 

○
要

介
護

：
日

常
生

活
の

基
本

的
動

作
を

自
分

で
行

う
こ

と
が

困
難

で
あ

り
、

何
ら

か
の

介
護

を
要

す

る
状

態
で

す
。

要
介

護
1

か
ら

要
介

護
5

ま
で

の
5

段
階

が
あ

り
、

要
介

護
5

が
最

も
心

身
の

機
能

が
低

下
し

た
状

態
で

す
。

 

○
要

支
援

：
日

常
生

活
の

基
本

的
動

作
を

ほ
ぼ

自
分

で
行

う
こ

と
が

可
能

で
す

が
、

要
介

護
状

態
に

な

ら
な

い
た

め
の

予
防

と
し

て
何

ら
か

の
支

援
を

要
す

る
状

態
で

す
。

軽
い

方
か

ら
要

支
援

1
、

要
支

援

2
の

2
段

階
が

あ
り

ま
す

。
 

※
2

事
業

対
象

者
 

・
要

支
援

で
は

な
い

も
の

の
生

活
機

能
の

低
下

が
み

ら
れ

る
方

に
は

判
定

を
行

い
、

適
当

と
判

断
さ

れ
れ

ば
「

介
護

予
防

・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
事

業
」

を
受

け
て

い
た

だ
け

ま
す

。
 

自
助

 
・

自
分

の
こ

と
を

自
分

で
す

る
 

 
 

 ・
自

ら
の

健
康

管
理
（

セ
ル

フ
ケ

ア
）
 

 
 

 ・
介

護
保

険
・

医
療

保
険

の
自

己
負

担
部

分
 

 
 

 
・

市
場

サ
ー

ビ
ス

の
自

費
購

入
 

互
助

 
・

地
域

住
民

同
士

の
助

け
合

い
 

 
 

 
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 

   共
助

 ・
介

護
保

険
・

医
療

保
険

制
度

に
よ

る
給

付
（

保
険

部
分

）
 

公
助

 ・
介

護
保

険
・

医
療

保
険

の
公

費
（

税

金
）

部
分

 

 
 

 ・
自

治
体

等
が

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

 

介
護

（
給

付
）

 
 

 
 
→

専
門

職
が

担
い

ま
す

 

介
護

予
防

（
給

付
）

 
→

専
門

職
が

担
い

ま
す

 

介
護

予
防

・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
 

◎
介

護
予

防
・

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

事
業

 

・
訪

問
型

サ
ー

ビ
ス

 

・
通

所
型

サ
ー

ビ
ス

 

・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
 

◎
一

般
介

護
予

防
事

業
 

地
域

に
根

ざ
し

た
介

護
予

防
活

動
・

場
を

充
実

（
介

護
予

防
教

室
・

講
座

、
健

康
入

浴
、

食
育

な
ど

）
 

地
域

住
民

と
協

働
で

行
う

取
組

 
◎

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

及
び

 

 
認

知
症

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
活

動
 

◎
生

活
支

援
体

制
整

備
事

業
 

な
ど

 

事
業

 

・
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構

築
の

た
め

、
札

幌
市

が
行

っ
て

い
る

介
護

関
連

事
業

の
全

体
像

は
下

図
の

よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

。（
2

ペ
ー

ジ
の

「
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

姿
」

図
で

は
「

介
護

」「
生

活
支

援
・

介
護

予
防

」、

左
の

「
植

木
鉢

の
図

」
で

は
「

介
護

・
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

」「
介

護
予

防
・

生
活

支
援

」
の

部
分

が
該

当
し

ま
す

）
 

今
回

の
検

討
対

象
で

す
！

 

（
詳

し
く

は
4

ペ
ー

ジ
で

説
明

し
ま

す
）
 

今
回

の
検

討
 

対
象

で
す

！
 

（
詳

し
く

は
4

ペ
ー

ジ
で

説
明

し
ま

す
）

 

出
典

：
三

菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ

リ
サ

ー
チ

＆
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
「

＜
地

域
包

括
ケ

ア
研

究
会

＞
地

域
包

括
ケ

ア

シ
ス

テ
ム

と
地

域
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」（

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

構
築

に
向

け
た

制
度

及
び

サ
ー

ビ
ス

の

あ
り

方
に

関
す

る
研

究
事

業
）
、

平
成

2
7

年
度

厚
生

労
働

省
老

人
保

健
健

康
増

進
等

事
業

、
2

0
1

6
年

 

主
に

専
門

職
が

 
担

い
ま

す
 

→
 

住
民

、
行

政
等

の
 

協
働

で
行

い
ま

す
 

→
 

上
記

以
外

の
 

事
業

対
象

者
※

2
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                                       ・
国

が
定

め
た

介
護

保
険

制
度

に
則

り
、

札
幌

市
が

運
営

し
て

い
ま

す
。

 

・
要

介
護

1
～

5
、

要
支

援
1

・
2

と
認

定
さ

れ
た

方
が

利
用

で
き

ま
す

 

・
介

護
・

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

は
、

資
格

を
持

っ
た

介
護

の
専

門
職

が
担

い
ま

す
。

 

・
詳

し
く

は
同

封
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

「
な

る
ほ

ど
実

に
な

る
介

護
保

険
」

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

 

   札
幌

市
に

よ
る

介
護

・
介

護
予

防
・

生
活

支
援

の
た

め
の

施
策

の
概

要
 

介
護

・
介

護
予

防
（

給
付

）
 

・
札

幌
市

が
市

の
状

況
に

応
じ

て
独

自
の

基
準

を
設

定
し

行
う

事
業

で
す

。
 

・
要

支
援

1
・

2
認

定
を

受
け

た
高

齢
者

と
、

要
介

護
・

要
支

援
以

外
の

高
齢

者
を

対
象

に
し

て
い

ま
す

。
 

・
主

に
資

格
を

持
っ

た
介

護
の

専
門

職
が

担
い

ま
す

。
 

・
元

気
な

状
態

を
維

持
し

た
り

、
住

み
慣

れ
た

地
域

で
自

立
し

た
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
支

え

る
た

め
の

事
業

で
す

。
 

介
護

予
防

・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
事

業
 

・
要

支
援

に
認

定
さ

れ
た

方
や

、
生

活
機

能
の

低
下

が
み

ら
れ

本
事

業
に

該
当

す
る

方
（

事
業

対
象

者
）

が

利
用

で
き

ま
す

。
 

・
要

介
護

状
態

に
な

ら
な

い
た

め
に

一
定

期
間

生
活

援
助

を
行

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

で
き

る
か

ぎ
り

住
み

慣

れ
た

地
域

で
自

立
し

て
生

活
で

き
る

よ
う

支
援

す
る

事
業

で
す

。
 

・「
訪

問
型

サ
ー

ビ
ス

」「
通

所
型

サ
ー

ビ
ス

」「
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
」

の
3

種
類

の
サ

ー
ビ

ス
を

行
っ

て
い

ま
す

。
 

・
詳

し
く

は
同

封
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

2
2

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
 

一
般

介
護

予
防

事
業

 
・

6
5

歳
以

上
で

介
護

予
防

活
動

へ
の

参
加

を
希

望
す

る
方

を
対

象
に

し
た

取
組

で
す

。
 

・
介

護
予

防
や

食
に

関
す

る
教

室
・

講
座

を
行

っ
た

り
、

地
域

の
み

な
さ

ん
が

主
体

と
な

っ
て

行
う

介
護

予

防
の

活
動

を
支

援
し

て
い

ま
す

。
 

・
参

加
者

同
士

の
交

流
や

社
会

参
加

を
通

じ
て

、
介

護
予

防
、

生
活

の
質

の
向

上
に

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

を

ね
ら

い
と

し
て

い
ま

す
。

 

 介
護

予
防

・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
 

地
域

住
民

と
協

働
で

行
う

取
組

（
主

な
も

の
）

 

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

及
び

認
知

症
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

 
・

札
幌

市
で

は
、

認
知

症
に

つ
い

て
正

し
い

知
識

を
持

ち
、

認
知

症
の

方
や

そ
の

ご
家

族
を

地
域

や
職

場
で

見
守

り
支

え
る

人
と

し
て

「
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
」

を
養

成
し

て
い

ま
す

。
 

・
ま

た
「

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

」
受

講
者

等
に

呼
び

か
け

、
希

望
者

を
「

認
知

症
支

援
ボ

ラ
ン

テ

ィ
ア

」
と

し
て

登
録

し
、

認
知

症
の

人
と

家
族

を
支

援
す

る
活

動
を

行
っ

て
い

ま
す

。
 

・
具

体
的

に
は

「
認

知
症

カ
フ

ェ
」

※
の

運
営

支
援

や
認

知
症

に
関

す
る

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
支

援
な

ど
を

行

っ
て

お
り

、
平

成
2

8
年

度
は

延
べ

1
4

4
回

の
活

動
を

行
い

ま
し

た
。

 

      生
活

支
援

体
制

整
備

事
業

（
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

活
動

）
 

・
各

区
に

「
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
」

を
置

き
、

町
内

会
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
N

P
O

、
民

間
企

業
な

ど
地

域
の

方
々

・
機

関
と

連
携

を
図

り
、

高
齢

者
に

対
す

る
地

域
の

支
え

あ
い

の
体

制
づ

く
り

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
 

・
平

成
2

8
年

度
に

は
3

区
で

先
行

し
て

モ
デ

ル
事

業
を

行
い

ま
し

た
（

事
例

と
し

て
ご

紹
介

し
ま

す
）
：

 

○
 
A

町
内

会
で

は
、

地
域

通
貨

を
用

い
て

、
ち

ょ
っ

と
し

た
困

り
ご

と
や

手
助

け
が

必
要

な
時

に
、

同
じ

町
内

会
の

方
に

よ
る

お
手

伝
い

を
受

け
ら

れ
る

仕
組

み
を

立
ち

上
げ

ま
し

た
。

認
知

症
な

ど
に

よ
る

徘

徊
へ

の
対

応
や

電
気

機
器

の
操

作
支

援
、

入
院

へ
の

付
き

添
い

等
の

支
援

を
行

っ
て

い
ま

す
。

 
 

○
 
B

地
区

で
は

、
高

齢
者

が
多

い
地

域
で

ニ
ー

ズ
調

査
を

行
い

、
ス

ー
パ

ー
の

宅
配

サ
ー

ビ
ス

等
を

一
覧

に
ま

と
め

た
ほ

か
、

生
活

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

グ
ル

ー
プ

を
立

ち
上

げ
、

買
物

や
通

院
の

付
き

添
い

、

掃
除

等
の

支
援

を
行

っ
て

い
ま

す
。

 
 

○
 
C

地
区

で
は

、
高

齢
者

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
す

る
た

め
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
や

聞
き

取
り

調
査

、
担

い
手

を
育

成
す

る
た

め
の

講
座

な
ど

を
実

施
し

ま
し

た
。

今
後

、
高

齢
者

の
要

望
と

し
て

多
か

っ
た

買
い

物

支
援

の
た

め
の

仕
組

み
づ

く
り

に
つ

い
て

、
地

区
内

の
関

係
者

と
検

討
を

進
め

て
い

く
予

定
で

す
。

 

  

※
認

知
症

カ
フ

ェ
 

・
認

知
症

の
方

と
家

族
、

地
域

住
民

、
専

門
職

が
お

茶
を

飲
ん

で
ゆ

っ
く

り
過

ご
し

た
り

、
認

知
症

に

関
す

る
相

談
を

す
る

こ
と

が
可

能
な

場
と

し
て

、
地

域
の

高
齢

者
福

祉
施

設
や

カ
フ

ェ
な

ど
で

、
定

期
・

不
定

期
に

開
催

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

・
平

成
2

9
年

7
月

3
日

現
在

、
札

幌
市

内
4

7
箇

所
で

開
催

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

今
回

の
市

民
参

加
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
目

的
は

、
こ

う
い

っ
た

「
地

域
住

民
と

協
働

で
行

う
取

組
」

＝
「

地
域

住
民

主
体

の
取

組
」

と
し

て
、

ど
の

よ
う

な
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
か

、
そ

の
た

め
に

札
幌

市
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
を

行
う

べ
き

か
、

ど
の

よ
う

な
こ

と
に

留
意

す
べ

き
か

、
市

民
目

線
か

ら
の

ア
イ

デ
ア

・
ご

意
見

を
お

聞
き

す
る

こ
と

で
す

。
 

（
そ

の
具

体
的

な
内

容
は

1
ペ

ー
ジ

「
ご

検
討

い
た

だ
く

こ
と

」
を

ご
覧

く
だ

さ
い

）
 

「
高

齢
者

保
健

福
祉

計
画

・
介

護
保

険
事

業
計

画
」

の
検

討
に

つ
い

て
 

・
現

在
、

行
政

評
価

と
並

行
し

て
、

こ
こ

に
挙

げ
た

介
護

関
連

施
策

の
あ

り
方

に
つ

い
て

定
め

る
「

高
齢

者

保
健

福
祉

計
画

・
介

護
保

険
事

業
計

画
（

平
成

3
0

～
3

2
年

度
版

）
」

の
検

討
を

、
有

識
者

と
公

募
市

民

を
交

え
た

「
札

幌
市

介
護

保
険

事
業

計
画

推
進

委
員

会
」

に
て

行
っ

て
い

ま
す

。
 

・
こ

の
計

画
に

関
す

る
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

（
市

民
意

見
募

集
）

を
平

成
2

9
年

1
2

月
～

平
成

3
0

年

1
月

に
か

け
て

行
う

予
定

で
す

。
 

・
計

画
書

（
素

案
）

に
は

そ
れ

ぞ
れ

の
事

業
に

つ
い

て
よ

り
詳

し
い

説
明

も
掲

載
さ

れ
ま

す
の

で
、

個
々

の

事
業

に
つ

い
て

の
ご

意
見

は
、

後
日

、
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

に
て

お
寄

せ
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

・
札

幌
市

介
護

保
険

事
業

計
画

推
進

委
員

会
で

の
検

討
の

内
容

は
下

記
か

ら
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
：

 

 
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.c
it
y
.s

a
p
p
o
ro

.jp
/
k
a
ig

o
/
k
5

0
0

p
la

n
/
k
-
5

7
0

iin
k
a
i.h

tm
l 
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（２）事前質問票 

平成 29 年度 札幌市行政評価 市民参加ワークショップ 

事前質問票 

◎検討テーマや札幌市の取組、行政評価、ワークショップについてご質問・疑問点があれ

ばこの質問票または電子メールにてお寄せください。 

◎質問票では紙面が足りなければ、別の紙に書いていただいても結構です。 

◎8 月 1８日（金）必着にてお送りください。 

◎下記まで FAX、電子メール、郵送、ご持参、いずれかの手段でお送りください。 

・電子メールの場合は、件名に「事前質問票」、本文には氏名を明記の上お送りください。 

・郵送の場合は、同封の返信用封筒をご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■FAX ：011-218-5194 

■電子メール ：kaikaku2@city.sapporo.jp 

■住所 ：〒060-8611 札幌市中央区北 1 条西 2 丁目 

       札幌市 総務局 改革推進室推進課 市民参加ワークショップ担当 宛 

■ご質問者氏名：                

■ご質問は以下にお書きください： 

- 73 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．第 1 回ワークショップ資料 

（１）プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討テーマ「地域で支える介護～私たちにできること～」を踏まえ、 

・自分でできる日頃からの備え（自助の取組） 

・となり近所の支え合い（互助の取組） 

について、ご意見をいただくこと 

 

１．開会・主催者挨拶 

２．ガイダンス、事前質問票へのご回答 

３．グループワーク 

  ・アイスブレイク 

  ・グループワーク 1「追加の疑問点抽出」 

  ・グループワーク 2「アイデアと課題の抽出」 

  ・グループワーク 3「アイデアの評価、検討を進める『取組』の決定」 

４．全体ワーク 

  ・グループ発表 

５．閉会 

市民参加ワークショップの目的 

日時：平成 29 年 8 月 26 日（土）13:30～17:15 

場所：札幌市中央区民センター 2F つどい A・B 

主催：札幌市 ／ 司会・運営：株式会社ノーザンクロス 

プログラム 

平成 29 年度 札幌市行政評価 市民参加ワークショップ 

～第１回 アイデアの抽出～ 

 

自分でできる日頃からの備え、となり近所の支え合い として 

地域においてどのような取組が考えられるか 

ご意見をいただき、整理すること（アイデアの抽出） 

第 1 回めの目標 
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１．ワークショップ（グループワーク）とは： 

いろいろな立場、考えの人が集まり、一緒に作業したり体を動かすことを通じて、お互い

の意見を理解しあい、協力して新たな発見や共有の方向性を見い出す「体験型／参加型の

会議・講座」です。 

(意見を戦わせる｢議論｣や、疑問・不明点を明らかにする｢質疑応答｣の場ではありません) 

 

２．ワークショップの掟： 

其の一 頭に浮かんだことは、些細なことでも、「ちょっと違うかも」と思っても、恥ず

かしがらずに言ってみること。 

其の二 人の話は途中でさえぎらずよく聞くこと。 

其の三 人の言ったことを批判したり茶化したりしないこと。 

其の四 他の人が発言できるよう、発言は短めにすること。 

其の五 気軽に明るく楽しく取り組むこと。 

ワークショップについて 

 memo 
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平
成

2
9
年

度
札

幌
市

行
政

評
価

市
民

参
加

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

0

検
討

テ
ー

マ
：

地
域

で
支

え
る

介
護

～
私

た
ち

に
で

き
る

こ
と

～

第
1
回

ア
イ

デ
ア

の
抽

出

日
時
：
平
成

2
9
年

8
月

2
6
日
（
土
）

1
3
:3

0
～

1
7
:1

5

場
所
：
札
幌
市
中
央
区
民
セ
ン
タ
ー

2
F
つ
ど

い
A
・

B

主
催
：
札
幌
市

司
会
・
運
営
：
株
式
会
社
ノ
ー
ザ
ン
ク
ロ
ス

１
．

開
会

・
主

催
者

挨
拶

1

２
．

ガ
イ

ダ
ン

ス
、

事
前

質
問

票
へ

の
ご

回
答

2

行
政

評
価

、
市

民
参

加
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
役

割
・
位

置
づ

け
等

に
つ

い
て

3
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行
政

評
価

委
員

会
市

民
参

加
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
役

割
・

位
置

づ
け

①

4

行
政

評
価

委
員

会
に

つ
い

て

市
の

施
策

・
事

業
等

を
第

三
者

の
視

点
で

評
価

す
る

札
幌

市
の

外
部

機
関

で
、

市
役

所
外

部
の

専
門

家
か

ら
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

札
幌

市
が

行
う

事
業

の
必

要
性

や
効

果
、

課
題

や
改

善
策

に
つ

い
て

、
行

政
で

は
気

づ
か

な
い

点
に

つ
い

て
審

議
・

評
価

す
る

の
が

そ
の

役
割

で
す

。
評

価
の

結

果
は

、
事

業
の

見
直

し
・

改
善

に
活

用
さ

れ
ま

す
。

市
民

参
加

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

つ
い

て

行
政

評
価

委
員

会
で

審
議

す
る

テ
ー

マ
の

中
か

ら
、

特
に

市
民

生
活

と
関

わ
り

が
深

く
、

市
民

目
線

・
市

民
感

覚
で

議
論

す
る

こ
と

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
テ

ー

マ
に

つ
い

て
、

一
般

市
民

の
方

々
か

ら
ご

意
見

を
お

聞
き

す
る

た
め

に
実

施
す

る

も
の

で
す

。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

出
さ

れ
た

意
見

は
、

行
政

評
価

委
員

会
で

の
審

議
に

活
用

さ
れ

ま
す

。

行
政

評
価

委
員

会
市

民
参

加
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
役

割
・

位
置

づ
け

②

5

市
役

所
内

で
の

事
業

の
進

め
方

 
外

部
評

価
 

行
政

評
価

委
員

会
 

市
民

参
加

ﾜ
ｰ
ｸ
ｼ
ｮ
ｯ
ﾌ
ﾟ
 

②
検

討
ﾃ
ｰ
ﾏ
の

設
定

、
 

検
討

依
頼

 
③

検
討

結
果

（
市

民
 

意
見

）
の

報
告

 

見
直

し
 

実
施

 

評
価

 
計

画
 

①
検

討
依

頼
 

④
市

民
意

見
も

踏
ま

え
た

審
議

結
果

を
答

申
 

 

行
政

評
価

委
員

会
市

民
参

加
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
役

割
・

位
置

づ
け

③
～

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

～

6

平
成
2
9
年

6
月
1
3
日

第
1
回
委
員
会

〃
6
月
3
0
日

第
2
回
委
員
会

〃
8
月
2
6
日

市
民
参
加
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

第
1
回

め

〃
9
月
9
日

市
民
参
加
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

第
2
回

め

〃
1
0
月

第
3
回
委
員
会
（
予
定

）

〃
1
1
月

第
4
回
委
員
会
（
予
定

）

〃
1
2
月

第
5
回
委
員
会
（
予
定

）

平
成
3
0
年

1
月
下
旬

市
長
へ
の
報
告
書
手
交

〃
2
月

評
価
結
果
の
公
表

市
民

参
加

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

目
的

7

検
討

テ
ー

マ

「
地

域
で

支
え

る
介

護
～

私
た

ち
に

で
き

る
こ

と
～

」

を
踏

ま
え

、

・
自

分
で

で
き

る
日

頃
か

ら
の

備
え

（
自

助
の

取
組

）

・
と

な
り

近
所

の
支

え
合

い
（

互
助

の
取

組
）

に
つ

い
て

、
ご

意
見

を
い

た
だ

く
こ

と
。
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市
民

参
加

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

目
標

8

し
て

、
自

分
で

で
き

る
日

頃
か

ら
の

備
え

、
と

な
り

近
所

の
支

え
合

い
と

し
て

、

第
1

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
8

月
2

6
日

）
：

地
域

に
お

い
て

ど
の

よ
う

な
取

組
が

考
え

ら
れ

る
か

ご
意

見
を

い
た

だ
き

、
整

理
す

る
こ

と
（

ア
イ

デ
ア

の
抽

出
）

第
2

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
9

月
9

日
）

：
ア

イ
デ

ア
実

現
に

向
け

て
ど

の
よ

う
な

課
題

が
あ

る
か

、
そ

れ
ら

の
解

決
方

策
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と

内
容

を
絞

り
込

み
検

討
し

て
い

き
ま

す
！

本
日

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

9

１
．

開
会

・
主

催
者

挨
拶

２
．

ガ
イ

ダ
ン

ス
、

事
前

質
問

票
へ

の
ご

回
答

３
．

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク

・
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

1
「

追
加

の
疑

問
点

抽
出

」

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

2
「

ア
イ

デ
ア

と
課

題
の

抽
出

」

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

3

「
ア

イ
デ

ア
の

評
価

、
検

討
を

進
め

る
『

取
組

』
の

決
定

」

４
．

全
体

ワ
ー

ク

・
グ

ル
ー

プ
発

表

５
．

閉
会

検
討

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、

事
前

質
問

票
へ

の
ご

回
答

疑
問

点
が

あ
れ

ば
黄

色
の

ふ
せ

ん
に

サ
イ

ン
ペ

ン
で

書
き

出
し

て
！

（
※

1
枚

の
ふ

せ
ん

に
は

1
つ

だ
け

）

1
0

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

進
め

方
に

つ
い

て

1
1
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ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
と

は
？

○
い

ろ
い

ろ
な

立
場

、
考

え
の

人
が

集
ま

り
、

一
緒

に

作
業

し
た

り
体

を
動

か
す

こ
と

を
通

じ
て

、
お

互
い

の
意

見
を

理
解

し
あ

い
、

協
力

し
て

新
た

な
発

見
や

共
有

の
方

向
性

を
見

い
出

す
「
体

験
型

／
参

加
型

の
会

議
・
講

座
」

○
意

見
を

戦
わ

せ
る

｢議
論

｣や
、

疑
問

・
不

明
点

を
明

ら
か

に
す

る
｢質

疑
応

答
｣の

場
で

は
あ

り
ま

せ
ん

1
2

親
和

図
法

（
K
J法

）
に

つ
い

て

1
3

か
ら

の
脱

却
。

独
断

的
な

分
類

の
ワ

ク
組

み
を

適
用

し
な

い
。

●
文

化
人

類
学

者
・
川

喜
多

二
郎

氏
（

2
0

0
9
年

没
）
が

考
案

し
た

デ
ー

タ
整

理
・
問

題
解

決
手

法
。

●
「
混

沌
を

し
て

語
ら

し
め

る
」

…
混

沌
と

し
た

デ
ー

タ
か

ら
何

ら
か

の
形

（
秩

序
、

法
則

、
因

果
関

係
…

）
を

見
出

す
。

●
「
専

制
的

」
で

は
な

く
、

「
民

主
的

」
手

法
…

「
ア

テ
ハ

メ
思

考
」

か
ら

の
脱

却
。

独
断

的
な

分
類

の
ワ

ク
組

み
を

適
用

し
な

い
。

●
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
で

は
な

く
、

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

の
手

法
。

親
和

図
法

（
K
J法

）
の

進
め

方

1
4

①
課

題
や

ア
イ

デ
ア

を
「

ふ
せ

ん
」

に
書

き
出

し
○

１
枚

の
付

箋
に

は
１

つ
だ

け
！

○
な

る
べ

く
簡

潔
に

！
具

体
的

に

一
人

暮
ら

し
や

夫
婦

暮
ら

し
の

高
齢

者
を

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

す
る

○
良

い
例

・独
居

老
人

の
認

知
症

が
進

ん
だ

り
、

人
知

れ
ず

お
亡

く
な

り
に

な
る

と
い

う
よ

う
な

悲
し

い
報

道
を

よ
く

聞
き

ま
す

が
、

自
宅

の
近

く
で

も
発

生
し

ま
し

た
。

・そ
う

い
っ

た
こ

と
が

な
い

よ
う

に
、

独
居

と
夫

婦
二

人
暮

ら
し

の
高

齢
者

を
ま

ず
調

べ
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

・し
か

し
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
…

×
悪

い
例

1
5

②
模

造
紙

（
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

に
付

箋
を

貼
り

付
け

○
一

人
ず

つ
付

箋
の

内
容

を
発

表
し

な
が

ら
、

似
た

も
の

・
関

係
の

あ
り

そ
う

な
も

の
同

士
が

近
く
に

な
る

よ
う

貼
付

け
！

○
一

見
つ

ま
ら

な
く
思

え
る

も
の

も
捨

て
ず

に
貼

り
付

け
る

！
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1
6

③
島

づ
く

り
と

タ
イ

ト
ル

付
け

○
整

理
し

つ
つ

、
似

た
も

の
同

士
を

線
で

囲
み

「
島

」
を

つ
く
る

○
そ

れ
ぞ

れ
の

島
に

タ
イ

ト
ル

を
つ

け
る

。
簡

潔
に

！
○

島
に

な
ら

な
い

も
の

（
離

れ
ザ

ル
）
も

捨
て

な
い

！

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

1
7

④
関

係
線

で
結

ぶ
○

関
連

が
あ

る
島

を
線

で
結

ぶ
○

そ
れ

ぞ
れ

の
島

が
ど

う
い

う
関

係
か

、
コ

メ
ン

ト
す

る

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

関
係

線
の

種
類

○
原

因
→

結
果

○
相

互
関

係

○
対

立
関

係

※
必

要
に

応
じ

、
他

の
線

を
使

っ
て

も
可

1
8

1
9
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2
0

2
1

                                       

利
用

者
の

マ
ナ

ー
と

管
理

や
規

制
 

   
大

人
が

火
を

使
っ

て
バ

ー
ベ

キ
ュ

ー
を

し
て

お

り
、

た
ま

り
場

に
な

っ
て

い
る

。
 

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

の
で

き
る

公
園

を
つ

く
る

。
 

他
の

人
が

使
い

に
く

い
。

安
心

で
き

な
い

。
 

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

は
×

 

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

し
た

い
 

利
用

者
の

き
ち

ん
と

し
た

モ
ラ

ル
に

基
づ

い

て
、

何
で

も
で

き
る

公
園

を
設

け
る

。
 

公
園

の
管

理
を

す
る

人
が

い
な

い
の

が
問

題
。

 

（
首

都
圏

に
比

べ
て

）
犬

の
リ

ー
ド

を
き

ち
ん

と
つ

け
て

い
て

、
マ

ナ
ー

が
良

い
と

思
う

。
 

公
園

の
役

割
・

目
的

・
ル

ー
ル

を
決

め
て

、
大

人
が

し
っ

か
り

す
る

。
 

利
用

者
の

マ
ナ

ー
・

モ
ラ

ル
に

基
づ

い
て

、
規

制

の
少

な
い

公
園

を
設

置
 

★
大

き
な

公
園

は
迷

惑
駐

車
が

多
い

。
 

迷
惑

駐
車

を
と

り
し

ま
っ

て
ほ

し
い

。
 

駐
車

場
を

広
く

し
て

ほ
し

い
。

 

駐
車

券
制

度
に

す
れ

ば
、

迷
惑

駐
車

が
減

る
の

で
は

な
い

か
。

 

公
園

は
、

「
徒

歩
圏

」
を

考
え

て
つ

く
ら

れ
て

い
る

。
も

っ
と

歩
い

て
き

て
も

ら
う

？
 

近
隣

公
園

等
の

迷
惑

駐
車

 

公
園

で
ゆ

っ
く

り
で

き
る

休
み

が
ほ

し
い

。
 

…
そ

も
そ

も
 

好
き
な
公
園

 
    

★
広

々
と

し
て

い
る

。
 

★
噴

水
が

あ
り

、
子

ど
も

た
ち

が
安

心
し

て
水

に
親

し
め

る
。

 

ふ
れ

あ
い

広
場

あ
つ

べ
つ

と
科

学
館

前
公

園
 

白
石
区
・
厚
別
区
チ
ー
ム
 

少
子

高
齢

化
へ

の
対

応
は

？
 

    

街
区

公
園

で
遊

ん
で

い
る

子
ど

も
の

姿
を

見
か

け
な

く
な

っ
た

。
 

子
ど

も
が

い
な

い
の

に
遊

具
が

あ
っ

て
も

仕
方

が
な

い
。

 

街
区

公
園

の
中

に
保

育
園

を
建

て
る

。
 

公
園

と
保

育
園

機
能

が
両

立
で

き
る

多
層

的
な

も
の

に
す

る
。

 

子
ど

も
 

高
齢

者
が

利
用

す
る

公
園

と

は
？

 

大
人

向
け

の
公

園
施

設
が

あ
る

と
良

い
（

が
、

イ
メ

ー
ジ

は
ま

だ

わ
か

ら
な

い
）

。
 

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

場
は

人
気

が
あ

る
。

増
え

る
と

良
い

。
 

高
齢

者
 

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て

 
の
公
園
 

      

人
と

人
と

の
ふ

れ
あ

い
の

場
で

あ
っ

て
ほ

し
い

(コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
形

成
)。

 

「
イ

ベ
ン

ト
」

で
は

な
く

、
日

常
的

に
、

何
と

な
く

立
ち

寄
る

場
所

に
。

 

（
首

都
圏

に
比

べ
る

と
）

ホ
ー

ム
レ

ス
の

人
も

少
な

く
、

と
て

も
安

全
な

公
園

が
多

い
！

 

＝
「

ふ
れ

あ
い

の
場

」
に

適
す

る
 

今
の

魅
力

 

目
標

 

バ
リ

ア
フ

リ
ー

の
公

園
が

必
要

 
冬

の
活

用
と

「
雪

置
き

場
」

 

   

公
園

近
く

の
交

差
点

や
周

囲
に

雪
が

多
く

積
ま

れ
る

た
め

、
見

通

し
が

悪
い

。
 

★
地

域
の

雪
置

き
場

と
し

て
活

用
し

て
良

い
の

か
？

 

公
園

に
は

フ
ェ

ン
ス

は
つ

け
ず

、

雪
を

入
れ

や
す

く
す

る
。

 

な
ら

ば
雪

を
入

れ
や

す
い

公
園

と
し

て
ほ

し
い

。
 

置
き

雪
を

利
用

し
た

遊
び

場
と

し
て

活
用

す
る

。
 

地
域

で
雪

像
づ

く
り

。
 

か
ま

く
ら

を
つ

く
る

。
 

公
園

の
安

全
確

保
 

地
域

の
雪

置
き

場
 

雪
置

き
場

＆
遊

び
場

 

滑
り

台
を

作
っ

て
遊

ぶ
。

 

第
2
回

の
検

討
課

題
：
 

大
人
の
公
園
 

2
2

                                        

 

違
法
駐
車
・
交
通
問
題

 

駐
車

場
の

整
備

。
 

★
公

園
周

り
の

駐
車

（
街

区
）

。
 

駐
車

車
両

の
対

策
。

 

ド
ッ
グ
ラ
ン
が
な
い

 

犬
を

は
な

せ
る

場
所

が
な

い
。

 

ド
ッ

グ
ラ

ン
の

整
備

。
 

ゆ
る
や
か
な
ル
ー
ル

 
づ
く
り
 

★
禁

止
が

多
い

。
 

お
か

し
な

ロ
ー

カ
ル

ル
ー

ル
が

あ
る

。
 

ダ
メ

出
し

が
多

く
て

使
え

な
い

。
 

進
め
方
に
つ
い
て

 

他
の

区
の

方
と

も
意

見
交

換
す

る
こ

と
が

大
切

！
 

豊
平

区
チ

ー
ム

 

防
犯

対
策

 

地
域
に
配

慮
し

た
イ

ベ
ン

ト
対

策
 

イ
ベ

ン
ト

増
や

し
て

。
【

中
央

区
 

中
島

公
園

】
 

国
際

化
す

る
な

か
で

、
大

規
模

公
園

の
イ

ベ
ン

ト
が

地
域

か
ら

か
い

離
し

て
い

る
の

で
は

？
 

W
i-

F
iが

使
え

る
公

園
。

 

総
合

公
園

に
コ

ン
ビ

ニ
・

ス
タ

バ
を

。
 

通
信

環
境

（
防

災
で

も
）

。
 

防
災

（
保

水
池

）
地

下
設

置
。

 

防
犯

カ
メ

ラ
の

あ
る

公
園

。
あ

っ
た

方
が

良
い

。
 

防
犯

・
防

災
に

も
役

立
つ

設
備

 

★
夜

間
照

明
を

明
る

く
！

L
E

D
や

ソ
ー

ラ
ー

ラ
イ

ト
の

増
設

。
 

★
防

犯
灯

の
整

備
。

 

公
園

内
の

外
灯

設
置

。
 

防
犯

カ
メ

ラ
の

設
置

。
死

角
に

な
る

と
こ

ろ
が

な
い

よ
う

に
。

 

犯
罪

防
止

の
監

視
方

法
。

 

定
義

な
ど

の
あ

い
ま

い
さ

 

公
園

の
“

地
域

”
の

イ
メ

ー
ジ

が
沸

か
な

い
。

 

対
象

に
し

て
い

る
居

住
者

が
あ

い
ま

い
で

は
な

い
か

？
 窓
口

の
一

元
化

 

地
域

の
力

で
管

理
す

る
方

法
。

 

希
望

・
要

望
の

窓
口

が
わ

か
ら

な
い

。
 

管
理

が
わ

か
り

づ
ら

い
。

 

行
政

の
予

算
の

中
で

や
れ

る
こ

と
に

は
限

り
が

あ
る

の
で

は
？

 

公
園

管
理

者
の

表
示

（
連

絡
先

）
。

 
枝

・
落

ち
葉

の
問

題
 

公
園

内
の

木
の

植
え

方
（

枝
処

理
）

。
 

カ
ラ

ス
対

策
。

 

★
ゴ

ミ
の

散
乱

。
食

べ
た

後
の

袋
や

ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
。

 

ゴ
ミ

処
理

に
つ

い
て

。
 

★
犬

の
フ

ン
を

そ
の

ま
ま

袋
に

入
れ

て
捨

て
て

い
る

。
 

周
知

も
必

要
！

 

ベ
ン

チ
が

す
わ

れ
な

い
。

 

管
理

し
て

い
る

主
体

が
わ

か
ら

な
い

。
 

ゴ
ミ

問
題

 

第
2
回

の
検

討
課

題
：

 

行
政
窓
口
の
一
元
化
と
 

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
公
園
づ
く
り
 

樹
木

・
み

ど
り

の
充

実
 

花
壇

が
美

し
い

。
 

★
緑

（
特

に
木

）
。

 

整
備

が
行

わ
れ

て
い

る
公

園
に

は
人

が
多

い
。

 

草
が

き
れ

い
に

刈
ら

れ
て

い
る

。
 

水
場

を
つ

く
る

 

せ
せ

ら
ぎ

・
い

や
し

。
 

水
場

（
川

・
沼

）
が

少
な

い
。

 

散
策

路
 

★
高

齢
化

＝
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
場

、

散
歩

道
。

 

ベ
ン

チ
の

設
置

。
道

路
の

各
所

。
 

散
策

路
⇔

高
齢

者
の

た
め

。
 

地
区

公
園

以
上

、
散

策
路

整
備

。
 

2
3

                                        

公
園
を
き
れ
い
に

 

花
壇

に
あ

る
花

の
バ

ラ
ン

ス
・

色
合

い
が

あ
ま

り
良

く
な

い
。

セ
ン

ス
が

な
い

。
【

農
試

公
園

】 

犬
の

散
歩

で
ふ

ん
の

始
末

し
な

い
方

に
憤

慨
。

 

ご
み

の
散

乱
。

【
豊

平
区

 
協

和
公

園
】

 

→
地

域
の

人
が

清
掃

し
て

い
る

。
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
公

園
管

理
 

（
元

園
芸

の
プ

ロ
に

頼
む

）
。

 

「
公

園
」
=「

緑
が

あ
る

と
こ

ろ
」
じ

ゃ
な

い
の

？
 

公
園

全
体

が
キ

レ
イ

で
は

な
い

。
 

4
 

西
・
手
稲
区
チ
ー
ム
 

第
2
回
の
検
討
課
題
：
 

め
ざ
せ
ベ
ス
ト
パ
ー
ク
！
 

公
園
や
広
場
の
 

あ
る
べ
き
姿
と
は
？
 

公
園
の
認
知
度

 

設
備

に
つ

い
て

 

★
「

座
り

た
い

」
と

思
う

よ
う

な
ベ

ン
チ

が
少

な
い

。
 

【
発

寒
し

ら
か

ば
公

園
】

→
ペ

ン
キ

が
は

が
れ

て
い

る
。

汚
れ

て
い

る
。

 

雨
な

ど
で

簡
単

に
汚

れ
が

落
ち

る
ベ

ン
チ

が
ほ

し
い

。
 

ベ
ン

チ
の

み
の

公
園

。
誰

が
使

う
？

 

憩
い

の
場

と
し

て
利

用
で

き
る

公
園

が
少

な
い

。
 

大
き

な
石

を
ベ

ン
チ

代
わ

り
に

し
て

み
て

は
？

 

憩
い

の
場

と
し

て
 

子
ど

も
達

の
遊

び
場

 

★
壊

れ
た

遊
具

の
修

理
。

 

【
豊

平
区

 
協

和
公

園
】

→
一

年
中

壊
れ

た
ま

ま
。

い
つ

直
す

の
？

 

★
そ

も
そ

も
、

子
ど

も
達

が
自

由
に

遊
べ

る
場

所
が

少
な

い
。

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
で

き
る

場
所

が
な

い
。

 

ボ
ー

ル
遊

び
や

お
に

ご
っ

こ
な

ど
が

気
兼

ね
な

く
で

き
る

、
障

害
物

の
な

い
公

園
が

ほ
し

い
。

 

チ
ョ

ー
ク

遊
び

で
き

る
場

所
が

あ
る

と
良

い
。

 

 

「
ト

イ
レ

」
「

水
飲

み
場

」
「

時
計

」

を
「

新
・

三
種

の
神

器
」

と
し

て
、

全
て

の
公

園
に

設
置

し
て

ほ
し

い
。

 

公
園

設
備

は
ど

の
よ

う
な

基
準

で
設

置
し

て
い

る
の

？
 

小
規

模
公

園
の

施
設

や
設

備
の

利
用

実
態

は
？

 
築

山
の

影
の

安
全

性
、

夜
の

外
灯

不

足
。

【
西

区
 

西
野

グ
リ

ー
ン

公
園

】 

→
物

影
が

多
く

、
不

安
。

 

★
広

い
公

園
に

も
か

か
わ

ら
ず

案
内

板
や

標
識

が
少

な
い

。
 

【
中

央
区

 
中

島
公

園
】

 

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

場
が

あ
る

け
ど

、
あ

ま
り

利
用

さ
れ

て
い

な
い

の
で

は
？

【
西

区
 

農
試

公
園

】
 

そ
の

他
 

街
区

公
園

。
滑

り
台

・
ブ

ラ
ン

コ
・

ベ
ン

チ
が

１
つ

だ
け

。
ど

こ
も

同
じ

。 

 

公
園

の
名

前
が

わ
か

り
に

く
い

（
覚

え
に

く
い

）
。

 

公
園

の
名

前
は

、
市

民
が

イ
メ

ー
ジ

し
や

す
い

も
の

に
変

え
て

ほ
し

い
。

 

全
て

「
公

園
」

に
す

る
の

で
は

な
く

、

規
模

に
よ

っ
て

「
広

場
」

に
す

る
な

ど
、

名
称

を
使

い
分

け
て

み
て

は
？

 

規
模

や
地

域
に

適
し

た
名

前
を

 

利
用

者
の

少
な

い
公

園
。

も
っ

た
い

な
い

。
【

西
区

 
な

か
よ

し
公

園
】

 

★
公

園
の

周
知

が
足

り
な

い
の

で

は
？

（
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

地
図

の
掲

示
等

で
周

知
し

て
き

た
か

）
。

 

 ★
公

園
（

特
に

大
き

な
公

園
）

は
、

市
民

に
ど

の
程

度
認

知
さ

れ
て

い
る

の
か

。
 

 

家
と

家
に

挟
ま

れ
た

街
区

公
園

。
利

用
し

づ
ら

い
。

 

小
さ

な
公

園
、

隣
近

所
の

人
以

外
使

っ
て

い
な

い
。

 

 

少
な

い
利

用
者

・
周

知
不

足
？

 

（
「

雪
捨

て
」

以
外

の
）

公
園

の
活

用
方

法
の

検
討

。
 

街
区

公
園

の
冬

期
利

用
を

ど
う

考
え

て
い

く
か

（
「

雪
捨

て
」

以
外

の
利

用
方

法
を

聞
い

た
こ

と
が

な
い

）
。

 

 冬
の

雪
遊

び
や

ア
イ

ス
キ

ャ
ン

ド
ル

な
ど

。
 

冬
期

間
の

公
園

活
用

 

公
園

利
用

の
ル

ー
ル

周
知

 

公
園

内
で

の
自

転
車

ル
ー

ル
。

 

→
あ

ま
り

周
知

さ
れ

て
い

な
い

の
で

は
？

【
中

央
区

 
大

通
公

園
】

 

G
o
o
d
！
 

西
野

緑
道

の
景

観
は

素
晴

ら

し
い

。
車

の
心

配
も

な
く

、
安

心
し

て
散

策
で

き
る

。
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
掟

其
の

一
頭

に
浮

か
ん

だ
こ

と
は

、
些
細
な
こ
と
で
も
、

「
ち

ょ
っ

と
違

う
か

も
」
と
思
っ
て
も
、

恥
ず

か
し

が
ら

ず
に

言
っ

て
み
る

こ
と

其
の

二
人

の
話

は
途

中
で

さ
え

ぎ
ら
ず

よ
く
聞
く

こ
と

其
の

三
人

の
言

っ
た

こ
と

を
批
判
し
た
り
茶
化
し
た
り

し
な

い
こ

と

其
の

四
他

の
人

が
発

言
で

き
る

よ
う
、

発
言
は
短
め
に

す
る

こ
と

其
の

五
気

軽
に

明
る

く
楽

し
く

取
り
組
む
こ
と

。

と
て

も
大

切
！

2
4

３
．

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク

2
5

ア
イ

ス
ブ

レ
イ

ク
「
他

己
紹

介
」

2
6

１
．

氏
名

（
姓

、
下

の
名

前
と

も
）

２
．

出
身

地
３

．
自

分
が

高
齢

者
に

な
っ

た
ら

、
（
す

で
に

高
齢

者
の

方
は

）
1
0
年

後
、

ど
ん

な
暮

ら
し

を
し

て
い

た
い

か

2
7
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１
．

氏
名

（
姓

、
下

の
名

前
と

も
）

２
．

出
身

地
３

．
そ

の
人

が
高

齢
者

に
な

っ
た

ら
、

（
す

で
に

高
齢

者
の

方
は

）
1
0
年

後
、

ど
ん

な
暮

ら
し

を
し

て
い

た
い

か
４

．
そ

の
人

が
高

齢
者

に
な

っ
た

と
き

、
（
ま

た
は

）
1
0
年

後
に

取
り

組
ん

で
い

る
意

外
な

趣
味

2
8

市
民

参
加

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

目
的

2
9

検
討

テ
ー

マ

「
地

域
で

支
え

る
介

護
～

私
た

ち
に

で
き

る
こ

と
～

」

を
踏

ま
え

、

・
自

分
で

で
き

る
日

頃
か

ら
の

備
え

（
自

助
の

取
組

）

・
と

な
り

近
所

の
支

え
合

い
（

互
助

の
取

組
）

に
つ

い
て

、
ご

意
見

を
い

た
だ

く
こ

と
。

市
民

参
加

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

目
標

3
0

し
て

、
自

分
で

で
き

る
日

頃
か

ら
の

備
え

、
と

な
り

近
所

の
支

え
合

い
と

し
て

、

第
1

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
8

月
2

6
日

）
：

地
域

に
お

い
て

ど
の

よ
う

な
取

組
が

考
え

ら
れ

る
か

ご
意

見
を

い
た

だ
き

、
整

理
す

る
こ

と
（

ア
イ

デ
ア

の
抽

出
）

第
2

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
9

月
9

日
）

：
ア

イ
デ

ア
実

現
に

向
け

て
ど

の
よ

う
な

課
題

が
あ

る
か

、
そ

れ
ら

の
解

決
方

策
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と

内
容

を
絞

り
込

み
検

討
し

て
い

き
ま

す
！

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
1
「

追
加

の
疑

問
点

抽
出

」 3
1

○
「

ガ
イ

ダ
ン

ス
・

事
前

質
問

票
へ

の
回

答
」

時
に

ふ
せ

ん
に

書
い

た
「
追

加
の

疑
問

点
」
を

模
造

紙
に

貼
り

出
し

○
必

要
に

応
じ

て
整

理

○
早

め
に

終
え

（
1
0
分

以
内

）
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

2
へ

！

○
出

さ
れ

た
疑

問
に

は
次

回
お

答
え

し
ま

す
！
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グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
2

「
ア

イ
デ

ア
と

課
題

の
抽

出
」

3
2

①
ま

ず
、

黄
色

の
付

箋
に

…

取
組

の
ア

イ
デ

ア

②
青

色
の

付
箋

に
…

「
ア

イ
デ

ア
」

の
元

に
な

っ
た

課
題

認
識

…
を

書
い

て
模

造
紙

に
貼

り
出

し
、

整
理

そ
の

後
、

…
を

書
い

て
模

造
紙

に
貼

り
出

し
、

整
理

（
ア

イ
デ

ア
の

島
の

周
囲

に
整

理
）

な
ぜ

、
そ

ん
な

ア
イ

デ
ア

を
出

し
た

の
？

親
和

図
法

（
K
J法

）
の

進
め

方

3
3

①
課

題
や

ア
イ

デ
ア

を
「

ふ
せ

ん
」

に
書

き
出

し
○

１
枚

の
付

箋
に

は
１

つ
だ

け
！

○
な

る
べ

く
簡

潔
に

！
具

体
的

に

一
人

暮
ら

し
や

夫
婦

暮
ら

し
の

高
齢

者
を

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

す
る

○
良

い
例

・独
居

老
人

の
認

知
症

が
進

ん
だ

り
、

人
知

れ
ず

お
亡

く
な

り
に

な
る

と
い

う
よ

う
な

悲
し

い
報

道
を

よ
く

聞
き

ま
す

が
、

自
宅

の
近

く
で

も
発

生
し

ま
し

た
。

・そ
う

い
っ

た
こ

と
が

な
い

よ
う

に
、

独
居

と
夫

婦
二

人
暮

ら
し

の
高

齢
者

を
ま

ず
調

べ
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

・し
か

し
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
…

×
悪

い
例

3
4

②
模

造
紙

（
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

に
付

箋
を

貼
り

付
け

○
一

人
ず

つ
付

箋
の

内
容

を
発

表
し

な
が

ら
、

似
た

も
の

・
関

係
の

あ
り

そ
う

な
も

の
同

士
が

近
く
に

な
る

よ
う

貼
付

け
！

○
一

見
つ

ま
ら

な
く
思

え
る

も
の

も
捨

て
ず

に
貼

り
付

け
る

！

3
5

③
島

づ
く

り
と

タ
イ

ト
ル

付
け

○
整

理
し

つ
つ

、
似

た
も

の
同

士
を

線
で

囲
み

「
島

」
を

つ
く
る

○
そ

れ
ぞ

れ
の

島
に

タ
イ

ト
ル

を
つ

け
る

。
簡

潔
に

！
○

島
に

な
ら

な
い

も
の

（
離

れ
ザ

ル
）
も

捨
て

な
い

！

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□
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3
6

④
関

係
線

で
結

ぶ
○

関
連

が
あ

る
島

を
線

で
結

ぶ
○

そ
れ

ぞ
れ

の
島

が
ど

う
い

う
関

係
か

、
コ

メ
ン

ト
す

る

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

関
係

線
の

種
類

○
原

因
→

結
果

○
相

互
関

係

○
対

立
関

係

※
必

要
に

応
じ

、
他

の
線

を
使

っ
て

も
可

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
3

「
ア
イ
デ
ア
の
評
価
、
検
討
を
進
め
る
『
取
組
』
の
決
定
」 3

7

①
ア
イ
デ
ア
の
評
価

○
個

々
人

で
、

特
に

「
取

り
組

む
べ

き
！

」
と

考
え

る
ア

イ
デ

ア
（
島

）
に

シ
ー

ル
を

貼
付

け
（
投

票
）

○
シ

ー
ル

は
1
人

○
票

を
お

渡
し

（
票

数
は

テ
ー

ブ
ル

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

に
て

判
断

）

、

②
検
討
を
進
め
る
「
取
組
」
の
決
定

○
投

票
結

果
を

参
考

に
し

な
が

ら
、

話
し

合
い

で
検

討
を

進
め

る
「
取

組
」
を

決
め

て
く
だ

さ
い

○
わ

か
り

や
す

い
（
で

き
れ

ば
か

っ
こ

い
い

）
「
取

組
」
名

に
な

る
よ

う
に

文
章

化
し

て
く

だ
さ

い
（
○

○
の

取
組

、
 

 
を

進
め

る
！

、
□

□
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
…

）

○
「
取

組
記

入
シ

ー
ト

」
（
黄

色
の

紙
）
に

記
入

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
3

「
ア
イ
デ
ア
の
評
価
、
検
討
を
進
め
る
『
取
組
』
の
決
定
」
（
続
き
） 3
8

４
．

全
体

ワ
ー

ク

3
9
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グ
ル

ー
プ

発
表

4
0

○
作

成
し

た
模

造
紙

（
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）
に

基
づ

い
て

話
し

合
い

の
内

容
を

発
表

○
具

体
的

に
は

：
・
ど

の
よ

う
な

「
島

」
が

で
き

た
の

か
・
最

終
的

に
「
取

組
記

入
シ

ー
ト

」
に

書
い

た
取

組
の

タ
イ

ト
ル

○
1
グ

ル
ー

プ
○

分
以

内
で

お
願

い
し

ま
す

！

第
2
回

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
は

9
月

9
日

（
土

）
1
3
:3

0
～

1
7
:1

5
で

す
！

4
1
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（３）アイデア書き出しシート（第 2 回までの宿題） 

 

平成 29 年度 札幌市行政評価 市民参加ワークショップ 

    アイデア書き出しシート 
私たち          区チームが検討を進める「取組」は： 

 

 

 

 

 

 

 

「取組」をより良いものにするための工夫・付加するアイデアを記入！： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 2 回までの 

宿題！ 

 
ふせんに記入！ 足りなければ

この枠内や裏面に記入！ 

記入したふせん、このシート、サインペンは、次回忘れずに持参願います！ 
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３．第 2 回ワークショップ資料 

（１）プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討テーマ「地域で支える介護～私たちにできること～」を踏まえ、 

・自分でできる日頃からの備え（自助の取組） 

・となり近所の支え合い（互助の取組） 

について、ご意見をいただくこと 

 

１．開会 

２．ガイダンス、前回の振り返り 

３．グループワーク 

  ・アイスブレイク 

  ・グループワーク 1「取組アイデアのブラッシュアップ」 

  ・グループワーク 2「アイデア実現に向けた課題抽出と解決策の検討」 

  ・グループワーク 3「プロジェクト命名」 

４．全体ワーク 

  ・グループ発表、全体討議 

５．市民参加に関する情報提供 

６．主催者挨拶 

７．閉会 

市民参加ワークショップの目的 

日時：平成 29 年 9 月 9 日（土）13:30～17:15 

場所：札幌市中央区民センター 2F つどい A・B 

主催：札幌市 ／ 司会・運営：株式会社ノーザンクロス 

プログラム 

平成 29 年度 札幌市行政評価 市民参加ワークショップ 

～第２回 アイデア実現に向けた方策の検討～ 

 

「自分でできる日頃からの備え、となり近所の支え合い」の取組実現に向けて 

課題出しと、その解決方策の検討を行うこと 

第２回目の目標 
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１．ワークショップ（グループワーク）とは： 

いろいろな立場、考えの人が集まり、一緒に作業したり体を動かすことを通じて、お互い

の意見を理解しあい、協力して新たな発見や共有の方向性を見い出す「体験型／参加型の

会議・講座」です。 

(意見を戦わせる｢議論｣や、疑問・不明点を明らかにする｢質疑応答｣の場ではありません) 

 

２．ワークショップの掟： 

其の一 頭に浮かんだことは、些細なことでも、「ちょっと違うかも」と思っても、恥ず

かしがらずに言ってみること。 

其の二 人の話は途中でさえぎらずよく聞くこと。 

其の三 人の言ったことを批判したり茶化したりしないこと。 

其の四 他の人が発言できるよう、発言は短めにすること。 

其の五 気軽に明るく楽しく取り組むこと。 

ワークショップについて 

 memo 
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平
成

2
9
年

度
札

幌
市

行
政

評
価

市
民

参
加

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

0

検
討

テ
ー

マ
：

地
域

で
支

え
る

介
護

～
私

た
ち

に
で

き
る

こ
と

～

第
2
回

ア
イ

デ
ア

実
現

に
向

け
た

方
策

の
検

討

日
時
：
平
成

2
9
年

9
月

9
日
（
土
）

1
3
:3

0
～

1
7
:1

5

場
所
：
札
幌
市
中
央
区
民
セ
ン
タ
ー

2
F
つ
ど

い
A
・

B

主
催
：
札
幌
市

司
会
・
運
営
：
株
式
会
社
ノ
ー
ザ
ン
ク
ロ
ス

１
．

開
会

1

２
．

ガ
イ

ダ
ン

ス
、

前
回

の
振

り
返

り

2

行
政

評
価

、
市

民
参

加
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
役

割
・
位

置
づ

け
等

に
つ

い
て

（
再

説
明

）

3
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行
政

評
価

委
員

会
市

民
参

加
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
役

割
・

位
置

づ
け

①

4

行
政

評
価

委
員

会
に

つ
い

て

市
の

施
策

・
事

業
等

を
第

三
者

の
視

点
で

評
価

す
る

札
幌

市
の

外
部

機
関

で
、

市
役

所
外

部
の

専
門

家
か

ら
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

札
幌

市
が

行
う

事
業

の
必

要
性

や
効

果
、

課
題

や
改

善
策

に
つ

い
て

、
行

政
で

は
気

づ
か

な
い

点
に

つ
い

て
審

議
・

評
価

す
る

の
が

そ
の

役
割

で
す

。
評

価
の

結

果
は

、
事

業
の

見
直

し
・

改
善

に
活

用
さ

れ
ま

す
。

市
民

参
加

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

つ
い

て

行
政

評
価

委
員

会
で

審
議

す
る

テ
ー

マ
の

中
か

ら
、

特
に

市
民

生
活

と
関

わ
り

が
深

く
、

市
民

目
線

・
市

民
感

覚
で

議
論

す
る

こ
と

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
テ

ー

マ
に

つ
い

て
、

一
般

市
民

の
方

々
か

ら
ご

意
見

を
お

聞
き

す
る

た
め

に
実

施
す

る

も
の

で
す

。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

出
さ

れ
た

意
見

は
、

行
政

評
価

委
員

会
で

の
審

議
に

活
用

さ
れ

ま
す

。

行
政

評
価

委
員

会
市

民
参

加
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
役

割
・

位
置

づ
け

②

5

市
役

所
内

で
の

事
業

の
進

め
方

 
外

部
評

価
 

行
政

評
価

委
員

会
 

市
民

参
加

ﾜ
ｰ
ｸ
ｼ
ｮ
ｯ
ﾌ
ﾟ
 

②
検

討
ﾃ
ｰ
ﾏ
の

設
定

、
 

検
討

依
頼

 
③

検
討

結
果

（
市

民
 

意
見

）
の

報
告

 

見
直

し
 

実
施

 

評
価

 
計

画
 

①
検

討
依

頼
 

④
市

民
意

見
も

踏
ま

え
た

審
議

結
果

を
答

申
 

 

市
民

参
加

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

目
的

6

検
討

テ
ー

マ

「
地

域
で

支
え

る
介

護
～

私
た

ち
に

で
き

る
こ

と
～

」

を
踏

ま
え

、

・
自

分
で

で
き

る
日

頃
か

ら
の

備
え

（
自

助
の

取
組

）

・
と

な
り

近
所

の
支

え
合

い
（

互
助

の
取

組
）

に
つ

い
て

、
ご

意
見

を
い

た
だ

く
こ

と
。

市
民

参
加

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

目
標

7

し
て

、
自

分
で

で
き

る
日

頃
か

ら
の

備
え

、
と

な
り

近
所

の
支

え
合

い
と

し
て

、

第
1

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
8

月
2

6
日

）
：

地
域

に
お

い
て

ど
の

よ
う

な
取

組
が

考
え

ら
れ

る
か

ご
意

見
を

い
た

だ
き

、
整

理
す

る
こ

と
（

ア
イ

デ
ア

の
抽

出
）

第
2

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
9

月
9

日
）

：
ア

イ
デ

ア
実

現
に

向
け

て
ど

の
よ

う
な

課
題

が
あ

る
か

、
そ

れ
ら

の
解

決
方

策
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と

内
容

を
絞

り
込

み
検

討
し

て
い

き
ま

す
！
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本
日

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

8

１
．

開
会

２
．

ガ
イ

ダ
ン

ス
、

前
回

の
振

り
返

り

３
．

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク

・
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

1
「

取
組

ア
イ

デ
ア

の
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
」

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

2
「

ア
イ

デ
ア

実
現

に
向

け
た

課
題

抽
出

と

解
決

策
の

検
討

」

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

3
「

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

命
名

」

４
．

全
体

ワ
ー

ク

・
グ

ル
ー

プ
発

表
、

全
体

討
議

５
．

市
民

参
加

に
関

す
る

情
報

提
供

６
．

閉
会

・
主

催
者

挨
拶

前
回

の
振

り
返

り

9

第
1
回

目
の

プ
ロ

グ
ラ

ム

1
0

１
．

開
会

・
主

催
者

挨
拶

２
．

ガ
イ

ダ
ン

ス
、

事
前

質
問

票
へ

の
ご

回
答

３
．

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク

・
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

1
「

追
加

の
疑

問
点

抽
出

」

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

2
「

ア
イ

デ
ア

と
課

題
の

抽
出

」

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

3

「
ア

イ
デ

ア
の

評
価

、
検

討
を

進
め

る
『

取
組

』
の

決
定

」

４
．

全
体

ワ
ー

ク

・
グ

ル
ー

プ
発

表

５
．

閉
会

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
2

「
ア

イ
デ

ア
と

課
題

の
抽

出
」

1
1

①
ま

ず
、

黄
色

の
付

箋
に

…

取
組

の
ア

イ
デ

ア

②
青

色
の

付
箋

に
…

「
ア

イ
デ

ア
」

の
元

に
な

っ
た

課
題

認
識

…
を

書
い

て
模

造
紙

に
貼

り
出

し
、

整
理

そ
の

後
、

…
を

書
い

て
模

造
紙

に
貼

り
出

し
、

整
理

（
ア

イ
デ

ア
の

島
の

周
囲

に
整

理
）

な
ぜ

、
そ

ん
な

ア
イ

デ
ア

を
出

し
た

の
？
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グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
3

「
ア
イ
デ
ア
の
評
価
、
検
討
を
進
め
る
『
取
組
』
の
決
定
」 1

2

①
ア
イ
デ
ア
の
評
価

○
個

々
人

で
、

特
に

「
取

り
組

む
べ

き
！

」
と

考
え

る
ア

イ
デ

ア
（
島

）
に

シ
ー

ル
を

貼
付

け
（
投

票
）

○
シ

ー
ル

は
1
人

○
票

を
お

渡
し

（
票

数
は

テ
ー

ブ
ル

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

に
て

判
断

）
、

②
検
討
を
進
め
る
「
取
組
」
の
決
定

○
投

票
結

果
を

参
考

に
し

な
が

ら
、

話
し

合
い

で
検

討
を

進
め

る
「
取

組
」
を

決
め

て
く
だ

さ
い

○
わ

か
り

や
す

い
（
で

き
れ

ば
か

っ
こ

い
い

）
「
取

組
」
名

に
な

る
よ

う
に

文
章

化
し

て
く

だ
さ

い
（
○

○
の

取
組

、
 

 
を

進
め

る
！

、
□

□
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
…

）

○
「
取

組
記

入
シ

ー
ト

」
（
黄

色
の

紙
）
に

記
入

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
3

「
ア
イ
デ
ア
の
評
価
、
検
討
を
進
め
る
『
取
組
』
の
決
定
」
（
続
き
） 1
3

1
4

第
2
回

で
検

討
を

進
め

る
取

組
（

仮
称

）

1
5
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1
6

1
7

1
8

1
9
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2
0

第
1
回

目
に

出
さ

れ
た

疑
問

点
へ

の
ご

回
答

2
1

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

進
め

方
に

つ
い

て

2
2

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
と

は
？

○
い

ろ
い

ろ
な

立
場

、
考

え
の

人
が

集
ま

り
、

一
緒

に

作
業

し
た

り
体

を
動

か
す

こ
と

を
通

じ
て

、
お

互
い

の
意

見
を

理
解

し
あ

い
、

協
力

し
て

新
た

な
発

見
や

共
有

の
方

向
性

を
見

い
出

す
「
体

験
型

／
参

加
型

の
会

議
・
講

座
」

○
意

見
を

戦
わ

せ
る

｢議
論

｣や
、

疑
問

・
不

明
点

を
明

ら
か

に
す

る
｢質

疑
応

答
｣の

場
で

は
あ

り
ま

せ
ん

2
3
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親
和

図
法

（
K
J法

）
に

つ
い

て

2
4

か
ら

の
脱

却
。

独
断

的
な

分
類

の
ワ

ク
組

み
を

適
用

し
な

い
。

●
文

化
人

類
学

者
・
川

喜
多

二
郎

氏
（

2
0

0
9
年

没
）
が

考
案

し
た

デ
ー

タ
整

理
・
問

題
解

決
手

法
。

●
「
混

沌
を

し
て

語
ら

し
め

る
」

…
混

沌
と

し
た

デ
ー

タ
か

ら
何

ら
か

の
形

（
秩

序
、

法
則

、
因

果
関

係
…

）
を

見
出

す
。

●
「
専

制
的

」
で

は
な

く
、

「
民

主
的

」
手

法
…

「
ア

テ
ハ

メ
思

考
」

か
ら

の
脱

却
。

独
断

的
な

分
類

の
ワ

ク
組

み
を

適
用

し
な

い
。

●
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
で

は
な

く
、

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

の
手

法
。

親
和

図
法

（
K
J法

）
の

進
め

方

2
5

①
課

題
や

ア
イ

デ
ア

を
「

ふ
せ

ん
」

に
書

き
出

し
○

１
枚

の
付

箋
に

は
１

つ
だ

け
！

○
な

る
べ

く
簡

潔
に

！
具

体
的

に

一
人

暮
ら

し
や

夫
婦

暮
ら

し
の

高
齢

者
を

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

す
る

○
良

い
例

・独
居

老
人

の
認

知
症

が
進

ん
だ

り
、

人
知

れ
ず

お
亡

く
な

り
に

な
る

と
い

う
よ

う
な

悲
し

い
報

道
を

よ
く

聞
き

ま
す

が
、

自
宅

の
近

く
で

も
発

生
し

ま
し

た
。

・そ
う

い
っ

た
こ

と
が

な
い

よ
う

に
、

独
居

と
夫

婦
二

人
暮

ら
し

の
高

齢
者

を
ま

ず
調

べ
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

・し
か

し
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
…

×
悪

い
例

2
6

②
模

造
紙

（
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

に
付

箋
を

貼
り

付
け

○
一

人
ず

つ
付

箋
の

内
容

を
発

表
し

な
が

ら
、

似
た

も
の

・
関

係
の

あ
り

そ
う

な
も

の
同

士
が

近
く
に

な
る

よ
う

貼
付

け
！

○
一

見
つ

ま
ら

な
く
思

え
る

も
の

も
捨

て
ず

に
貼

り
付

け
る

！

2
7

③
島

づ
く

り
と

タ
イ

ト
ル

付
け

○
整

理
し

つ
つ

、
似

た
も

の
同

士
を

線
で

囲
み

「
島

」
を

つ
く
る

○
そ

れ
ぞ

れ
の

島
に

タ
イ

ト
ル

を
つ

け
る

。
簡

潔
に

！
○

島
に

な
ら

な
い

も
の

（
離

れ
ザ

ル
）
も

捨
て

な
い

！

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□
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2
8

④
関

係
線

で
結

ぶ
○

関
連

が
あ

る
島

を
線

で
結

ぶ
○

そ
れ

ぞ
れ

の
島

が
ど

う
い

う
関

係
か

、
コ

メ
ン

ト
す

る

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

関
係

線
の

種
類

○
原

因
→

結
果

○
相

互
関

係

○
対

立
関

係

※
必

要
に

応
じ

、
他

の
線

を
使

っ
て

も
可

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

掟

其
の
一

頭
に

浮
か

ん
だ

こ
と

は
、

些
細

な
こ

と
で

も
、

「
ち

ょ
っ

と
違

う
か

も
」

と
思

っ
て

も
、
恥

ず

か
し

が
ら

ず
に

言
っ

て
み

る
こ

と

其
の
二

人
の

話
は

途
中

で
さ

え
ぎ

ら
ず
よ

く
聞

く
こ

と

其
の
三

人
の

言
っ

た
こ

と
を
批

判
し

た
り

茶
化

し
た

り

し
な

い
こ

と

其
の
四

他
の

人
が

発
言

で
き

る
よ

う
、
発

言
は

短
め

に

す
る

こ
と

其
の
五

気
軽

に
明

る
く

楽
し

く
取

り
組

む
こ

と
。

と
て

も
大

切
！

2
9

３
．

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク

3
0

ア
イ

ス
ブ

レ
イ

ク
「
つ

な
が

る
近

況
報

告
」

3
1
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つ
な

が
る

近
況

報
告

3
2

最
初

の
人

１
．

お
名

前
２

．
「

介
護

」
や

「
高

齢
者

」
に

つ
い

て
近

況
報

告
（

何
で

も
可

！
）

2
番

め
～

最
後

の
人

１
．

お
名

前
２

．
前

の
人

が
言

っ
た

近
況

報
告

に
コ

メ
ン

ト
（

感
想

、
ア

ド
バ

イ
ス

、
「

そ
う

い
え

ば
私

も
…

」
な

ど
何

で
も

可
！

）
３

．
自

分
も

「
介

護
」

や
「

高
齢

者
」

に
つ

い
て

近
況

報
告

最
初

の
人

１
．

最
後

の
人

が
言

っ
た

近
況

報
告

に
何

か
コ

メ
ン

ト

市
民

参
加

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

目
的

3
3

検
討

テ
ー

マ

「
地

域
で

支
え

る
介

護
～

私
た

ち
に

で
き

る
こ

と
～

」

を
踏

ま
え

、

・
自

分
で

で
き

る
日

頃
か

ら
の

備
え

（
自

助
の

取
組

）

・
と

な
り

近
所

の
支

え
合

い
（

互
助

の
取

組
）

に
つ

い
て

、
ご

意
見

を
い

た
だ

く
こ

と
。

市
民

参
加

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

目
標

3
4

し
て

、
自

分
で

で
き

る
日

頃
か

ら
の

備
え

、
と

な
り

近
所

の
支

え
合

い
と

し
て

、

第
1

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
8

月
2

6
日

）
：

地
域

に
お

い
て

ど
の

よ
う

な
取

組
が

考
え

ら
れ

る
か

ご
意

見
を

い
た

だ
き

、
整

理
す

る
こ

と
（

ア
イ

デ
ア

の
抽

出
）

第
2

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
9

月
9

日
）

：
ア

イ
デ

ア
実

現
に

向
け

て
ど

の
よ

う
な

課
題

が
あ

る
か

、
そ

れ
ら

の
解

決
方

策
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と

内
容

を
絞

り
込

み
検

討
し

て
い

き
ま

す
！

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
1

「
取

組
ア

イ
デ

ア
の

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

」

3
5

「
取

組
」
を

よ
り

良
い

も
の

に
す

る
た

め
の

工
夫

・
付

加
す

る
ア

イ
デ

ア

…
模

造
紙

に
貼

り
出

し
、

整
理

・
「
宿

題
」
で

考
え

て
き

た
・
今

日
、

思
い

つ
い

た

・
な

る
べ

く
具

体
的

に
・

5
W

1
H

・
我

が
区

/ 地
域

で
は
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グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
2

「
ア

イ
デ

ア
実

現
に

向
け

た
課

題
抽

出
と

解
決

策
の

検
討

」

3
6

①
青

色
の

付
箋

に
…

「
取

組
」
実

現
に

向
け

て

解
決

す
べ

き
課

題

②
ピ

ン
ク

の
付

箋
に

…

課
題

の
解

決
方

策
（
課

題
解

決
の

ア
イ

デ
ア

）

…
を

模
造

紙
に

貼
り

出
し

、
整

理

そ
の

後
、 …

を
模

造
紙

に
貼

り
出

し
、

整
理

親
和

図
法

（
K
J法

）
の

進
め

方

3
7

①
課

題
や

ア
イ

デ
ア

を
「

ふ
せ

ん
」

に
書

き
出

し
○

１
枚

の
付

箋
に

は
１

つ
だ

け
！

○
な

る
べ

く
簡

潔
に

！
具

体
的

に

一
人

暮
ら

し
や

夫
婦

暮
ら

し
の

高
齢

者
を

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

す
る

○
良

い
例

・独
居

老
人

の
認

知
症

が
進

ん
だ

り
、

人
知

れ
ず

お
亡

く
な

り
に

な
る

と
い

う
よ

う
な

悲
し

い
報

道
を

よ
く

聞
き

ま
す

が
、

自
宅

の
近

く
で

も
発

生
し

ま
し

た
。

・そ
う

い
っ

た
こ

と
が

な
い

よ
う

に
、

独
居

と
夫

婦
二

人
暮

ら
し

の
高

齢
者

を
ま

ず
調

べ
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

・し
か

し
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
…

×
悪

い
例

3
8

②
模

造
紙

（
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

に
付

箋
を

貼
り

付
け

○
一

人
ず

つ
付

箋
の

内
容

を
発

表
し

な
が

ら
、

似
た

も
の

・
関

係
の

あ
り

そ
う

な
も

の
同

士
が

近
く
に

な
る

よ
う

貼
付

け
！

○
一

見
つ

ま
ら

な
く
思

え
る

も
の

も
捨

て
ず

に
貼

り
付

け
る

！

3
9

③
島

づ
く

り
と

タ
イ

ト
ル

付
け

○
整

理
し

つ
つ

、
似

た
も

の
同

士
を

線
で

囲
み

「
島

」
を

つ
く
る

○
そ

れ
ぞ

れ
の

島
に

タ
イ

ト
ル

を
つ

け
る

。
簡

潔
に

！
○

島
に

な
ら

な
い

も
の

（
離

れ
ザ

ル
）
も

捨
て

な
い

！

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□
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4
0

④
関

係
線

で
結

ぶ
○

関
連

が
あ

る
島

を
線

で
結

ぶ
○

そ
れ

ぞ
れ

の
島

が
ど

う
い

う
関

係
か

、
コ

メ
ン

ト
す

る

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

関
係

線
の

種
類

○
原

因
→

結
果

○
相

互
関

係

○
対

立
関

係

※
必

要
に

応
じ

、
他

の
線

を
使

っ
て

も
可

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
3

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
命
名
」

4
1

○
わ

か
り

や
す

く
（
で

き
れ

ば
か

っ
こ

良
く
）
命

名
（
改

名
）

○
第

1
回

で
考

え
た

名
称

か
ら

変
え

な
く
て

も
可

だ
が

…
（
内

容
は

変
わ

っ
て

い
ま

せ
ん

か
？

名
称

を
変

え
た

方
が

さ
ら

に
わ

か
り

や
す

く
な

い
で

す
か

？
）

○
「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
名

記
入

シ
ー

ト
」
（
青

色
の

紙
）
に

記
入

４
．

全
体

ワ
ー

ク

4
2

グ
ル
ー
プ
発
表

4
3

○
作

成
し

た
模

造
紙

（
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）
に

基
づ

い
て

話
し

合
い

の
内

容
を

発
表

○
具

体
的

に
は

：
・
ど

の
よ

う
な
ア
イ
デ
ア

が
出

さ
れ

た
の

か
・

〃
課
題

〃
・

〃
課
題
解
決
方
策

〃
・
最

終
的

な
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
」

○
1
グ

ル
ー

プ
○

分
以

内
で

お
願

い
し

ま
す

！
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追
加

し
た

い
意

見
を

書
く

・
ア

イ
デ

ア
・
課

題
・
課

題
解

決
策

・
感

想
、

ｺ
ﾒ
ﾝ
ﾄで

も
可

全
体

討
議

4
4

…
を

書
い

て
、

そ
の

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
貼

り
つ

け

そ
れ

ぞ
れ

の
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
（
模

造
紙

）
を

見
て

…

５
．

市
民

参
加

に
関

す
る

情
報

提
供

4
5

６
．

主
催

者
挨

拶

4
6
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（３）参加者アンケート調査票 

 

平成 29 年度札幌市行政評価 市民参加ワークショップ 

 

参加者アンケート 

 今後の取組の参考にさせていただきますので、以下のアンケートにご協力をお願いします。 

 

 

（１）今回、市民参加ワークショップに参加することを決めた理由は何ですか。あてはまる

ものすべてに○をつけてください。 

① テーマに興味があったから 

② 自分の意見を述べたり、他人の意見を聞くことに興味があったから 

③ 札幌市の政策や事業に活かされることを期待するから 

④ 行政評価という取組に興味があったから 

⑤ 参加謝礼品が提供されるから 

⑥ その他（                                ） 

 

（２）今回の市民参加ワークショップの設定について、どのように感じられましたか？ 

５段階のうちあてはまるもの一つに○をつけてください。 

・回数について（２回実施） 

     ①1回が良い ②２回が良い ③３回が良い ④４回以上が良い 

 

  ・議論の時間について 

     ①長い   ②やや長い ③ちょうどよい ④やや短い  ⑤短い 

 

（３）今回の市民参加ワークショップに参加した満足度について、あてはまるものひとつに

○をつけてください。 

   ①満足   ②やや満足  ③普通   ④やや不満   ⑤不満 

 

 

 

 

 

裏面に続きます。 

- 102 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ で「満足」または「やや満足」と答えた方にお尋ねします） 

 どのような点に満足されましたか？あてはまるものすべてに○をつけてください。 

   ① 札幌市の取組について理解を深めることができた 

   ② 札幌市の取組について他の市民参加者と意見交換することができた 

③ テーマに関する疑問を札幌市の担当者に聞くことができた 

④ 札幌市の行政評価を行う過程に参加することができた 

   ⑤ その他（                             ） 

 

（ で「やや不満」または「不満」と答えた方にお尋ねします） 

 どのような点に不満を感じましたか？あてはまるものすべてに○をつけてください。 

   ① 札幌市の取組が十分に理解できなかった 

   ② 札幌市の取組について十分に意見交換することができなかった 

③ テーマに関する疑問が解消されなかった 

④ 札幌市の行政評価の取組として行っている意義が十分に理解できなかった 

   ⑤ その他（                             ） 

（４）今回のワークショップは土曜日に開催しました。今後、このような取組にあなたが参

加される場合、何曜日の開催が望ましいでしょうか。あてはまるもの一つに○をつけて

ください。 

① 平日が良い  ② 土曜日が良い  ③ 日曜日が良い  ④ 何曜日でも構わない 

 

（５）ワークショップの取組全体を通して、より多くの方にご参加いただけるワークショッ

プにしていくための工夫・アイデアなど、ご意見、ご感想がございましたらお書きくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、あなた自身について、あてはまるものに○をつけてください。 

（１）性別   ① 男性   ② 女性 

（２）年代   ① 10歳代  ② 20歳代  ③ 30歳代 

          ④ 40歳代  ⑤ 50歳代  ⑥ 60歳代  ⑦ 70歳代以上 

ご協力ありがとうございました。 
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